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新
し
い
生
活
を
提
案
す
る
住
宅
都
市
の
開
発

　

芦
屋
ら
し
さ
を
象
徴
す
る
郊
外
住
宅
地
イ
メ
ー
ジ
の
継
承　
　

本
市
は
、
近
代
工
業
都
市
化
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
大
阪
と
外
国
人

居
留
地
が
設
置
さ
れ
た
開
港
都
市
・
神
戸
の
間
に
位
置
し
て
い
た
。
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
、
阪
神
電
鉄
本
線
の
開
通
と
同

時
に
芦
屋
・
打
出
の
二
駅
が
開
設
さ
れ
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
国
鉄
芦
屋
駅
が
設
置
さ
れ
た
。
鉄
道
整
備
に
よ
っ
て
二
大
都

市
か
ら
の
利
便
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
郊
外
住
宅
地
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
大
正
九
年
の
阪
急
神
戸
線

の
開
通
に
伴
う
芦
屋
川
停
留
所
の
設
置
は
、
山
手
が
別
荘
地
や
住
宅
地
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
自
然
風
致

と
一
体
と
な
っ
た
六
麓
荘
の
開
発
（
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
）、
芦
屋
川
の
河
川
改
修
（
昭
和
八
年
）
に
伴
っ
て
供
給
さ
れ
た
邸

宅
地
（
現
在
の
平
田
町
界
隈
）
で
は
、
モ
ダ
ン
な
和
館
や
洋
館
が
建
て
ら
れ
、
芦
屋
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
化
と
高
級
住
宅
地
の
イ
メ
ー

ジ
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

戦
前
の
本
市
は
、
近
代
産
業
都
市
と
な
っ
た
大
阪
の
事
業
者
が
移
り
住
む
郊
外
住
宅
地
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム

と
よ
ば
れ
る
独
特
の
生
活
文
化
が
生
み
出
さ
れ
た
。
こ
の
山
と
海
に
挟
ま
れ
た
地
に
生
み
出
さ
れ
た
緑
と
明
る
い
光
に
あ
ふ
れ
る
郊
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外
住
宅
地
環
境
は
、
本
市
を
特
徴
づ
け
る
環
境
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
、
長
く
そ
の
後
の
都
市
づ
く
り
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
。

　

戦
後
か
ら
昭
和
五
十
年
代
ま
で
は
、
大
阪
都
市
圏
の
拡
大
成
長
に
あ
わ
せ
て
、
広
域
の
道
路
網
整
備
と
増
加
す
る
住
宅
需
要
に
対

応
す
る
多
様
な
住
宅
地
開
発
が
本
市
で
も
続
い
た
。
戦
災
を
経
た
昭
和
二
十
五
年
の
人
口
は
四
万
二
九
五
一
人
で
あ
っ
た
が
、
高
度

成
長
期
の
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
人
口
は
大
き
く
伸
び
た
。
そ
の
後
、
増
加
率
が
鈍
化
す
る
も
の
の
昭
和
六
十
年

ま
で
は
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
た
（
は
じ
め
に　

芦
屋
市
の
す
が
た
参
照
）。
こ
の
間
の
人
口
増
加
は
、
道
路
整
備
や
河
川
改
修
な

ど
の
基
盤
整
備
と
山
手
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
新
た
な
宅
地
開
発
が
促
進
さ
れ
た
こ
と
、
奥
池
地
区
と
芦
屋
浜
の
埋
立
地

に
お
け
る
計
画
的
な
大
規
模
開
発
、
駅
周
辺
の
再
開
発
事
業
な
ど
に
よ
っ
て
多
く
の
住
宅
が
供
給
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

昭
和
六
十
年
代
以
降
、
人
口
は
八
万
七
〇
〇
〇
人
程
度
で
推
移
す
る
。
量
的
拡
大
か
ら
住
宅
都
市
と
し
て
の
環
境
の
質
や
生
活
文

化
の
充
実
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
元
年
以
降
、
人
口
は
減
少
傾
向
と
な
り
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
一
時
的
に
七
万
五
〇
三
二
人
ま
で
大
き
く
減
少
す
る
が
、
平
成
十
四
年
に
震
災
前
の
人
口
を
回
復
し
た
。
震
災

後
十
年
で
人
口
の
半
数
近
く
が
入
れ
替
わ
り
、
量
的
変
化
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
の
質
的
な
変
化
を
ふ
ま
え
た
都
市
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

戦
前
に
実
現
し
た
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
代
表
さ
れ
る
住
宅
地
イ
メ
ー
ジ
を
継
承
し
、
環
境
や
景
観
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応

な
ど
の
新
た
な
課
題
に
対
応
し
つ
つ
、
小
都
市
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
質
の
高
い
生
活
環
境
の
形
成
を
め
ざ
す
と
こ
ろ
に
、
本
市
の
都

市
づ
く
り
の
特
徴
は
あ
る
。
こ
の
芦
屋
ら
し
さ
を
発
信
し
続
け
る
多
く
の
試
み
が
ま
ち
づ
く
り
で
実
践
さ
れ
て
き
た
。

　

成
長
期
の
開
発
構
想
か
ら
住
宅
都
市
の
構
想
へ　
　

本
市
の
住
宅
都
市
づ
く
り
の
基
本
は
、
戦
後
復
興
に
お
い
て
公
布
さ
れ
た
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「
芦
屋
国
際
文
化
住
宅
都
市
建
設
法
」（
昭
和
二
十
六
年
）
に
よ
り
、
国
際
性
と
文
化
性
の
あ
ふ
れ
る
住
宅
都
市
づ
く
り
を
目
標
と
す

る
こ
と
を
宣
言
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
自
立
し
た
住
宅
都
市
と
し
て
、
小
さ
い
な
が
ら
も
良
質
の
生
活
環
境
を
守
り
育
て
る
と
こ
ろ

に
、
芦
屋
ら
し
さ
を
求
め
た
。「
芦
屋
国
際
文
化
住
宅
都
市
建
設
法
」
は
、
憲
法
第
九
五
条
に
基
づ
く
住
民
投
票
を
経
て
公
布
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
住
宅
都
市
と
し
て
す
ぐ
れ
た
立
地
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
国
際
文
化
住
宅
都
市
と
し
て
外
国
人
の
居
住
に
も
適
す
る
よ

う
に
建
設
し
、
外
客
の
誘
致
、
こ
と
に
そ
の
定
住
を
図
り
、
わ
が
国
の
文
化
観
光
資
源
開
発
に
資
し
、
も
つ
て
国
際
文
化
の
向
上
と

経
済
復
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」（
第
一
条
）
も
の
で
あ
る
。
現
在
も
こ
の
法
律
は
有
効
で
あ
り
、
条
例
に
よ
る
独
自
の

取
り
組
み
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
。
例
え
ば
、
パ
チ
ン
コ
屋
の
立
地
規
制
は
、
建
築
基
準
法
の
用
途
地
域
規
制
を
強
化
す
る
と
い
う

考
え
方
で
は
な
く
、
こ
の
特
別
都
市
建
設
法
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
「
芦
屋
市
生
活
環
境
保
全
の
た
め
の
建
築
等
の
規
制
に
関
す
る

条
例
」（
平
成
八
年
）
に
基
づ
く
。

　

戦
後
復
興
に
お
い
て
は
、
大
阪
都
市
圏
の
高
度
成
長
に
あ
わ
せ
、「
芦
屋
市
総
合
開
発
計
画
」（
昭
和
三
十
八
年
）
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
、
拡
大
成
長
型
の
都
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
描
か
れ
て
い
た
。
こ
の
総
合
開
発
計
画
で
は
、
大
阪
の
郊
外
住
宅
地
と
な
る
の
か
、
大
阪

都
市
圏
の
経
済
副
都
心
と
し
て
阪
神
間
の
帯
状
都
市
の
一
端
を
担
う
こ
と
を
構
想
す
る
の
か
が
検
討
さ
れ
、
ど
ち
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
つ
か
に
よ
っ
て
埋
立
地
の
計
画
が
変
わ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　

山
麓
部
に
つ
い
て
は
、
山
地
開
発
計
画
が
構
想
さ
れ
、
現
在
の
奥
池
町
、
奥
池
南
町
あ
た
り
の
開
発
が
既
に
構
想
さ
れ
て
お
り
、

奥
池
町
あ
た
り
は
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ウ
ジ
ン
グ
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
こ
の
時
は
、
ゴ
ル
フ
場
南
の
神
戸
市
に
隣
接
す
る
山
地
も
住
宅
開

発
が
構
想
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
山
地
開
発
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
お
よ
び
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
搬
送
と
比
較
し
て
既
成
市
街
地
へ
の
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影
響
を
抑
え
る
方
法
と
し
て
モ
ノ
レ
ー
ル
に
よ
る
岩
や
土
砂
の
搬
出
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
搬
出
土
砂
は
海
岸
部
の
埋
立
に
利
用

し
、
開
発
後
は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
を
旅
客
用
に
転
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

海
浜
埋
立
計
画
で
は
、
新
た
な
滞
在
型
観
光
拠
点
と
し
て
遊
覧
港
が
構
想
さ
れ
、
こ
う
し
た
都
市
機
能
を
第
一
期
埋
立
に
お
い
て

整
備
す
る
案
と
、
第
一
期
は
住
宅
地
開
発
と
し
第
二
期
埋
立
計
画
区
域
で
遊
覧
港
を
整
備
す
る
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
特
別
法
の

目
的
に
示
さ
れ
て
い
る
「
わ
が
国
の
文
化
観
光
資
源
開
発
に
資
す
」
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
期
埋
立
地
の

南
芦
屋
浜
地
区
で
は
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
開
発
計
画
で
検
討
さ
れ
た
港
湾
整
備
が
か
た
ち
を
変
え
て
実
現
し

て
い
る
。

　

山
手
の
開
発
か
ら
南
芦
屋
浜
の
埋
立
地
ま
で
、
二
十
世
紀
後
半
の
都
市
づ
く
り
は
、
こ
の
総
合
開
発
計
画
に
お
い
て
既
に
構
想
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

快
適
な
生
活
を
実
現
す
る
住
宅
都
市
を
め
ざ
す
総
合
計
画　
　

経
済
成
長
の
一
方
で
、
生
活
基
盤
の
整
備
の
遅
れ
、
公
害
や
交
通

事
故
の
増
加
、
過
密
や
地
域
社
会
の
ひ
ず
み
な
ど
、
都
市
問
題
が
顕
在
化
し
て
き
た
な
か
で
「
芦
屋
市
総
合
計
画
」（
昭
和
四
十
六

（
一
九
七
一
）
年
）
が
策
定
さ
れ
た
。
目
標
年
次
を
、
お
お
む
ね
昭
和
六
十
年
と
し
、
自
然
の
美
（
自
然
と
調
和
し
た
緑
豊
か
な
美

し
い
ま
ち
）、
人
工
の
美
（
都
市
機
能
の
充
実
し
た
住
み
よ
い
ま
ち
）、
人
間
の
美
（
豊
か
な
人
間
性
と
文
化
を
は
ぐ
く
む
健
康
な
ま

ち
）
が
調
和
し
て
「
品
位
と
風
格
の
あ
る
個
性
豊
か
な
住
宅
都
市
を
建
設
す
る
こ
と
」
を
基
本
目
標
と
し
た
。
変
化
が
激
し
く
先
が

読
み
に
く
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
快
適
な
生
活
を
保
障
す
る
と
い
う
基
本
に
た
ち
、
市
民
と
共
有
で
き
る
住
宅
都
市
建
設
の
計
画
目

標
を
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
た
。
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こ
の
総
合
計
画
に
お
い
て
、
市
街
地
整
備
に
つ
い
て
は
、「
緑
と
太
陽
の
あ
ふ
れ
る
ど
こ
よ
り
も
住
み
よ
い
秩
序
あ
る
美
し
い
生
活

空
間
」
を
創
造
す
る
た
め
に
、
⑴
近
隣
住
区
に
お
け
る
利
便
と
安
全
の
確
保
、
⑵
住
宅
地
に
お
け
る
景
観
を
配
慮
し
た
都
市
美
の
実

現
と
商
業
地
に
お
け
る
機
能
の
向
上
、
⑶
市
民
の
自
主
性
と
呼
応
し
た
全
市
公
園
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
、
⑷
緑
地
・
公
園
・
河
川
沿

道
・
緑
道
の
有
機
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
⑸
山
麓
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
形
成
、
⑹
南
北
道
路
の
整
備
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
に
よ

る
市
内
交
通
の
充
実
、
⑺
都
市
の
美
観
と
環
境
整
備
の
た
め
の
地
域
地
区
指
定
お
よ
び
海
浜
開
発
と
い
っ
た
七
項
目
を
主
要
目
標
と

し
て
あ
げ
て
い
る
。

　

目
標
年
次
（
昭
和
六
十
年
）
の
計
画
人
口
は
一
〇
万
か
ら
一
二
万
と
設
定
さ
れ
て
お
り
、
人
口
増
加
と
都
市
の
成
長
を
前
提
と

し
、
既
成
市
街
地
の
基
盤
整
備
と
再
開
発
、
海
浜
開
発
に
よ
る
新
た
な
モ
デ
ル
住
宅
地
の
整
備
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

山
手
に
つ
い
て
は
自
然
保
全
と
防
災
の
重
要
性
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
山
地
開
発
に
つ
い
て
は
既
に
行
な
わ
れ
て
い
る
開
発
以
外
は

抑
制
す
る
方
針
を
示
し
、
社
会
経
済
の
動
向
に
応
じ
た
検
討
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り

や
生
活
文
化
の
重
要
性
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
都
市
整
備
の
基
本
単
位
と
し
て
近
隣
住
区
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
な
ど
現
在
の
小
学
校
区
を
基
本
と
す
る
活
動
に
つ
な
が
る
。

　

市
街
地
整
備
に
お
け
る
七
つ
の
主
要
目
標
の
う
ち
五
項
目
に
は
「
景
観
」、「
都
市
美
」、「
緑
」
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
、
量
的
拡

大
が
目
標
と
な
る
時
代
で
あ
っ
て
も
都
市
の
美
し
さ
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
独
自
性
が
認
め
ら
れ
、
芦
屋
の
住
宅
都
市
づ
く
り
の

基
本
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

こ
の
総
合
計
画
を
う
け
て
、
昭
和
四
十
八
年
「
緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。
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二
． 

生
活
文
化
を
創
造
す
る
住
宅
都
市
の
環
境

　

環
境
づ
く
り
へ　
　

昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
の
最
初
の
総
合
計
画
で
示
さ
れ
た
自
然
の
美
、
人
工
の
美
、
人
間
の
美
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
は
、
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
を
目
標
年
次
と
す
る
昭
和
六
十
一
年
の
「
芦
屋
市
新
総
合
計
画
」
に
も
引

き
継
が
れ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
市
の
人
口
増
加
が
落
ち
着
き
、
量
か
ら
質
が
重
視
さ
れ
る
成
熟
社
会
へ
と
転
換
し
て
い

く
時
期
に
向
か
う
と
い
う
認
識
に
基
づ
く
、
国
際
文
化
住
宅
都
市
建
設
の
考
え
方
を
基
本
と
し
て
、「
緑
豊
か
な
美
し
い
自
然
に
恵

ま
れ
た
特
性
を
生
か
し
、
自
然
と
調
和
し
た
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
・
全
市
を
緑
で
包
む
ま
ち
づ
く
り
」、「
優
れ
た
自
然
環
境
の
も
と

で
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
た
が
い
に
協
調
し
、
ま
ち
を
愛
し
、
香
り
豊
か
な
文
化
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
清
潔
で
健
康
な
ま
ち

づ
く
り
」
が
、
新
総
合
計
画
の
目
標
と
さ
れ
た
。

　

住
宅
都
市
と
し
て
の
自
立
と
住
文
化
の
創
造
の
た
め
に
、
市
街
地
整
備
に
お
い
て
は
、
市
民
文
化
が
反
映
さ
れ
る
地
域
性
を
活
か

す
景
観
形
成
計
画
の
策
定
と
と
も
に
、
地
域
の
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ
て
魅
力
あ
る
住
宅
地
の
保
全
・
創
出
・
再
生
を
進
め

る
こ
と
、
あ
わ
せ
て
公
共
施
設
や
生
活
関
連
施
設
の
充
実
に
よ
る
住
環
境
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
市
域
を
構
成

す
る
多
様
な
地
域
を
つ
な
ぎ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
、
都
市
構
造
の
骨
格
と
な
る
生
活
循
環
軸
の
整
備
、
芦
屋

川
・
宮
川
・
江
尻
川
緑
道
の
緑
地
文
化
軸
が
構
想
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
海
浜
開
発
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
住
戸
計
画
だ

け
で
な
く
文
化
交
流
や
情
報
機
能
立
地
を
模
索
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
。

　

昭
和
四
十
六
年
の
総
合
計
画
に
示
さ
れ
た
都
市
美
形
成
や
緑
の
保
全
と
い
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
は
、
新
総
合
計
画
で
は
、
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地
域
性
や
生
活
文
化
の
創
造
へ
と
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
基
盤
整
備
や
市
街
地
開
発
に
つ
い
て
は
、
機
能
や
量
的
充
足
を
目
的
と

す
る
整
備
か
ら
生
活
文
化
を
創
造
す
る
都
市
環
境
づ
く
り
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
九
七
〇
か
ら
九
〇
年
代
の
総
合
計
画
で

は
、
緑
豊
か
な
美
し
い
住
宅
都
市
づ
く
り
が
基
調
に
あ
る
。

　

新
総
合
計
画
で
は
、「
住
む
」
こ
と
は
「
働
く
」
こ
と
に
従
属
す
る
の
で
は
な
く
独
自
の
価
値
が
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、
平

成
十
三
年
、
二
十
一
世
紀
の
都
市
像
と
し
て
国
際
文
化
住
宅
都
市
を
構
想
し
て
い
る
。「
消
費
生
活
」
が
計
画
の
項
目
に
あ
げ
ら
れ
て

お
り
、
生
産
型
の
経
済
活
動
だ
け
で
は
な
く
消
費
を
も
都
市
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
、
独
自
の
「
住
む
」
都
市
の
活
力
を
構
想
し
て

い
る
。

　

新
総
合
計
画
で
は
、
都
市
環
境
、
生
活
環
境
、
人
間
環
境
、
文
化
環
境
、
産
業
環
境
の
各
部
門
に
つ
い
て
構
想
と
計
画
が
示
さ
れ

て
お
り
、
都
市
整
備
に
お
い
て
は
、
都
市
基
盤
の
充
実
に
加
え
、
安
全
と
防
災
の
確
保
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
き
な

マ
ン
シ
ョ
ン
の
立
地
が
美
観
を
損
な
わ
せ
環
境
水
準
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
、
何
ら
か
の
対
策
の
必
要
を
認
識
し
て
い

た
。
こ
の
た
め
、
計
画
的
開
発
整
備
と
と
も
に
、
住
環
境
保
全
の
た
め
の
用
途
地
域
の
再
検
討
や
景
観
の
保
全
形
成
の
た
め
に
地
区

計
画
な
ど
の
活
用
を
進
め
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
実
際
に
は
、
ど
こ
で
も
同
じ
建
設
技
術
と
材
料
に
よ
る
建
て
替
え
や
共
同
住
宅
の
開
発
が
増
え
る
こ
と
で
ど
こ
と
も
似
た

よ
う
な
風
景
と
な
り
、
ま
た
、
価
値
の
多
様
化
と
い
わ
れ
な
が
ら
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
均
質
化
し
て
い
っ
た
。
明
る
い
光
の
な
か
桜

御
影
の
石
積
み
や
庭
の
草
木
が
特
徴
づ
け
て
き
た
緑
豊
か
な
芦
屋
ら
し
さ
が
薄
れ
て
い
き
、
住
宅
都
市
の
個
性
は
し
だ
い
に
変
質
し

つ
つ
あ
っ
た
。
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市
民
と
と
も
に
住
宅
都
市
の
質
を
高
め
る
取
り
組
み
へ　
　

戦
後
一
貫
し
て
自
然
・
人
工
・
人
間
の
三
つ
の
美
が
調
和
す
る
自
立

し
た
住
宅
都
市
づ
く
り
を
目
標
と
し
て
計
画
・
整
備
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
一
月
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
が
発
生
し
た
。
震
災
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
育
ん
で
き
た
質
の
高
い
住
宅
都
市
環
境
が
一
瞬
に
し
て
失
わ
れ
た
。
市
内
の
九
割
以

上
の
住
宅
が
損
壊
し
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

　

震
災
後
の
ま
ち
の
復
興
に
向
け
て
、
七
月
に
「
芦
屋
市
震
災
復
興
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
既
存
の
法
制
度
の
枠
組
み

に
お
い
て
復
興
事
業
を
組
み
立
て
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
こ
と
、
道
路
な
ど
の
基
盤
施
設
の
復
旧
と
大
量
の
住
宅
再
建
へ
緊
急
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
復
興
計
画
は
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
が
み
え
な
い
事
業
項
目
を
集
め
た
計
画
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

　

生
垣
助
成
の
大
幅
な
拡
充
や
景
観
条
例
の
策
定
作
業
も
進
め
ら
れ
て
は
い
た
が
、
生
活
と
都
市
機
能
の
再
建
が
優
先
さ
れ
る
復
興

へ
の
取
り
組
み
当
初
に
は
、
都
市
美
や
緑
は
復
興
の
主
要
テ
ー
マ
と
は
な
り
に
く
か
っ
た
。
新
た
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
に
よ
る
ま
ち

の
変
化
に
直
面
し
て
初
め
て
、
住
宅
都
市
に
お
け
る
景
観
や
緑
環
境
の
重
要
性
に
市
民
も
気
づ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

 

「
第
三
次
芦
屋
市
総
合
計
画
」
は
、
震
災
か
ら
の
復
興
が
一
段
落
し
た
平
成
十
三
年
に
、
平
成
二
十
二
年
を
目
標
と
し
て
策
定
さ

れ
た
。
こ
の
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
の
総
合
計
画
と
は
異
な
り
、
芦
屋
固
有
の
住
宅
都
市
づ
く
り
の
目
標
が
み
え
に
く
い
。「
活
気
あ
ふ

れ
る
豊
か
な
生
活
環
境
づ
く
り
」、「
健
や
か
で
ぬ
く
も
り
あ
る
福
祉
社
会
づ
く
り
」、「
人
と
文
化
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
快
適
で

う
る
お
い
の
あ
る
都
市
づ
く
り
」、「
市
民
と
協
働
し
て
つ
く
る
自
立
し
た
行
政
基
盤
づ
く
り
」
と
い
う
構
成
に
よ
っ
て
、
行
政
分
野

を
網
羅
的
に
検
討
し
対
応
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
総
合
計
画
の
基
調
に
あ
っ
た
住
宅
都
市
の
価
値
づ
く
り
を
主
要
な
政
策
方
針
と
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す
る
考
え
方
が
弱
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
震
災
を
経
て
、
芦
屋
ら
し
さ
を
見
失
っ
て
い
る
時
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ど
の

よ
う
な
住
宅
都
市
を
め
ざ
す
の
か
、
具
体
像
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

市
域
の
実
態
を
み
る
と
、
二
十
世
紀
の
終
わ
り
に
共
同
住
宅
の
供
給
が
進
み
、
戸
建
住
宅
が
中
心
の
低
層
市
街
地
に
多
く
の
中
層

建
物
（
五
階
建
て
）
が
点
在
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
震
災
復
興
の
過
程
で
、
多
く
の
住
宅
が
更
新
さ
れ
、

土
地
の
流
動
化
に
伴
い
共
同
住
宅
の
開
発
が
進
む
こ
と
に
よ
り
促
進
さ
れ
た
。
戦
前
か
ら
続
く
芦
屋
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
実
態
へ

と
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
ま
ち
の
変
化
を
み
る
と
、
住
宅
都
市
の
豊
か
さ
や
独
自
性
は
、
道
路
や
公
園
な
ど
公
共
事
業
に
よ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ

個
々
の
敷
地
ご
と
の
家
づ
く
り
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
住
宅
都
市
の
環
境
は
住
ま
い
方
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
市
民
が
ま
ち
を
つ
く
る
の
で
あ
り
、
第
三
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
市
民
と
行
政
の
協

働
」
が
こ
れ
か
ら
の
住
宅
都
市
づ
く
り
の
重
要
な
課
題
を
示
し
て
い
る
。

　

震
災
後
五
年
を
経
た
平
成
十
二
年
に
本
市
に
暮
ら
す
住
民
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
住
民
基
本
台
帳
に
あ
る
居
住
者
の
う
ち
震

災
時
に
本
市
に
住
ん
で
い
た
人
は
、
五
割
を
少
し
超
え
る
程
度
で
あ
り
（
街
の
復
興
カ
ル
テ　

二
〇
〇
〇
年
度
版
）、
震
災
後
、
多

く
の
人
口
が
入
れ
替
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
震
災
前
か
ら
長
く
住
む
人
に
と
っ
て
、
芦
屋
ら
し
さ
の
喪
失
感
が
大
き
い
こ

と
も
わ
か
る
。
芦
屋
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が
残
り
都
市
像
の
み
え
な
い
ま
ま
、
人
が
入
れ
替
わ
り
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
社
会
環
境

が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
で
は
、
芦
屋
の
居
住
文
化
を
伝
え
育
む
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
必
要
で
あ
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
共
有

し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
の
人
々
が
主
体
と
な
っ
て
協
働
で
取
り
組
む
計
画
づ
く
り
の
重
要
性
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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第
二
節　

多
様
な
生
活
文
化
を
創
造
す
る
住
宅
地
づ
く
り

一
． 
市
街
地
の
拡
大
と
山
手
の
開
発

　

住
宅
地
づ
く
り
に
よ
る
市
街
地
形
成　
　

本
市
で
は
、
市
街
地
の
大
部
分
が
大
正
期
の
耕
地
整
理
に
よ
っ
て
市
街
化
が
図
ら
れ
た

こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
鉄
道
駅
の
整
備
や
電
気
・
ガ
ス
の
供
給
、
水
道
敷
設
な
ど
に
よ
り
、
生
活
基
盤
が
整
い
、
大
正
七
、

八
年
頃
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
地
主
の
土
地
経
営
と
し
て
耕
地
整
理
に
よ
る
宅
地
化
が
進
め
ら
れ
た
。
耕
地
整
理
の
た
め
街
区

は
大
規
模
で
は
あ
っ
た
が
、
阪
急
神
戸
線
以
南
の
平
坦
地
で
計
画
的
基
盤
整
備
に
よ
り
住
宅
地
化
が
進
ん
だ
。

　

ま
た
昭
和
に
入
る
と
、
阪
急
神
戸
線
以
北
の
山
手
で
は
、
六
麓
荘
、
芦
屋
山
手
、
岩
ケ
平
、
打
出
山
手
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事

業
が
施
行
さ
れ
、
敷
地
規
模
の
大
き
な
山
手
の
良
好
な
住
宅
地
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
戦
後
の
戦
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
耕
地
整
理
に
よ
り
宅
地
化
し
た
地
区
で
特
に
戦
災
被
害
の
大
き
か
っ
た
J
R
神
戸
線
以
南
か
ら
国
道
四
三
号
あ
た
り
で
施
行

さ
れ
て
い
る
。

　

戦
後
の
経
済
成
長
期
の
住
宅
地
づ
く
り
は
、
ま
だ
宅
地
化
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
山
手
の
土
地
区
画
整
事
業
、
六
甲
山
の
山
麓
部

の
奥
池
地
区
に
お
け
る
民
間
開
発
、
お
よ
び
芦
屋
浜
の
地
先
の
埋
立
事
業
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。

　

山
手
の
住
宅
開
発　
　

阪
急
神
戸
線
を
越
え
て
山
側
の
斜
面
地
で
は
、
地
形
に
沿
っ
た
住
宅
地
が
開
発
さ
れ
て
き
た
。
昭
和
初
期

に
は
、
佐
多
愛
彦
医
学
博
士
が
「
山
手
を
阪
神
間
第
一
の
健
康
地
」
と
考
え
て
松
風
山
荘
（
昭
和
二
年
）
を
ひ
ら
き
、
六
麓
荘
の
土
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地
区
画
整
理
事
業
が
始
ま
り
（
昭
和
四
年
度
）、
良
好
な
住
宅
地
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
戦
前
に
、
山
手
東
部
に
お
い

て
芦
屋
山
手
地
区
（
事
業
完
了
昭
和
八
年
度
）、
岩
ケ
平
地
区
（
同
昭
和
十
六
年
度
）、
打
出
山
手
地
区
（
同
昭
和
十
二
年
度
）
の
土

地
区
画
整
理
事
業
が
施
行
さ
れ
、
山
手
の
市
街
地
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

山
手
の
住
宅
地
は
、
戦
災
の
被
害
が
小
さ
く
芦
屋
ら
し
い
緑
豊
か
な
阪
神
間
の
高
級
住
宅
地
イ
メ
ー
ジ
を
継
承
し
て
き
て
い
る
。

平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
害
も
比
較
的
小
さ
か
っ
た
。
震
災
を
契
機
と
す
る
土
地
の
流
動
化
に
よ
り
、
屋
敷
の
敷
地
で

大
規
模
な
共
同
住
宅
が
建
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
御
影
の
石
積
み
や
生
垣
の
あ
る
ま
ち
な
み
、
庭
木
の
緑
が
豊
か
な
住
宅
地

の
風
情
が
ま
だ
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

山
手
東
部
の
市
街
地
整
備
（
北
部
地
区
）　　

こ
う
し
た
山
手
の
住
宅
地
開
発
は
、
戦
後
の
甲
南
地
区
（
昭
和
三
十
一
か
ら

三
十
六
年
）
と
北
部
地
区
（
昭
和
三
十
六
か
ら
五
十
九
年
）
の
土
地
区
画
整
理
事
業
が
最
後
と
な
っ
た
。
当
初
の
都
市
計
画
（
昭
和

二
十
二
年
）
で
は
、
二
つ
の
地
区
を
あ
わ
せ
て
北
部
土
地
区
画
整
理
地
区
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
第
一
工
区
が
甲
南
地
区
と
し
て

日
本
住
宅
公
団
（
当
時
）
に
よ
る
開
発
と
な
り
、
現
在
の
岩
園
町
南
部
の
住
宅
地
が
形
成
さ
れ
た
。
残
り
の
地
区
に
つ
い
て
は
本
市

が
事
業
主
体
と
な
り
、
朝
日
ケ
丘
、
東
芦
屋
、
東
山
、
山
手
町
の
市
街
化
を
進
め
る
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
。
日
本
住
宅
公
団
に
よ
る

甲
南
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
（
西
宮
市
域
を
一
部
含
む
）
は
丘
陵
地
に
位
置
す
る
。
地
区
内
で
は
、
現
在
の
仲
ノ
池
の
西
側
が
松

濤
園
住
宅
と
し
て
既
に
開
発
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
事
業
地
区
は
、
市
が
当
初
オ
ー
ト
レ
ー
ス
場
を
計
画
し
用
地
買
収
を
進
め
て
い
た

が
、
日
本
住
宅
公
団
の
設
立
を
機
に
住
宅
地
開
発
へ
と
方
針
を
変
更
し
た
。
高
級
住
宅
地
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
山
手
の
住
宅
地
に
隣
接

す
る
こ
と
か
ら
、
庭
を
と
っ
て
ゆ
っ
た
り
と
戸
建
住
宅
を
建
て
る
よ
う
な
宅
地
の
分
譲
を
主
と
す
る
開
発
が
行
な
わ
れ
た
。
た
め
池

二
九
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（
仲
ノ
池
）
を
残
し
た
公
園
が
整
備
さ
れ
、
地
区
内
の
幹
線
道
路
に
植
え
ら
れ
た
並
木
と
庭
の
緑
が
一
体
と
な
っ
た
緑
豊
か
な
環
境

が
形
成
さ
れ
て
い
る
（
4
‐
1
）。

　

本
市
が
施
行
し
た
北
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
戦
災
復
興
事
業
地
区
と
あ
わ
せ
て
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
に
都
市

計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
が
始
ま
る
の
は
昭
和
三
十
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
都
市
計
画
道
路
の
朝
日
ケ

丘
線
が
決
定
さ
れ
、
山
手
市
街
地
の
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
図
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
事
業
の
進
捗
に
あ
わ
せ
て
八
回
の

都
市
計
画
変
更
を
行
な
い
つ
つ
、
昭
和
五
十
九
年
に
事
業
が
完
了
し
て
い
る
。

　

北
部
地
区
の
多
く
は
山
林
や
田
畑
で
あ
っ
た
。
で
き
る
だ
け
地
形
に
沿
う
よ
う
に
区

画
道
路
が
計
画
さ
れ
た
も
の
の
大
規
模
な
造
成
工
事
と
な
っ
た
。
既
に
市
街
化
し
て
い

た
一
部
の
地
区
に
お
い
て
は
、
既
に
あ
る
道
路
と
宅
地
割
を
活
か
し
た
計
画
（
現
地
換

地
）
と
し
、
山
林
や
田
畑
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
大
規
模
土
地
所
有
の
ま
と
ま
り
の
ま
ま

土
地
を
換
地
し
、
そ
の
土
地
の
ま
と
ま
り
を
か
た
ち
づ
く
る
区
画
道
路
は
斜
面
に
沿
っ

て
緩
や
か
に
曲
が
る
。
開
発
の
方
針
が
決
ま
っ
て
い
た
大
規
模
土
地
の
ま
と
ま
り
に
つ

い
て
は
、
区
画
整
理
事
業
の
な
か
で
開
発
に
必
要
な
道
路
整
備
や
宅
地
割
を
行
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
事
業
後
の
土
地
利
用
は
所
有
者
に
委
ね
ら
れ
た
。
大
規
模
宅

地
は
あ
ま
り
細
分
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
近
年
に
共
同
住
宅
が
開
発
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
。

4-1　仲ノ池
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山
手
地
区
で
は
、
事
業
前
の
土
地
利
用
や
所
有
の
状
態
を
反
映
し
た
多
様
な
住
宅
が
建
て
ら
れ
た
。
甲
南
地
区
の
う
ち
住
宅
公
団

が
事
業
を
行
な
っ
た
地
区
で
は
、
公
団
が
土
地
を
取
得
し
良
好
な
戸
建
住
宅
地
の
開
発
を
目
的
に
計
画
的
な
宅
地
分
譲
を
行
な
っ
た

た
め
、
宅
地
規
模
や
建
て
方
の
そ
ろ
っ
た
住
宅
地
環
境
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

二
． 

山
地
開
発
と
自
然
保
全

　

自
然
の
な
か
の
住
宅
地
（
奥
池
開
発
）　　

 

「
芦
屋
市
総
合
開
発
計
画
」（
昭
和
三
十
八
（
一
九
六
三
）
年
）
で
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
た
奥
池
周
辺
の
山
地
開
発
は
、
芦
有
開
発
株
式
会
社
（
昭
和
三
十
三
年
設
立
）
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

山
地
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
整
備
が
前
提
と
な
る
が
、
当
時
の
本
市
は
財
政
難
で
あ
り
、
新
た
な
道
路
事
業
は
困
難
な
状
況

に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
民
間
事
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
芦
有
開
発
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
有
料
道
路
事
業
が
計
画
さ
れ
た
。
市
は
、

会
社
へ
の
出
資
と
と
も
に
、
用
地
取
得
の
調
整
や
ア
ク
セ
ス
道
路
の
拡
幅
な
ど
を
担
い
、
官
民
協
力
し
て
道
路
整
備
を
進
め
、
昭
和

三
十
六
年
九
月
、
芦
屋
と
有
馬
を
結
ぶ
一
〇
・
七
キ
ロ
の
芦
有
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
が
開
通
し
た
。
当
時
の
通
行
料
金
は
芦
屋
―
有
馬

間
、
普
通
自
動
車
で
五
〇
〇
円
だ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
七
年
に
は
タ
ク
シ
ー
事
業
（
昭
和
四
十
七
年
廃
止
）
が
始
ま
り
、
昭
和

三
十
八
年
に
は
路
線
バ
ス
（
阪
神
芦
屋
・
有
馬
間
）
の
運
行
が
始
ま
っ
た
。

　

芦
有
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
の
運
営
と
住
宅
地
開
発
が
、
芦
有
開
発
㈱
の
主
要
事
業
で
あ
る
。
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
地
域
に
あ
る
奥
池

地
区
の
開
発
に
は
、
自
然
環
境
の
保
全
が
求
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
特
別
保
護
地
区
や
保
安
林
、
砂
防
指
定
地
な
ど
開
発
規
制
が
多
い

な
か
で
の
開
発
で
あ
っ
た
。
奥
池
町
・
奥
池
南
町
あ
わ
せ
て
一
二
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
の
造
成
事
業
が
行
な
わ
れ
、
宅
地
開
発
と
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あ
わ
せ
て
幹
線
街
路
、
上
下
水
道
、
電
気
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
整
備
の
結
果
、
現
在
で
は
自
然
豊
か

な
成
熟
し
た
ま
ち
な
み
が
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

開
発
は
、
宅
地
造
成
事
業
許
可
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
（
4
‐
2
）。
計
画
戸
数
二
五
九
戸
の
第
一
工
区
（
奥
池
町
：
工
区
面
積

三
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
は
完
工
し
た
と
こ
ろ
か
ら
分
譲
が
始
ま
り
、
昭
和
四
十
四
年
に
完
了
し
て
い
る
。
続

い
て
奥
池
南
町
の
第
二
工
区
（
一
二
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
事
業
が
着
手

さ
れ
た
。
計
画
戸
数
二
七
戸
の
小
規
模
な
開
発
で
あ
る
が
、
い
も
り
池
を

は
じ
め
湿
原
も
残
る
自
然
環
境
豊
か
な
地
区
で
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
完

工
し
て
い
る
。
第
一
、二
工
区
に
は
、
企
業
の
保
養
所
や
研
修
施
設
が
多

い
。

　

奥
池
南
町
の
第
三
工
区
は
、
工
区
面
積
六
二
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
計
画

戸
数
四
四
一
戸
と
大
規
模
な
宅
地
造
成
事
業
で
あ
っ
た
。
当
初
は
、
財
団

法
人
電
気
通
信
共
済
会
お
よ
び
株
式
会
社
熊
谷
組
と
芦
有
開
発
㈱
と
の
共

同
開
発
が
検
討
さ
れ
た
が
、
芦
有
開
発
㈱
は
有
料
道
路
建
設
に
投
資
し
た

巨
額
の
借
入
金
の
返
済
を
進
め
る
た
め
、
土
地
を
㈶
電
気
通
信
共
済
会
に

譲
渡
し
、
㈱
熊
谷
組
が
開
発
す
る
こ
と
と
な
り
、
芦
屋
ハ
イ
ラ
ン
ド
と
し

て
分
譲
さ
れ
た
（
昭
和
四
十
八
年
完
了
）。

4-2　奥池地区の開発
（出典）「芦有ドライブウェイの歩み」1995　芦有開発

株式会社　80 頁

二
九
四

第
四
章

住
宅
都
市
づ
く
り　

み
ど
り
豊
か
な
都
市
建
設



　

第
四
工
区
（
一
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
は
、
市
の
奥
池
貯
水
池
整
備
に
伴
い
、
奥
池
に
隣
接
し
て
芦
有
開
発
㈱
が
所
有
し
て
い
た
土
地

と
本
市
の
所
有
地
を
交
換
し
て
得
た
山
地
で
、
昭
和
四
十
五
年
の
市
街
化
調
整
区
域
指
定
前
に
宅
地
造
成
許
可
を
得
、
昭
和
五
十
七

年
に
着
工
し
た
。
外
国
人
向
け
住
宅
地
と
し
て
売
り
出
す
計
画
を
検
討
し
て
い
た
が
断
念
し
、
土
地
賃
貸
で
住
宅
を
つ
く
る
大
規
模

宅
地
型
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
芦
屋
（
三
八
区
画
）
が
開
発
さ
れ
、
最
初
の
住
宅
が
昭
和
六
十
三
年
に
で
き
た
。
そ
の
後
、
定
期
借
地
権
設

定
（
当
初
定
め
た
契
約
期
限
（
一
般
住
宅
型
は
五
十
年
）
が
き
た
時
に
契
約
の
更
新
を
せ
ず
、
建
物
を
取
り
壊
し
て
更
地
に
し
て
返

還
す
る
借
地
権
）
に
よ
る
宅
地
分
譲
に
切
り
替
え
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
年
に
完
売
（
三
四
区
画
）
し
た
。
豊
か
な
自
然
環

境
の
な
か
で
個
性
あ
る
住
ま
い
が
つ
く
る
ま
ち
な
み
形
成
を
め
ざ
し
た
。

　

市
街
化
調
整
区
域
の
住
環
境
保
全　
　

自
然
の
な
か
の
住
宅
地
と
し
て
整
備
さ
れ
て
き
た
奥
山
地
区
（
奥
池
町
・
奥
池
南
町
）

は
、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
内
に
あ
り
自
然
公
園
法
の
規
制
を
う
け
る
。
あ
わ
せ
て
、
風
致
地
区
や
近
郊
緑
地
保
全
区
域
な
ど
に
よ
り

緑
地
保
全
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
自
治
会
が
運
用
す
る
建
築
協
定
に
よ
り
、
自
然
と
一
体
と
な
っ
た
良
好
な
住
宅
地
環
境
が
形
成

さ
れ
維
持
さ
れ
て
き
た
。
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
十
四
年
に
は
既
存
宅
地
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
市
街
化
調
整
区
域
内
で

の
開
発
が
大
き
く
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
特
徴
あ
る
住
宅
地
環
境
の
保
全
と
計
画
的
な
用
途
転
換
や
増

改
築
な
ど
の
適
正
な
開
発
誘
導
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
地
区
計
画
の
検
討
が
行
な
わ
れ
た
。
市
街
化
調
整
区
域
内
で
の
地
区
計
画

は
平
成
十
年
か
ら
可
能
と
な
っ
て
い
た
。

　

本
市
で
は
、
市
街
化
調
整
区
域
内
で
あ
っ
て
も
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
都
市
計
画
法
）
ま
た
は
土
地
利
用
基
本
計
画
な

ど
で
開
発
可
能
な
土
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
地
区
計
画
を
適
用
し
適
正
な
開
発
を
誘
導
す
る
こ
と
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と
し
て
い
た
。
奥
山
地
区
で
は
、
宅
地
造
成
事
業
許
可
に
よ
り
計
画
的
に
開
発
さ
れ

た
地
区
を
中
心
に
一
部
保
安
林
な
ど
を
含
む
緑
地
と
住
宅
地
の
一
体
的
環
境
の
保
全

を
図
る
よ
う
地
区
計
画
の
区
域
が
設
定
さ
れ
た
。
奥
池
町
地
区
は
平
成
十
七
年
六
月

に
、
ま
た
、
奥
池
南
町
地
区
は
旧
ユ
ネ
ス
コ
会
館
の
撤
去
問
題
の
調
整
に
時
間
が
か

か
っ
た
も
の
の
平
成
十
八
年
九
月
に
、
地
区
計
画
の
都
市
計
画
決
定
告
示
が
行
な
わ

れ
、
住
民
の
理
解
の
も
と
に
地
区
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
が
つ
く
ら
れ
た
（
4

‐
3
）。

　

地
区
計
画
で
は
、
既
存
の
緑
地
や
樹
木
の
保
存
と
と
も
に
、
建
築
物
に
関
す
る
基

準
を
決
め
て
い
る
。
建
ぺ
い
率
、
容
積
率
、
高
さ
・
階
数
お
よ
び
外
壁
の
道
路
・
隣

地
か
ら
の
後
退
距
離
、
最
低
敷
地
規
模
と
い
っ
た
建
築
物
に
関
わ
る
基
準
は
、
こ
れ

ま
で
指
定
さ
れ
て
い
た
「
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に
か
か
る
特
定
地
域
に
お
け
る
特

定
行
為
の
認
定
」
に
基
づ
く
規
制
お
よ
び
「
風
致
地
区
」
の
基
準
を
そ
の
ま
ま
地

区
計
画
の
基
準
と
し
て
い
る
。
建
ぺ
い
率
は
二
〇
％
、
容
積
率
は
基
本
が
四
〇
％
で

あ
り
、
最
低
敷
地
規
模
は
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
（
一
部
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
・

一
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
芦
屋
の
一
般
的
市
街

地
の
建
ぺ
い
率
六
〇
％
、
容
積
率
二
〇
〇
％
と
比
べ
て
か
な
り
厳
し
い
数
字
で
あ

4-3　奥池・奥池南地区地区計画対象地区　（出典）芦屋市公式ホームページ
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り
、
敷
地
内
で
の
緑
地
の
確
保
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
も
適
用
さ
れ
て
い
た
基
準
に
加
え
、
建
築
物
の
色
彩
、
用
途
の
制
限
を
決
め
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
と
調
和

し
、
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
良
好
な
戸
建
て
住
宅
地
環
境
の
維
持
を
め
ざ
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
六
年
の
都
市
緑
地
法
へ
の
法

改
正
に
伴
い
、
地
区
計
画
に
お
い
て
緑
化
率
を
決
め
て
許
可
制
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
活
用
し
、
緑
化
率
の

最
低
限
度
を
四
〇
％
と
決
め
て
い
る
。

　

こ
の
地
区
計
画
は
、
市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
け
る
古
い
計
画
的
開
発
地
区
の
良
質
な
住
宅
地
環
境
の
保
全
を
都
市
計
画
で
位
置

づ
け
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
奥
池
町
地
区
で
は
、
ハ
ー
ド
の
ル
ー
ル
づ
く
り
で
あ
る
地
区
計
画
と
あ
わ
せ
て

「
奥
池
町
ま
ち
づ
く
り
憲
章
」
と
「
暮
ら
し
の
ル
ー
ル
」
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　
三
． 

海
辺
の
新
都
市

　

芦
屋
浜
の
ま
ち
づ
く
り
（
芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
）　　

こ
う
し
た
山
手
の
開
発
が
進
む
一
方
で
、
新
し
い
都
市
計
画
法
に

基
づ
く
都
市
計
画
の
変
更
に
よ
り
海
岸
線
に
指
定
さ
れ
て
い
た
風
致
地
区
が
解
除
さ
れ
（
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
）、
海
辺

の
開
発
が
本
格
化
す
る
。

　

芦
屋
浜
か
ら
地
続
き
の
海
面
を
埋
め
て
開
発
地
を
整
備
す
る
埋
立
事
業
は
、
昭
和
三
十
三
年
に
県
の
学
術
調
査
団
に
よ
っ
て
提
案

さ
れ
、
昭
和
四
十
四
年
に
県
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
着
工
し
た
。
芦
屋
浜
港
区
の
埋
立
地
は
、
大
阪
湾
港
湾
計
画
・
基
本
構
想
（
昭

和
四
十
二
年
）
に
基
づ
く
阪
神
港
整
備
の
一
つ
で
、「
都
市
再
開
発
そ
の
他
用
地
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
既
成
市
街

二
九
七

第
二
節

多
様
な
生
活
文
化
を
創
造
す
る
住
宅
地
づ
く
り



地
の
都
市
計
画
事
業
促
進
の
た
め
の
移
転
用
地
の
確
保
、
阪
神
間
市
街
地
の
過
密
化
を
抑
制
し
一
世
帯
一
住
宅
の
実
現
を
め
ざ
す
こ

と
、
供
給
処
理
施
設
や
公
園
整
備
に
よ
る
都
市
環
境
の
改
善
、
海
岸
線
の
災
害
対
策
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

総
合
計
画
（
昭
和
四
十
六
年
）
に
示
す
全
市
公
園
化
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
応
し
、
公
園
・
緑
地
と
一
体
と
な
っ
た
住
宅
地
の
開
発
を
め

ざ
し
て
、
昭
和
五
十
年
、
一
二
五
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
埋
立
工
事
が
完
了
し
た
。

　

当
初
は
本
市
が
主
導
的
役
割
を
担
い
、
昭
和
三
十
八
年
頃
か
ら
準
備
を
は
じ
め
、
海
浜
埋
立
計
画
を
策
定
し
、
昭
和
四
十
一
年
に

芦
屋
市
地
先
埋
立
免
許
の
申
請
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
県
が
事
業
主
体
と
な
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
市
は
「
芦
屋
浜
埋
立
造
成
の
土

地
利
用
計
画
に
関
す
る
意
見
書
」（
昭
和
四
十
四
年
）
を
県
に
対
し
て
提
出
し
、
県
と
協
議
の
う
え
、
埋
立
地
開
発
事
業
は
「
共
同
事

業
」
で
あ
る
こ
と
、
土
地
利
用
は
既
成
市
街
地
と
一
体
の
都
市
計
画
と
し
て
策
定
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
（
昭
和
四
十
五
年
）。

　

こ
れ
を
う
け
て
県
企
業
局
が
中
心
と
な
り
土
地
利
用
計
画
の
検
討
が
始
ま
る
。
こ
の
検
討
に
基
づ
き
公
有
水
面
埋
立
地
の
ま
ま
用

途
地
域
（
全
域
住
居
地
域
）、
公
園
（
一
〇
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
：
地
区
・
近
隣
・
児
童
）
の
規
模
、
下
水
処
理
場
の
区
域
の
都
市
計
画

決
定
を
行
な
っ
た
（
昭
和
四
十
六
年
）。
そ
の
後
、
イ
メ
ー
ジ
プ
ラ
ン
の
検
討
と
あ
わ
せ
て
中
間
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
計

画
人
口
二
万
人
（
二
住
区
）
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
総
合
計
画
基
本
計
画
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
四
十
七
年
三
月
、
市
・
県
の
協
議
に
基
づ
き
「
芦
屋
浜
埋
立
地
構
想
・
計
画
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
埋
立
地
（
一
二
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
）
は
当
時
の
本
市
D
I
D
面
積
（
国
勢
調
査
に
お
け
る
人
口
密
度
が
一
平
方
キ
ロ
あ
た
り
四
〇
〇
〇
人
以
上
の
基
本
単
位

区
が
互
い
に
隣
接
し
て
人
口
が
五
〇
〇
〇
人
以
上
と
な
る
エ
リ
ア
の
面
積
）
の
約
四
分
の
一
に
相
当
す
る
こ
と
か
ら
、
既
成
市
街
地

の
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
継
ぐ
良
好
な
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
が
目
標
と
さ
れ
た
。
住
区
密
度
の
バ
ラ
ン
ス
や
景
観
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
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た
住
宅
の
形
式
・
規
模
な
ど
が
検
討
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
、
高
層
住
宅
地
区
、
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
、
宅
地
分
譲
地

区
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
土
地
利
用
計
画
の
検
討
過
程

で
、
国
か
ら
住
宅
産
業
振
興
の
た
め
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
の
高
層
住
宅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
案
競

技
実
施
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
昭
和
四
十
七
年
二
月
に
募
集
要
項
が

官
報
に
載
っ
た
。

　

県
の
構
想
発
表
を
う
け
、
本
市
は
昭
和
四
十
七
年
六
月
五
日
号
の

「
広
報
あ
し
や
」
で
埋
立
地
利
用
計
画
を
説
明
し
た
（
4
‐
4
）。

県
は
「
う
か
び
あ
が
る
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
芦
屋
浜
」（
県
企
業
局
：

昭
和
四
十
八
年
三
月
）
に
お
い
て
、
計
画
人
口
二
万
人
、
計
画
戸
数

六
〇
〇
〇
戸
、
人
口
密
度
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
一
六
〇
人
の
基
本

指
標
の
ほ
か
、
道
路
、
緑
道
、
公
園
緑
地
、
公
共
施
設
の
計
画
お
よ

び
土
地
利
用
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
広
く
公
開
し
た
。「
海
に
伸
び
る

新
し
い
芦
屋
」（
県
・
県
住
宅
供
給
公
社
：
昭
和
四
十
九
年
一
月
）
で

は
、
住
宅
計
画
（
4
‐
5
）、
住
宅
の
目
標
価
格
が
示
さ
れ
た
。
昭

4-4　芦屋浜シーサイドタウン構想図
（資料）広報あしや昭和 47 年 6 月 5 日号
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和
四
十
七
年
に
は
、
住
宅
供
給
公
社
が
基
盤
整
備
な
ど
の
開
発
事
業
主
体
と
な
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
案
競
技
結
果
も
ふ
ま
え
、
開
発
に
関
す

る
本
市
と
公
社
と
の
基
本
協
定
（
昭
和
五
十
年
）
が
締
結
さ
れ
、
計
画
人
口
二
万
人
、

計
画
戸
数
五
七
〇
〇
戸
（
当
初
の
六
〇
〇
〇
戸
か
ら
変
更
：
高
層
三
四
〇
〇
戸
、
中
低

層
二
三
〇
〇
戸
）
な
ど
と
と
も
に
、
市
民
の
優
先
入
居
や
既
成
市
街
地
整
備
に
必
要
な

用
地
の
譲
渡
な
ど
を
決
め
て
い
る
。

　

新
し
い
高
層
居
住
の
提
案
（
高
層
棟
コ
ン
ペ
）　　

 

「
工
業
化
工
法
に
よ
る
芦
屋
浜

高
層
住
宅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
案
競
技
」
は
、
建
設
省
（
当
時
）
が
主
導
し
、
県
、
本

市
、
日
本
住
宅
公
団
（
当
時
）、
兵
庫
県
住
宅
供
給
公
社
、
財
団
法
人
日
本
建
築
セ
ン

タ
ー
の
六
団
体
が
主
催
す
る
提
案
競
技
が
実
施
さ
れ
た
。
住
宅
計
画
の
ト
ー
タ
ル
シ
ス

テ
ム
を
企
業
連
合
で
ま
と
め
る
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
二
月
募
集
要
項
を
提
示
し
、
昭
和
四
十
八
年
一
月
に

応
募
資
料
提
出
を
締
め
切
り
二
二
企
業
連
合
か
ら
の
提
案
が
あ
っ
た
。
八
月
に
入
選
案

三
案
の
決
定
を
行
な
い
、
そ
の
な
か
か
ら
実
施
案
を
決
め
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
案
競
技
で
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
課
題
と
し
て
高
層
住
宅
に
お
け
る
工
業
化
工
法
の
開
発

が
求
め
ら
れ
、
あ
わ
せ
て
建
設
事
業
費
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
住
環
境
の
向
上
に
必
要
な
施
設
整
備
に
つ
い
て
提
案
す
る
も
の
で
あ
っ

注 1）価格は昭和 49 年 10 月の価格とする。（以下同じ）
注 2）住宅の価格は特殊基礎および屋外附帯施設を除く価格

とし、暖房給湯施設を含む住宅主体の価格とする。
注 3）面積の算定にあたっては、バルコニー 1/2 を算定する。
4-5　芦屋浜シーサイドタウン戸数計画表

（資料）海に伸びる新しい芦屋

住宅の戸数・規模および価格
住宅の種類 戸数 平均規模 価格

公営住宅 （第 1 種） 賃貸 600 戸 60㎡以上 350 万円以下
公団住宅 分譲 1000 戸 70㎡以上 460　　〃
公団住宅 分譲 600 戸 85㎡以上 550　　〃
公社住宅 賃貸 600 戸 70㎡以上 430　　〃
民間住宅 分譲 600 戸 自由 自由
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た
。
対
象
地
区
は
、
芦
屋
浜
埋
立
地
の
中
央
に
計
画
さ
れ
て
い
る
高
層
住
宅
区
の
二
〇
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
一
四
階
以
上
の
高
層

住
宅
を
計
画
し
、
基
礎
工
事
完
了
後
二
年
で
完
成
す
る
こ
と
が
条
件
で
あ
っ
た
。

　

計
画
に
求
め
ら
れ
た
戸
数
は
、
公
営
住
宅
賃
貸
六
〇
〇
戸
（
一
戸
あ
た
り
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）、
公
団
住
宅
分
譲

一
〇
〇
〇
戸
（
同
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）、
同
六
〇
〇
戸
（
同
八
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）、
公
社
住
宅
賃
貸
六
〇
〇
戸
（
同

七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
）
民
間
分
譲
六
〇
〇
戸
（
規
模
自
由
）
で
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
A
S
T
M
企
業
連
合
（
新
日
本
製
鐵
株
式
会
社
・
株
式
会
社
竹
中
工
務
店
・
松
下
電
工
株
式
会
社
・
松
下
興
産
株

式
会
社
・
高
砂
熱
学
工
業
株
式
会
社
）
の
提
案
が
第
一
位
入
選
案
に
選
ば
れ
た
。

　

四
つ
の
異
な
る
住
宅
供
給
主
体
に
よ
る
開
発
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
選
案
の
配
置
計
画
で
は
、
多
様
な
人
が
住
み
合
う
こ
と

を
配
慮
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
異
な
る
供
給
主
体
ご
と
に
三
〇
〇
戸
を
単
位
と
し
て
混
合

す
る
六
〇
〇
戸
を
一
単
位
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
と
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
異
な
る
二
つ
の
事
業
主
体
が
整
備
す
る
住
棟
群
に
囲
ま
れ
た

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
共
有
す
る
集
会
所
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
る
多
様
な
交
流
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
高
層
階
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
（
空
中
公
園
）
と
な
る
共
用
階
を
設
置
し
、
共
用
階
を
中
心
に
上
下
五
層
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
と
す
る

建
築
計
画
に
よ
っ
て
、
高
層
住
棟
に
お
け
る
生
活
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
て
い
る
。

　

住
棟
は
一
四
、一
九
、二
四
、二
九
階
を
組
み
合
わ
せ
、
県
営
五
九
六
戸
、
県
公
社
五
九
五
戸
、
公
団
一
五
九
一
戸
、
民
間
六
〇
三

戸
の
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
暖
房
や
ゴ
ミ
管
路
収
集
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
で
快
適
な
新
し
い
高
層

居
住
の
提
案
で
あ
っ
た
。
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建
設
工
事
は
昭
和
五
十
一
年
に
着
工
し
、
昭
和
五
十
四
年
七
月
に
完
了
し
た
。
昭
和
五
十
四
年
三
月
に

は
民
間
住
棟
の
入
居
が
始
ま
り
、
公
団
住
棟
の
入
居
も
開
始
さ
れ
た
。
四
月
に
商
業
施
設
が
オ
ー
プ
ン

し
、
小
・
中
・
高
校
も
開
校
し
た
。

　

多
様
な
住
ま
い
と
住
宅
地
の
環
境
形
成　
　

埋
立
工
事
と
並
行
し
て
、
昭
和
四
十
六
年
の
都
市
計
画
決

定
を
う
け
た
芦
屋
下
水
処
理
場
の
建
設
が
進
み
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
高
級
処
理
が
始
ま
る
な
ど
、
基
盤

施
設
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
住
宅
地
開
発
の
よ
う
す
が
し
だ
い
に
み
え
て
き
た
。

　

高
層
住
宅
地
区
以
外
で
も
、
昭
和
五
十
四
年
か
ら
分
譲
が
始
ま
り
、
緑
町
で
最
初
の
中
層
共
同
住
宅

（
R
C
三
‐
五
階
建
）
五
二
戸
が
分
譲
さ
れ
た
。
同
じ
年
、
潮
見
町
で
は
、
低
層
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
一
五
七

戸
と
一
六
八
区
画
の
宅
地
分
譲
が
実
施
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
四
か
ら
五
十
六
年
の
三
年
間
で
全
体
の
六
割

以
上
の
分
譲
を
終
え
て
い
る
（
4
‐
6
）。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
住
環
境
の
持
続
的
管
理
の
た
め
の
工
夫
も
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
コ
モ
ン
（
共
有

の
庭
）
や
共
有
ス
ペ
ー
ス
に
車
庫
を
集
約
す
る
な
ど
共
同
管
理
を
組
み
込
ん
だ
住
宅
（
4
‐
7
）
な
ど
、

タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
の
つ
く
り
方
や
緑
道
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
住
宅
配
置
の
関
係
が
工
夫
さ
れ
、
新

し
い
生
活
空
間
が
提
案
さ
れ
た
。
ま
た
、
分
譲
宅
地
で
は
、
住
宅
の
建
て
方
や
住
宅
地
の
環
境
を
守
る
た

め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
行
な
っ
て
お
り
、
分
譲
時
に
継
承
性
の
あ
る
建
築
協
定
と
し
て
決
め
て
い
る
（
第

五
節
三
．
地
区
レ
ベ
ル
の
ま
ち
づ
く
り
参
照
）。

4-6　芦屋浜シーサイドタウン供給戸数

分譲時期 S54 55 56 57 58 59 60 61 62 計
中高層 52 170 122 0 0 120 0 73 141 678
低層タウンハウス 157 142 176 0 0 35 43 26 0 579
宅地 168 83 109 98 62 74 0 0 0 594

計 377 395 407 98 62 229 43 99 141 1851
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緑
豊
か
な
地
域
環
境
を
特
徴
づ
け
る
も
の
に
、
小
学
校
や
地
区
セ
ン
タ
ー
と
公
園

を
緑
道
に
よ
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
緑
の
環
境
軸
が
あ
る
。
住
宅
や
宅
地
の
分
譲

の
始
ま
る
前
に
公
共
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
検
討
（
昭
和
五
十
二
年
）
が
行

な
わ
れ
る
な
ど
、
質
の
高
い
公
共
施
設
整
備
に
よ
り
ま
ち
の
景
観
づ
く
り
を
誘
導
し

て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
試
み
に
よ
っ

て
開
発
さ
れ
た
。
開
発
か
ら
約
三
十
年
を
経
て
、
緑
豊
か
な
環
境
が
守
ら
れ
て
い
る

が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
高
層
住
棟
の
被
害
の
ほ
か
、
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
や
戸

建
住
宅
が
液
状
化
に
よ
る
被
害
を
う
け
、
ま
た
近
年
は
、
地
区
セ
ン
タ
ー
の
衰
退
、

空
室
の
増
加
、
高
齢
化
な
ど
住
み
継
ぐ
た
め
の
課
題
に
直
面
し
始
め
て
い
る
。

　

沖
に
で
る
海
辺
の
都
市
づ
く
り
（
南
芦
屋
浜
）　　

こ
の
芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
の
沖
合
で
は
、「
海
上
リ
ゾ
ー
ト
都
市
」
を

め
ざ
し
、
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
に
埋
立
工
事
が
着
工
さ
れ
た
。
沖
地
区
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
尼
崎
西
宮
芦
屋
港
港

湾
計
画
（
昭
和
五
十
九
年
）
を
ふ
ま
え
、
県
企
業
庁
の
土
地
利
用
構
想
に
基
づ
く
新
し
い
都
市
空
間
の
創
出
を
め
ざ
し
て
、
景
観
デ

ザ
イ
ン
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
・
土
地
利
用
計
画
を
提
案
す
る
「
芦
屋
沖
基
本
計
画
調
査
報
告
書
」
が
昭
和
六
十
三
年
に
ま
と
め
ら

れ
た
（
4
‐
8
）。
阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
（
昭
和
五
十
五
年
都
市
計
画
決
定
）
や
既
成
市
街
地
と
沖
地
区
を
つ
な
ぐ
幹
線
道
路
の

た
め
の
交
通
用
地
、
人
工
海
浜
、
マ
リ
ー
ナ
と
い
っ
た
ま
ち
の
基
盤
と
な
る
施
設
は
、
港
湾
計
画
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

4-7　浜風町のまちなみ
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基
本
計
画
で
は
、
土
地
利
用
計
画
の
前
提
と
な
る
基
本
理
念
と
し
て
「
国
際
文
化

住
宅
都
市
・
芦
屋
の
新
た
な
展
開
」、「
都
市
生
活
者
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
の
再
生
」、「
マ
リ
ー
ナ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
形
成
」
が
提
示
さ
れ
、
こ
れ

ら
は
そ
の
後
の
南
芦
屋
浜
地
区
開
発
の
基
本
方
針
と
な
っ
て
い
る
。

　

埋
立
工
事
が
進
む
な
か
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
に
は
阪
神
高
速
湾
岸
線

（
中
島
か
ら
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
間
）
が
開
通
し
、
幹
線
道
路
の
整
備
が
進
ん
だ
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
七
年
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
、
市
民
の
生
活
再
建
を

支
援
し
住
宅
復
興
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
公
営
住
宅
用
地
を
確
保
す
る
必
要
が

生
じ
、
南
芦
屋
浜
地
区
で
県
営
四
一
四
戸
、
市
営
四
〇
〇
戸
の
災
害
復
興
公
営
住

宅
が
供
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
南
芦
屋
浜
地
区
に
お
け
る
最
初
の
住
宅
で
あ
る
。
復
興
公
営
住
宅
と
い
う
厳
し
い
制
約

条
件
の
な
か
で
、
住
棟
の
間
か
ら
山
と
海
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
配
置
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
手
が
か
り
と
な
る

よ
う
な
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
だ
ん
だ
ん
畑
づ
く
り
、
高
い
高
齢
化
率
に
対
応
し
て
L
S
A
（
ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
ト
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）
機
能
の
あ
る
集
会
所
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
行
な
わ
れ
た
。

　

最
初
の
土
地
利
用
計
画
策
定
後
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化
に
加
え
、
高
齢
社
会
へ
の
対
応
や
震
災
復
興
の
な
か
で
求
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
防
災
活
動
拠
点
の
確
保
な
ど
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
課
題
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、
基
本
計
画
の
再
検
討
が
必
要
と

な
っ
た
。
県
企
業
庁
が
主
体
と
な
り
、
芦
屋
沖
基
本
計
画
の
理
念
を
踏
襲
し
つ
つ
、
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
「
南
芦
屋
浜
地
区
土

4-8　南芦屋浜地区空中写真
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地
利
用
基
本
計
画
」（
平
成
八
年
）
を
策
定
し
、
開
発
地
区
一
二
五
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
宅
地
五
二
・
八
・
公
共
施
設
用
地
七
二
・
六
ヘ

ク
タ
ー
ル
）、
計
画
戸
数
三
〇
〇
〇
戸
の
計
画
フ
レ
ー
ム
お
よ
び
土
地
利
用
基
本
計
画
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
九
年
南
芦
屋
浜
地
区
事
業
提
案
競
技
が
実
施
さ
れ
、
三
菱
地
所
株
式
会
社
、
三
井
不
動
産
株
式
会

社
、
阪
神
電
気
鉄
道
株
式
会
社
、
住
友
不
動
産
株
式
会
社
、
株
式
会
社
ア
ー
バ
ネ
ッ
ク
ス
、
松
下
電
器
産
業
グ
ル
ー
プ
（
当
時
）
の

提
案
が
当
選
し
、
こ
の
民
間
企
業
グ
ル
ー
プ
と
県
・
市
が
協
議
し
て
平
成
十
一
年
に
事
業
計
画
（
事
業
期
間
：
平
成
十
一
〜
二
十
三

年
度
）
が
確
定
さ
れ
た
。
住
宅
地
開
発
の
事
業
区
域
は
五
五
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
計
画
人
口
六
〇
〇
〇
人
、
供
給
戸
数
二
〇
五
五

戸
の
計
画
と
な
っ
た
。
二
十
一
世
紀
の
環
境
共
生
都
市
を
め
ざ
し
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
の
創
出
、
多
様
な
機
能
配
置
に
よ
る
自
立
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
、

防
災
・
福
祉
に
配
慮
し
た
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
と
す
る
も
の
で
あ

る
（
4
‐
9
）。

　

平
成
十
一
年
度
に
始
ま
る
第
一
期
開
発
で
、
ま
ち
の
中
心
に
位
置
す
る
親
水
公

園
・
緑
の
モ
ー
ル
の
整
備
が
始
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
開
発
の
具
体
化
に
対
応
し

て
、「
南
芦
屋
浜
プ
ラ
ン
」（
平
成
十
二
年
）
が
策
定
さ
れ
、「
芦
屋
ラ
グ
ー
ナ
・
ビ

レ
ッ
ジ
」
の
全
体
構
想
が
示
さ
れ
た
。
平
成
十
五
年
に
は
総
合
公
園
が
開
園
し
、

人
工
海
浜
も
オ
ー
プ
ン
し
た
。
平
成
十
六
年
マ
リ
ー
ナ
の
運
営
が
始
ま
り
、
平
成

十
七
年
に
は
日
本
で
最
初
の
係
留
施
設
付
き
ゲ
ー
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
邸
宅
地
の
開

4-9　工事中の南芦屋浜
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発
が
始
ま
っ
た
。

　

こ
う
し
た
県
が
主
体
と
な
る
開
発
に
対
し
、
本
市
は
昭
和
五
十
五
年
、
南
芦
屋
浜
地
区
に
住
居
地
域
を
指
定
し
、
そ
の
後
、
計
画

の
進
捗
に
あ
わ
せ
て
用
途
地
域
の
変
更
を
行
な
っ
て
い
る
。
復
興
公
営
住
宅
の
あ
る
地
区
は
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
に
、
戸

建
住
宅
地
区
は
整
備
状
況
に
あ
わ
せ
て
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
へ
指
定
を
変
更
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
海
辺
の
芦
屋
ら
し
い
居

住
環
境
の
形
成
が
図
れ
る
よ
う
、
県
企
業
庁
と
協
議
調
整
す
る
た
め
に
基
本
と
な
る
考
え
方
を
示
す
た
め
に
、
平
成
十
三
年
に
南
芦

屋
浜
地
区
地
区
計
画
の
決
定
お
よ
び
芦
屋
市
都
市
景
観
条
例
に
基
づ
く
景
観
形
成
地
区
（
当
時
は
景
観
地
区
）
の
指
定
を
行
な
っ

た
。
地
区
計
画
で
は
、
土
地
利
用
計
画
に
応
じ
て
区
域
を
区
分
し
、
区
域
ご
と
に
、
建
築
物
の
用
途
・
最
低
敷
地
規
模
・
高
さ
・
壁

面
位
置
の
制
限
・
形
態
意
匠
・
垣
根
と
柵
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
い
る
。
ま
た
、
景
観
形
成
地
区
に
つ
い
て
は
、
景
観
形

成
方
針
お
よ
び
景
観
形
成
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
、
道
路
空
間
、
建
築
物
・
工
作
物
、
緑
化
、
敷
際
空
間
、
広
告
物
に
つ
い
て
の
配

慮
す
べ
き
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

経
済
が
低
迷
し
高
齢
社
会
を
迎
え
る
な
か
当
初
予
定
の
事
業
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
公
募
に
よ
り
地
区
の
名
前
が

「
潮
芦
屋
」
と
決
ま
っ
た
こ
と
を
う
け
、
新
た
に
、「
潮
芦
屋
プ
ラ
ン
」（
平
成
十
九
年
）
を
策
定
し
た
。

四
． 

多
様
な
住
宅
供
給

　

住
環
境
改
善
へ
の
対
応
（
住
宅
地
区
改
良
事
業
）　　

芦
屋
と
い
う
と
山
手
の
高
級
住
宅
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
市
域
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
暮
ら
し
が
あ
る
。
古
い
集
落
の
空
間
構
成
が
残
る
地
域
も
あ
れ
ば
、
戦
前
の
耕
地
整
理
に
よ
っ
て
市
街
化
が
進
み
基
盤

三
〇
六

第
四
章

住
宅
都
市
づ
く
り　

み
ど
り
豊
か
な
都
市
建
設



整
備
が
不
十
分
な
ま
ま
都
市
化
が
進
ん
だ
と
こ
ろ
も
少
な
い
な
が
ら
あ
る
。
多
様
な
生
活
者
の
安
全
で
健
康
的
な
生
活
を
守
る
こ
と

は
、
住
宅
都
市
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
。

　

そ
の
な
か
で
J
R
（
旧
国
鉄
）
芦
屋
駅
近
く
に
残
る
老
朽
化
し
た
住
宅
が
密
集
し
た
上
宮
川
地
区
に
お
い
て
は
、
住
環
境
の
改
善

を
図
る
た
め
、
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
に
上
宮
川
住
宅
地
区
改
良
事
業
地
区
が
指
定
さ
れ
、
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
事
業
が

始
ま
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
生
活
が
継
承
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
時
形
成
さ
れ
て
い
た
地
区
の
街
区
パ
タ
ー
ン
を
踏
襲
し
て
区
画
道
路
を

整
備
し
、
存
置
住
宅
（
改
良
の
対
象
と
し
な
い
住
宅
）
を
除
い
て
、
老
朽
化
し
改
善
が
必
要
な
住
宅
二
二
八
戸
を
除
却
し
た
。
除
却

し
た
住
宅
戸
数
に
対
応
し
て
、
こ
の
事
業
で
は
、
高
層
住
宅
を
J
R
神
戸
線
南
街
区
で
二
棟
、
国
道
二
号
南
沿
道
街
区
で
一
棟
、

そ
の
他
地
区
内
で
中
層
住
宅
三
棟
を
建
設
し
、
合
計
二
一
七
戸
を
供
給
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
店
舗
一
四
戸
、
作
業
所
二
一
戸
、
集

会
所
、
地
区
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、
平
成
五
年
度
に
事
業
を
完
了
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
業
に
よ
り
住
宅
と
市
街
地
の
安
全
性
が
高
め
ら
れ
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
に
も
、
上
宮
川
地
区
で
の
被
害
は

小
さ
か
っ
た
。
住
環
境
改
善
に
よ
っ
て
市
街
地
の
安
全
性
が
向
上
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

市
営
住
宅
の
供
給
と
役
割　
　

住
宅
供
給
は
長
く
民
間
事
業
に
委
ね
ら
れ
て
き
て
お
り
、
本
市
の
市
営
住
宅
戸
数
は
多
く
は
な

い
。
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
に
お
け
る
管
理
戸
数
は
一
六
九
七
戸
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
震
災
復
興
市
営
住
宅
が
四
〇
〇
戸
で
四

分
の
一
を
占
め
、
震
災
の
影
響
が
大
き
い
。
ま
た
、
市
域
東
部
に
大
部
分
の
公
営
住
宅
が
立
地
し
て
い
る
。

　

戦
後
の
昭
和
二
十
年
代
に
供
給
さ
れ
た
も
の
が
五
六
戸
あ
り
、
古
い
住
宅
に
は
住
戸
面
積
が
小
さ
く
、
住
宅
性
能
も
十
分
と
は
い

え
な
い
が
、
組
積
造
（
レ
ン
ガ
や
石
な
ど
を
積
み
上
げ
る
構
造
）
の
宮
塚
住
宅
（
4
‐
10
）
や
翠
ケ
丘
町
テ
ラ
ス
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
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ン
性
の
高
い
住
宅
も
あ
り
、
初
期
の
公
営
住
宅
に
は
先
進
的
試
み
が
み
ら
れ
る
。
昭

和
三
十
年
代
、
四
十
年
代
の
高
度
成
長
期
は
、
住
宅
の
不
足
が
顕
在
化
し
て
い
た
時

で
あ
り
、
本
市
で
も
最
も
多
く
の
公
営
住
宅
が
供
給
さ
れ
た
が
、
多
く
は
小
規
模
な

も
の
で
あ
っ
た
。

　

平
成
二
十
年
に
策
定
さ
れ
た
芦
屋
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、「
住
む
こ
と
に

誇
り
を
持
て
る
高
質
な
ま
ち
」、「
心
豊
か
に
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」、「
す

ま
い
感
と
住
文
化
を
育
む
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、「
芦
屋
ス
タ
イ
ル
」
の
住
生

活
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
。
こ
の
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
つ
と
し
て
、「
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画
」
の
策
定
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
新
旧
住
宅
に
み
ら
れ
る
性
能
の
格
差
や
特
に
復
興
公
営
住
宅
で
課
題
が
明
ら
か

に
な
っ
た
高
齢
入
居
者
の
増
加
な
ど
の
問
題
を
解
決
し
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
市
営
住
宅
が
役
割
を
適
切
に
果
た
せ
る

よ
う
、
既
存
住
宅
の
維
持
管
理
や
活
用
方
策
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

居
住
形
式
の
多
様
化
と
市
街
地
の
中
層
化　
　

本
市
市
域
が
狭
く
、
住
宅
都
市
と
し
て
早
く
か
ら
成
熟
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
芦

屋
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
な
ど
大
規
模
な
開
発
を
除
く
と
、
年
間
の
住
宅
建
設
が
右
肩
上
が
り
に
増
加
す
る
よ
う
な
都
市
で
は
な
い
。

一
九
九
〇
年
前
後
の
バ
ブ
ル
期
で
あ
っ
て
も
そ
れ
ほ
ど
住
宅
着
工
戸
数
が
伸
び
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
少
し
ず
つ
更
新
が
進
ん
で

い
た
。
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
か
ら
震
災
ま
で
の
着
工
戸
数
は
、
年
間
五
〇
〇
か
ら
一
〇
〇
〇
戸
ま
で
の
こ
と
が
多
く
、
震
災
復

4-10　宮塚住宅
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興
期
で
あ
る
平
成
七
年
、
八
年
に
は
建
設
戸
数
が
急
増
す
る
が
、
し

だ
い
に
沈
静
化
し
、
平
成
十
年
以
降
は
震
災
前
よ
り
少
し
多
い
程
度

に
戻
っ
て
い
る
。
震
災
前
後
で
の
大
き
な
変
化
は
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
の
建
設
戸
数
の
増
加
で
あ
る
（
4
‐
11
）。

　

平
成
十
五
年
度
で
み
る
と
、
市
域
に
は
二
万
三
二
一
棟
の
住

宅
が
あ
り
、
木
造
の
専
用
住
宅
が
一
万
四
三
〇
棟
と
約
五
割
を

占
め
て
い
る
。
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
と
思
わ
れ
る
R
C
造
の
共

同
住
宅
は
二
八
九
七
棟
と
一
割
程
度
で
あ
る
が
、
床
面
積
で
は

二
四
一
万
三
九
二
平
方
メ
ー
ト
ル
と
、
住
宅
床
四
四
三
万
六
二
八
七

平
方
メ
ー
ト
ル
の
五
割
を
占
め
て
い
る
（
課
税
台
帳
：「
市
統
計
書

（
平
成
十
五
年
）」
よ
り
）。
同
年
度
に
実
施
さ
れ
た
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
に
よ
る
と
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
割
合
（
棟
数
ベ
ー
ス
）

は
、
平
成
十
年
二
四
％
、
平
成
十
五
年
三
〇
％
と
年
々
高
ま
っ
て
い

る
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
市
域
全
体
に
マ
ン
シ
ョ
ン
化
の
波
が
押
し

寄
せ
て
お
り
、
市
域
に
共
同
住
宅
が
点
在
し
、
必
ず
し
も
低
層
住
宅

地
と
は
い
え
な
い
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

4-11　新設住宅着工戸数の推移　（資料）住宅着工統計調査

利用関係別戸数（戸） 特掲
持　　家 分譲住宅 貸　　家 給与住宅 合　　計 一戸建住宅 分譲マンション

H元 141 252 551 12 956 202 221
H02 190 382 441 123 1,136 247 325
H03 145 183 257 104 689 169 175
H04 155 29 213 7 404 166 20
H05 154 142 241 8 545 179 106
H06 143 557 171 9 880 165 521
H07 1,648 630 920 19 3,217 1,700 588
H08 763 1,344 1,386 81 3,574 769 1,246
H09 293 739 464 61 1,557 363 660
H10 253 679 261 2 1,195 287 613
H11 307 374 261 3 945 356 312
H12 310 764 152 2 1,228 363 707
H13 307 876 89 6 1,278 386 793
H14 241 387 343 13 984 394 257
H15 215 462 184 8 869 281 405
H16 198 482 729 5 1,414 331 317
H17 242 432 150 13 837 388 311
H18 215 636 52 16 919 332 530
H19 203 342 85 20 650 282 272
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平
成
十
七
年
国
勢
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
本
市
の
持
ち
家
率
は
六
四
％
で
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
民
間
に
よ
る
戸
建
住
宅
開
発
団
地
の
居
住
者
割
合
の
高
い

川
西
市
や
三
田
市
で
は
持
ち
家
率
が
七
〇
％
を
超
え
る
が
、
隣
接
す
る
神
戸

市
五
八
％
、
西
宮
市
五
六
％
と
比
較
す
る
と
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
（
4
‐

12
）。
ま
た
、
戸
建
持
家
の
平
均
床
面
積
は
一
四
四
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
神
戸

市
一
一
六
・
一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
西
宮
市
一
二
一
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ほ
か
阪
神

間
の
都
市
で
も
最
も
大
き
い
。
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
平
均
床
面
積
に
つ
い
て
も
、

阪
神
間
都
市
が
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
台
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
市
は
八
三
・
一
平

方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。
居
住
面
積
水
準
は
周
辺
都
市
と
比
べ
て
高
い
と
い

え
る
。

　

住
ま
い
の
多
様
化
が
進
む
な
か
で
増
加
し
て
き
た
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
景
観

や
近
隣
環
境
と
の
調
和
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
。
高
さ
規
制
が
あ
る

な
か
で
、
可
能
な
限
り
多
く
の
床
面
積
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
た
め
、
高
さ
一
五

メ
ー
ト
ル
で
陸
屋
根
の
建
物
が
増
え
、
隣
接
地
と
の
空
間
に
も
余
裕
が
な
い
も
の

が
み
ら
れ
る
。
屋
敷
跡
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
る
時
は
、
通
り
に
面
し
た
と
こ
ろ
か

ら
庭
が
な
く
な
り
緑
が
減
っ
て
い
く
。

4-12　住宅水準の比較　（資料）「平成 17 年国勢調査結果概要」

主世帯数
（世帯）

持家数
（世帯）

持家率
（％）

1 世帯あたり延面積（㎡）
戸建持家 分譲マンション

兵庫県 2,072,340 1,354,187 65.3 130.4 75.0
芦屋市 36,685 23,468 64.0 144.8 83.1
神戸市 624,594 360,909 57.8 116.1 74.5
西宮市 183,725 102,935 56.0 121.5 79.1
尼崎市 187,891 96,728 51.5 100.1 69.2
伊丹市 70,554 41,760 59.2 109.5 71.0
宝塚市 81,416 57,512 70.6 126.1 78.9
川西市 56,775 44,704 78.7 119.5 76.6
三田市 35,666 28,516 80.0 140.2 83.1

木造の持家共同住宅はほぼゼロという前提で、持家共同住宅を「分譲マンション」と規定
国勢調査は世帯単位のため、1 世帯を1 住宅として読み替えている。
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住
宅
都
市
を
支
え
る
基
盤
施
設
の
拡
充　
　

本
市
の
開
発
に
伴
う
人
口
増
加
に
対
応
し
、
快
適
な
住
宅
都
市
を
支
え
る
基
盤
で
あ

る
水
道
供
給
の
自
己
水
源
は
二
〇
％
で
、
奥
山
浄
水
場
、
六
麓
荘
浄
水
場
、
奥
池
浄
水
場
で
濾ろ

か過
し
て
、
主
に
山
手
市
街
地
に
配
水

さ
れ
て
い
る
。
配
水
量
の
八
〇
％
は
阪
神
水
道
企
業
団
か
ら
の
受
水
に
頼
っ
て
お
り
、
企
業
団
の
送
水
管
に
五
か
所
の
分
岐
点
を
設

置
し
て
受
水
し
、
送
水
管
に
よ
っ
て
配
水
池
に
一
旦
貯
水
後
、
自
然
流
下
方
式
で
市
域
の
中
部
・
南
部
地
域
に
配
水
さ
れ
て
い
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
か
ら
、
緊
急
時
に
お
け
る
危
険
分
散
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
、
緊
急
時
の
飲
料
水
確
保
の
た
め
に
、

一
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
の
飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
を
、
宮
川
小
学
校
（
平
成
八
年
）
を
は
じ
め
市
域
の
七
つ
の
小
学
校
に
各
一

基
、
総
合
公
園
に
一
基
の
計
八
基
を
設
置
し
た
。　

　

芦
屋
浜
の
埋
立
事
業
で
は
、
下
水
処
理
場
の
用
地
と
、
ゴ
ミ
の
焼
却
場
の
建
設
用
地
も
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

下
水
処
理
場
に
つ
い
て
は
平
成
十
三
年
に
南
芦
屋
浜
に
窒
素
、
り
ん
、
浮
遊
物
質
を
高
度
に
除
去
で
き
る
新
し
い
下
水
処
理
場

が
完
成
し
、
市
域
の
下
水
処
理
は
、
奥
山
処
理
区
（
分
流
一
五
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、
芦
屋
処
理
区
（
分
流
六
一
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
合

流
二
二
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大
東
排
水
区
一
八
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
南
宮
排
水
区
二
一
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、
南
芦
屋
浜
処
理
区
（
分
流

一
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で
下
水
処
理
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

ゴ
ミ
の
焼
却
場
と
し
て
浜
風
町
に
環
境
処
理
セ
ン
タ
ー
が
建
設
（
昭
和
五
十
二
年
）
さ
れ
た
。
平
成
八
年
、
同
じ
敷
地
内
で
建
て

替
え
ら
れ
、
一
日
一
一
五
ト
ン
の
処
理
能
力
を
持
つ
炉
が
二
基
備
え
ら
れ
、
埋
立
地
以
外
の
市
街
地
に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
芦
屋

浜
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
り
ゴ
ミ
を
収
集
し
て
い
る
。
管
径
五
〇
〇
ミ
リ
の
輸
送
管
は
延
長
一
二
キ
ロ
あ
り
、
地
区
内
の
投
入
施
設

一
〇
〇
か
所
と
収
集
セ
ン
タ
ー
が
輸
送
管
で
つ
な
が
れ
、
収
集
量
一
日
あ
た
り
二
七
・
五
ト
ン
の
施
設
が
、
昭
和
五
十
四
年
か
ら
稼
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働
し
て
い
る
。
南
芦
屋
浜
地
区
に
も
同
様
の
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
（
第
一
一
章
第
三
節
参
照
）。

　
　

第
三
節　

住
宅
都
市
を
支
え
る
都
市
構
造
と
空
間
計
画

一
． 

都
市
の
骨
格
形
成

　

環
境
構
造
と
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
　

本
市
の
既
成
市
街
地
は
、
背
後
に
あ
る
六
甲
山
系
の
山
並
み
と
前
面
に
広
が
る
大
阪
湾
の

水
面
と
い
っ
た
地
形
条
件
に
よ
り
無
秩
序
な
拡
大
は
制
限
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
六
甲
山
系
の
南
側
で
、
山
か
ら
流
下
し
た
風
化
花か

崗こ
う

岩が
ん

の
砂さ

礫れ
き

に
よ
っ
て
芦
屋
川
下
流
に
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
に
、
南
北
約
四
・
五
キ
ロ
、
東
西
約
二
・
五
キ
ロ
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街

地
が
広
が
っ
て
い
る
。
山
か
ら
の
砂
礫
の
堆
積
が
続
く
こ
と
に
よ
り
河
床
が
高
く
な
っ
た
結
果
、
芦
屋
川
は
天
井
川
と
な
り
、
J
R

神
戸
線
や
山
手
幹
線
と
い
っ
た
東
西
交
通
幹
線
は
川
の
下
を
く
ぐ
っ
て
い
る
。
こ
の
南
北
に
直
線
的
に
流
れ
る
芦
屋
川
と
宮
川
が
、

六
甲
山
系
と
海
を
つ
な
ぐ
水
緑
の
軸
と
な
っ
て
い
る
。　

　

山
と
海
と
川
は
、
本
市
を
特
徴
づ
け
る
環
境
要
素
で
あ
り
、
こ
の
阪
神
間
を
特
徴
づ
け
る
地
形
条
件
が
、
本
市
の
環
境
構
造
の
基

本
で
あ
る
。

　

本
市
は
、
阪
急
神
戸
線
北
側
の
山
裾
の
斜
面
地
に
広
が
る
緑
豊
か
な
山
麓
市
街
地
、
阪
急
神
戸
線
か
ら
旧
堤
防
ま
で
の
平
坦
な
地

形
に
広
が
る
戦
前
の
耕
地
整
理
事
業
に
よ
り
市
街
地
化
が
進
ん
だ
旧
市
街
地
、
お
よ
び
埋
立
事
業
に
よ
り
新
し
く
開
発
さ
れ
た
臨
海
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市
街
地
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
平
坦
部
の
市
街
地
は
、
東
西
に
通
る
二
本
の
国
道
と
三
本
の
鉄
道
線
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
、
南
北

の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
こ
と
が
都
市
の
骨
格
形
成
に
お
け
る
主
要
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

　

戦
前
か
ら
、
耕
地
整
理
と
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
計
画
的
宅
地
開
発
に
よ
っ
て
街
区
形
成
が
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、
都
市
の

基
幹
と
な
る
地
域
幹
線
道
路
は
、
戦
災
復
興
の
都
市
計
画
（
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
）
と
同
時
に
計
画
決
定
さ
れ
た
が
、
そ

の
多
く
は
決
定
後
す
ぐ
に
幅
員
を
縮
小
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

戦
後
の
復
興
期
か
ら
成
長
期
に
か
け
て
市
域
に
お
け
る
街
路
整
備
は
進
ん
だ
が
、
最
初
の
総
合
計
画
（
昭
和
四
十
七
年
）
の
時
点

で
整
備
が
完
了
し
て
い
た
の
は
、
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
国
道
四
三
号
（
幅
員
五
〇
メ
ー
ト
ル
）、
山
手
地
区
の
土
地
区

画
整
理
事
業
と
あ
わ
せ
て
整
備
し
た
朝
日
ケ
丘
線
（
同
一
五
メ
ー
ト
ル
）
と
芦
屋
山
麓
線
（
同
一
一
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
り
、
街
路
事

業
単
独
で
は
山
手
で
西
宮
と
連
絡
す
る
宮
川
線
（
同
一
五
メ
ー
ト
ル
）
し
か
な
い
。
ほ
か
に
は
、
山
手
線
（
同
一
五
メ
ー
ト
ル
）
が

甲
南
地
区
の
土
地
区
画
整
理
で
用
地
が
確
保
で
き
た
区
間
の
み
整
備
が
行
な
わ
れ
、
芦
屋
中
央
線
（
同
二
〇
メ
ー
ト
ル
）、
川
西
線

（
同
二
〇
メ
ー
ト
ル
）、
芦
屋
川
右
岸
線
（
同
一
二
メ
ー
ト
ル
）
は
、
阪
神
線
と
の
立
体
交
差
の
改
良
と
あ
わ
せ
て
国
道
四
三
号
か

ら
国
道
二
号
の
区
間
が
整
備
さ
れ
た
。

　

J
R
神
戸
線
か
ら
国
道
四
三
号
ま
で
の
間
の
市
街
地
で
は
、
戦
後
に
道
路
整
備
が
進
ん
だ
が
、
J
R
神
戸
線
以
北
の
山
手
と
国

道
四
三
号
以
南
の
浜
手
で
の
幹
線
道
路
の
整
備
は
あ
ま
り
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
埋
立
地
開
発
と
あ
わ
せ
て
防
潮
堤
線
（
幅
員

二
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
整
備
が
行
な
わ
れ
た
程
度
で
、
新
総
合
計
画
（
昭
和
六
十
一
年
）
を
策
定
す
る
時
点
で
も
、
こ
の
山
手
と
浜
手

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
は
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
た
。
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そ
の
後
、
戦
災
復
興
と
あ
わ
せ
て
芦
屋
中
央
線
と
J
R
神
戸
線
以
南
の
稲
荷
山
線
（
同
二
〇
メ
ー
ト
ル
）
が
整
備
さ
れ
た
が
、

現
在
も
、
山
手
で
は
川
東
線
（
国
道
二
号
以
北
）、
川
西
線
（
山
手
幹
線
以
北
）、
稲
荷
山
線
（
J
R
神
戸
線
以
北
）、
山
手
線
（
東

芦
屋
以
西
）、
浜
手
で
は
、
大
平
線
（
全
区
間
）、
松
浜
線
が
未
整
備
で
あ
り
、
基
幹
と
な
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
課
題
の
あ
る
地

域
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

阪
神
間
で
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
が
早
く
、
既
に
昭
和
三
十
年
代
に
道
路
の
渋
滞
が
大
き
な
交
通
問
題
と
な
り
、
国
道

四
三
号
の
早
期
整
備
が
望
ま
れ
た
。
昭
和
三
十
八
年
に
一
日
の
交
通
容
量
を
一
〇
万
台
と
す
る
国
道
四
三
号
が
開
通
し
、
そ
の
道
路

上
で
、
昭
和
四
十
二
年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
阪
神
高
速
道
路
神
戸
線
が
整
備
（
昭
和
四
十
五
年
に
西
宮
‐
摩
耶
間
が
開
通
）
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
東
西
の
幹
線
道
路
の
交
通
量
は
ま
す
ま
す
増
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。　

　

芦
屋
市
総
合
開
発
計
画
（
昭
和
三
十
八
年
）
で
既
に
構
想
さ
れ
て
い
た
埋
立
地
（
沖
地
区
）
で
の
広
域
道
路
網
で
あ
る
阪
神
高
速

道
路
湾
岸
線
は
昭
和
五
十
五
年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
平
成
六
年
に
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
ま
で
の
区
間
が
整
備
完
了
し
た
。

　

市
街
地
環
境
の
保
全
改
善
と
あ
わ
せ
た
道
路
整
備　
　

こ
う
し
た
幹
線
道
路
の
多
く
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、
沿
道
地

域
の
土
地
利
用
と
一
体
的
に
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
国
道
四
三
号
は
、
戦
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
が
先
行
す
る
な
か
で
、
非
戦

災
地
で
あ
る
た
め
に
区
域
外
と
な
っ
て
い
た
地
区
に
あ
る
国
道
四
三
号
の
整
備
促
進
の
た
め
浜
手
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
が
決

定
さ
れ
、
こ
の
二
つ
の
事
業
に
よ
り
道
路
用
地
を
確
保
し
て
い
る
。

　

鳴
尾
御
影
線
は
、
中
部
土
地
区
画
整
理
事
業
（
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
〜
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
）
と
春
日
土
地
区
画

整
理
事
業
（
昭
和
四
十
七
年
〜
平
成
四
年
）
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
。
中
部
地
区
は
鳴
尾
御
影
線
の
整
備
を
目
的
と
し
た
こ
と
か
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ら
、
建
物
移
転
は
最
小
限
と
し
現
況
道
路
を
そ
の
ま
ま
活
か
す
よ
う
に
計
画
さ
れ
、
道
路
整
備
と
一
体
的
に
供
給
処
理
施
設
の
改
善

を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
住
環
境
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。
旧
西
国
街
道
沿
い
の
密
集
市
街
地
で
あ
っ
た
春
日
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
住
民
か
ら
の
要
望
を
う
け
、
鳴
尾
御
影
線
の
整
備
と
と
も
に
公
共
施
設
の
整
備
改
善
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
土
地
の
利
用
促

進
を
め
ざ
し
て
計
画
さ
れ
た
。

　

昭
和
二
十
一
年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
山
手
幹
線
は
、
尼
崎
市
か
ら
神
戸
市
を
結
ぶ
東
西
の
幹
線
道
路
で
あ
る
が
、
本
市
域

（
約
二
・
三
キ
ロ
）
で
は
、
J
R
（
旧
国
鉄
）
芦
屋
駅
前
の
再
開
発
事
業
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
区
間
（
二
二
四
メ
ー
ト
ル
）
を
除

き
、
震
災
時
に
は
未
整
備
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
都
市
計
画
決
定
後
も
五
十
年
近
く
未
整
備
で
あ
っ
た
が
、
震
災
時
に
、
防
災
や
緊
急

時
の
東
西
幹
線
道
路
の
代
替
性
を
確
保
す
る
こ
と
の
必
要
が
強
く
認
識
さ
れ
、
市
街
地
の
復
興
と
あ
わ
せ
て
整
備
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
懸
案
で
あ
っ
た
芦
屋
川
と
の
交
差
部
を
ど
う
す
る
か
は
、
事
業
費
や
工
法
の
合
理
性
と
芦
屋
川
の
景
観
保

全
と
が
対
立
し
て
い
た
。
市
民
の
要
請
が
実
り
、
ト
ン
ネ
ル
で
芦
屋
川
の
下
を
通
る
よ
う
に
計
画
が
変
更
（
平
成
八
年
）
さ
れ
た
こ

と
か
ら
事
業
が
進
み
、
芦
屋
川
の
景
観
も
保
全
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

山
手
幹
線
道
路
の
沿
道
は
良
好
な
住
宅
地
で
あ
り
、
生
活
環
境
に
配
慮
し
、
良
好
な
景
観
の
創
造
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
、
防

災
空
間
の
確
保
を
実
現
す
る
「
み
ち
」
づ
く
り
が
め
ざ
さ
れ
て
き
た
。
透
水
性
の
高
い
騒
音
を
低
減
す
る
舗
装
材
の
採
用
、
電
線
共

同
溝
と
緑
化
、
歩
道
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
景
観
へ
の
配
慮
と
と
も
に
、
大
原
地
区
な
ど
で
は
残
地
を
活
用
し
た
花
壇
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
づ
く
り
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
大
規
模
な
道
路
整
備
は
沿
道
の
土
地
利
用
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
道
路
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
町
内
会
を
単
位
と
し
た
沿
道
地
区
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
同
時
に
進
め
て
い
る
。
平
成
二
十
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年
に
松
ノ
内
地
区
で
地
区
計
画
が
決
定
さ
れ
た
。
松
ノ
内
地
区
で
は
、
住
宅
地
と
調
和
す
る
沿
道
土
地
利
用
に
よ
り
低
層
住
宅
地
の

環
境
を
守
る
た
め
、
最
低
敷
地
規
模
、
建
物
用
途
や
高
さ
、
壁
面
位
置
、
色
な
ど
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
る
。
山
手
幹
線
道
路
の
沿

道
地
区
で
は
順
次
、
地
区
計
画
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

生
活
循
環
軸
の
充
実
に
向
け
て　
　

新
総
合
計
画
（
昭
和
六
十
一
年
）
で
は
、
快
適
で
便
利
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
と
地
域
間
の

交
流
の
た
め
の
「
生
活
循
環
軸
」
が
構
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
道
路
は
、
交
通
の
円
滑
化
を
担
う
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
空
間
と
し
て
美
し
く
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
道
は
生
活
空
間
で
あ
り
、
交
通
機
能
の
利
便
性
と
安
全
性
と
と
も
に
、
緑

地
帯
の
設
置
、
歩
行
者
空
間
の
快
適
性
、
景
観
形
成
な
ど
、
質
の
高
い
都
市
環
境
と

な
る
よ
う
な
道
づ
く
り
を
行
な
う
こ
と
が
「
生
活
環
境
軸
」
の
形
成
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
た
。

　

そ
の
一
つ
の
取
り
組
み
は
、
道
路
の
美
装
化
整
備
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、
道
の
舗

装
や
植
栽
、
街
灯
や
車
止
め
な
ど
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
に
お
い
て
デ
ザ
イ

ン
や
材
料
の
質
を
高
め
、
整
備
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
道
路
空

間
の
デ
ザ
イ
ン
の
質
を
高
め
る
こ
と
に
は
、
沿
道
に
景
観
形
成
を
働
き
か
け
る
効
果

が
期
待
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
川
西
線
で
は
、
沿
道
の
和
風
イ
メ
ー
ジ
に
あ
っ
た
ア
ル
ミ
鋳
物
に
よ
る

上
等
な
街
灯
を
設
置
し
て
い
る
区
間
が
あ
り
、
ま
た
、
桜
並
木
を
楽
し
む
空
間
と
し

4-13　芦屋中央線
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て
の
工
夫
が
行
な
わ
れ
て
い
る
区
間
も
あ
る
。
ほ
か
に
、
芦
屋
中
央
線
（
4
‐
13
）
で
は
、
歩
道
に
水
辺
を
創
出
し
潤
い
の
あ
る
歩

行
者
空
間
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
日
常
の
出
会
い
や
地
域
交
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

交
通
安
全
事
業
と
し
て
、
車
と
歩
行
者
が
快
適
に
共
存
で
き
る
道
づ
く
り
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
打
出
図
書
館
別
館
の
前
を
通
る

道
の
阪
神
打
出
駅
か
ら
国
道
二
号
ま
で
の
区
間
の
整
備
（
昭
和
五
十
八
年
）
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
文
化
ゾ
ー
ン
と
国
道
四
三
号
の

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
（
芦
屋
市
道
一
八
六
号
線
）
は
、
国
交
省
の
手
づ
く
り
郷
土
賞
に
お
け
る
平
成
五
年
度
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
ふ
る
さ
と
の
風
景
に
と
け
こ
む
道
三
〇
選
」
に
選
ば
れ
て
い
る
。
緩
や
か
に
カ
ー
ブ
し
な
が
ら
続
く
道
は
車
と
人
が
共
存
で
き
る

空
間
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
。
歩
道
と
道
路
の
境
界
で
は
な
く
、
敷
地
と
道
路
の
際
に
低
木
を
植
栽
す
る
こ
と
に
よ
り
、
沿
道
宅
地
と

一
体
と
な
っ
た
風
景
づ
く
り
を
働
き
か
け
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

二
． 

都
市
環
境
の
保
全
と
創
造
の
た
め
の
都
市
計
画

　

都
市
の
美
観
と
住
宅
地
環
境
の
た
め
の
地
域
地
区
制
（
住
居
系
用
途
地
域
と
高
度
地
区
）　　

緑
の
保
全
と
と
も
に
、
本
市
で
は

良
好
な
住
宅
地
の
形
成
が
都
市
整
備
の
主
要
課
題
で
あ
っ
た
。
旧
都
市
計
画
法
で
は
、
山
手
に
住
居
専
用
地
区
、
阪
急
神
戸
線
以

南
の
市
街
地
の
大
部
分
に
住
居
地
域
が
指
定
さ
れ
、
駅
周
辺
の
一
部
に
商
業
地
域
が
指
定
さ
れ
て
い
た
（
昭
和
二
十
一
年
）。
昭
和

四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
、
山
手
で
高
層
の
共
同
住
宅
の
建
設
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
住
居
専
用
地
区
に
対
し
て
第
一
種
高
度

地
区
（
高
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
規
制
）
と
第
二
種
高
度
地
区
（
高
さ
二
○
メ
ー
ト
ル
規
制
）
が
指
定
さ
れ
た
。

　

新
し
い
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
）
へ
の
移
行
に
あ
た
っ
て
は
、
総
合
計
画
（
昭
和
四
十
七
年
）
に
お
け
る
「
都
市
の
美
観

三
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と
環
境
整
備
の
た
め
の
地
域
地
区
指
定
及
び
海
浜
開
発
」
と
の
基
本
構
想
に
基
づ
く
基
本
計
画
に
、
都
市
計
画
の
方
針
が
示
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
昭
和
四
十
八
年
に
用
途
地
域
指
定
が
行
な
わ
れ
た
。

　

住
居
専
用
地
区
の
う
ち
第
一
種
高
度
地
区
が
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
は
第
一
種
住
居
専
用
地
域
（
容
積
率
八
〇
％
、
建
ぺ
い
率

四
〇
％
）
へ
、
住
居
専
用
地
区
で
第
二
種
高
度
地
区
が
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
は
中
層
化
を
許
容
す
る
第
二
種
住
居
専
用
地
域
（
同

二
〇
〇
％
、
六
〇
％
）
へ
移
行
し
、
幹
線
道
路
沿
道
以
外
の
住
居
地
区
も
第
二
種
住
居
専
用
地
域
の
指
定
と
な
っ
た
。
幹
線
道
路
沿

道
に
は
第
二
種
住
居
専
用
地
域
（
同
二
〇
〇
％
、
六
〇
％
）
が
指
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
開
発
計
画
が
進
む
埋
立
地
に
は
暫
定
的
に
住

居
地
域
が
指
定
さ
れ
、J
R
（
旧
国
鉄
）
芦
屋
駅
周
辺
に
は
商
業
地
域
（
同
四
〇
〇
％
、
八
〇
％
）、
そ
の
他
の
駅
周
辺
と
商
店
街
に

近
隣
商
業
地
域
（
同
二
〇
〇
％
ま
た
は
三
〇
〇
％
、
八
〇
％
）
が
指
定
さ
れ
た
。
既
成
市
街
地
の
八
割
に
、
第
一
種
住
居
専
用
地
域

（
市
街
化
区
域
の
三
〇
％
）
ま
た
は
第
二
種
住
居
専
用
区
域
（
同
五
一
％
）
を
指
定
し
、
住
宅
都
市
の
良
好
な
生
活
環
境
の
形
成
を

め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

地
域
指
定
と
あ
わ
せ
て
高
度
地
区
が
検
討
さ
れ
、
住
居
系
に
第
一
種
（
一
〇
メ
ー
ト
ル
）、
第
二
種
（
一
五
メ
ー
ト
ル
）
が
指
定

さ
れ
、
容
積
制
に
移
行
し
て
も
、
住
宅
都
市
と
し
て
市
街
地
の
高
層
化
は
認
め
て
い
な
い
。

　

こ
の
地
域
地
区
指
定
の
考
え
方
は
、
そ
の
後
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
平
成
四
年
に
都
市
計
画
法
が
改
正
さ
れ
、
用
途
地
域
が

一
二
種
に
細
分
化
さ
れ
た
時
に
も
、
指
定
の
考
え
方
は
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
山
手
は
低
層
住
宅
地
と
し
て
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地

域
（
二
八
％
）
が
、
阪
急
神
戸
線
以
南
の
市
街
地
の
多
く
は
低
層
戸
建
住
宅
と
中
層
の
共
同
住
宅
が
共
存
す
る
市
街
地
と
し
て
第
一

種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
（
四
一
％
）
が
指
定
（
平
成
八
年
）
さ
れ
て
い
る
。
幹
線
道
路
沿
道
で
あ
っ
て
も
第
一
種
住
居
地
域
が
指
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定
さ
れ
、
沿
道
の
高
度
利
用
を
抑
制
し
て
き
て
い
る
。
高
度
地
区
も
こ
れ
ま
で
通
り
継
承
し
て
い
る
。

　

住
宅
都
市
と
し
て
の
都
市
計
画
の
基
本
は
、
用
途
地
域
指
定
の
当
初
か
ら
大
き
く
変
化
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
相
続
に
伴
う
屋

敷
地
の
売
却
や
遊
休
地
の
活
用
な
ど
に
お
い
て
、
共
同
住
宅
開
発
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
高
度
地
区
指
定
に
よ
り
五
階
を

超
え
る
よ
う
な
高
層
化
は
起
こ
ら
な
い
も
の
の
住
宅
地
環
境
の
変
化
が
顕
在
化
し
て
き
た
。

　

そ
し
て
本
市
は
戸
建
住
宅
の
多
い
低
層
住
宅
地
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
震
災
前
の
時
点
で
人
口
の
約
五
割
は
共
同
住
宅
に

暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
震
災
後
の
復
興
過
程
で
土
地
の
取
引
が
多
く
な
っ
た
が
、
市
街
地
の
大
部
分
が
一
〇
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
規
制
ま
た
は
一
五
メ
ー
ト
ル
高
度
地
区
が
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
隣
接
す
る
神
戸
市
東
部
や
西
宮
市
に
比
べ
る

と
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
高
層
化
は
抑
制
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
よ
り
も
共
同
住
宅
で
は
、
ロ
ビ
ー
や
廊
下
な
ど
の
共
用
部
分
が
容
積

率
の
対
象
外
と
な
っ
た
（
平
成
九
年
）
こ
と
か
ら
、
容
積
率
が
二
〇
〇
％
に
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、
実
質
的
に
は
二
五
〇
か
ら

三
〇
〇
％
近
く
の
規
模
ま
で
建
て
ら
れ
て
お
り
、
高
さ
一
五
メ
ー
ト
ル
で
は
十
分
の
空
地
が
と
れ
な
い
計
画
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

問
題
で
あ
る
。
時
代
の
流
れ
と
し
て
本
市
で
も
共
同
住
宅
の
増
加
は
避
け
ら
れ
ず
、
戸
建
住
宅
と
共
存
す
る
住
宅
地
の
か
た
ち
に
対

応
す
る
都
市
計
画
の
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

三
． 

都
市
構
造
の
整
備
と
新
し
い
都
市
空
間
の
開
発

　

拠
点
整
備　
　

市
域
に
は
、
阪
急
芦
屋
川
、J
R（
旧
国
鉄
）
芦
屋
、
阪
神
打
出
、
阪
神
芦
屋
の
四
つ
の
駅
が
あ
り
、
早
く
か
ら
大

阪
都
心
に
通
勤
す
る
郊
外
居
住
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
支
え
て
き
た
。
戦
後
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
市
内
各
所
で

三
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渋
滞
が
発
生
し
て
い
た
が
、
特
に
J
R
芦
屋
駅
北
地
区
で
は
、
駅
前
と
い
っ
て
も
狭
い
道
路
に
商
店
街
や
木
造
住
宅
が
密
集
し
て

建
て
込
ん
だ
地
区
で
、
自
動
車
交
通
の
増
加
は
商
店
街
の
活
動
低
下
を
招
き
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
も
停
滞
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

本
市
は
、
広
域
商
業
診
断
や
住
民
意
向
調
査
を
実
施
し
、
昭
和
五
十
年
に
国
鉄
芦
屋
駅
周
辺
環
境
再
開
発
基
本
計
画
を
策
定
し
、
新

し
い
「
芦
屋
の
顔
」
づ
く
り
構
想
を
示
し
た
。
こ
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
昭
和
五
十
四
年
に
国
鉄
芦
屋
駅
北
地
区
第
一
種
市
街
地
再

開
発
事
業
が
都
市
計
画
決
定
と
あ
わ
せ
て
事
業
採
択
（
建
設
省
・
当
時
）
さ
れ
、
再
開
発
事
業
が
始
ま
っ
た
。

　

再
開
発
事
業
で
は
、
本
市
の
表
玄
関
と
し
て
駅
前
広
場
な
ど
の
公
共
施
設
整
備
と
商
業
機
能
の
近
代
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ど
こ

で
も
同
じ
駅
前
風
景
と
な
り
が
ち
で
あ
る
再
開
発
事
業
で
あ
っ
て
も
、
芦
屋
ら
し
い
住
環
境
と
芦
屋
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
と
な
る
個
性

豊
か
な
「
顔
」
づ
く
り
が
計
画
の
基
本
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
駅
前
整
備
型
事
業
と
し
て
国
鉄
芦
屋
駅
北
地
区
（
第
一
～
三
地
区
）
に
着
手
（
昭
和
五
十
四
年
）
し
、
ア
ル
パ
芦
屋
（
昭

和
五
十
八
年
）、
ラ
ポ
ル
テ
（
昭
和
六
十
一
年
）、
ラ
リ
ー
ブ
（
平
成
元
年
）
が
建
設
さ
れ
た
。
第
三
地
区
の
施
工
中
の
昭
和
六
十
三

年
に
は
、
北
地
区
の
東
に
続
く
大
原
第
一
地
区
が
道
路
整
備
型
事
業
と
し
て
、
第
二
地
区
が
駅
前
整
備
・
住
宅
供
給
型
事
業
と
し
て

事
業
採
択
さ
れ
、
ラ
・
モ
ー
ル
芦
屋
（
平
成
五
年
）、
ラ
ポ
ル
テ
東
館
と
ラ
ポ
ル
テ
北
館
（
平
成
六
年
）
が
建
設
さ
れ
た
。

　

駅
北
地
区
の
事
業
で
は
、
駅
前
広
場
（
五
七
二
八
平
方
メ
ー
ト
ル
）
お
よ
び
幹
線
道
路
の
鉄
道
沿
西
線
（
幅
員
一
五
メ
ー
ト

ル
）・
山
手
幹
線
（
幅
員
二
二
メ
ー
ト
ル
）
な
ど
の
公
共
施
設
、
住
宅
二
五
七
戸
（
第
一
地
区
七
七
戸
、
第
二
地
区
一
二
一
戸
、
第

三
地
区
五
九
戸
）、
ホ
テ
ル
、
店
舗
・
業
務
施
設
の
整
備
が
行
な
わ
れ
た
。
事
業
前
は
低
層
の
店
舗
や
住
宅
が
密
集
す
る
駅
前
が

一
二
階
建
て
の
複
合
ビ
ル
に
な
り
、
地
区
全
体
の
容
積
率
も
一
二
一
％
か
ら
三
〇
〇
～
五
〇
〇
％
程
度
ま
で
高
ま
っ
た
。
大
原
第
一
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地
区
は
、
計
画
道
路
鉄
道
沿
東
線
お
よ
び
国
鉄
線
と
芦
屋
中
央
線
の
立
体
交
差
部
と
い
っ
た
幹
線
道
路
整
備
を
目
的
と
す
る
も
の

で
、
道
路
整
備
と
あ
わ
せ
て
住
宅
一
〇
二
戸
と
低
層
部
の
店
舗
・
事
務
所
床
が
整
備
さ
れ
た
。
駅
北
側
の
駅
前
広
場
に
面
す
る
大
原

第
二
地
区
に
は
、
大
原
市
場
、
灘
神
戸
生
協
、
駅
東
商
店
街
な
ど
商
業
集
積
地
で
あ
り
、
隣
接
す
る
事
業
地
区
の
幹
線
道
路
に
つ
な

が
る
道
路
の
整
備
と
と
も
に
住
商
環
境
の
改
善
が
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
ラ
ポ
ル
テ
東
館
は
高
層
化
が
図
ら
れ
、
山
手
幹
線
北
側

の
北
館
と
あ
わ
せ
て
住
宅
一
六
五
戸
が
供
給
さ
れ
、
低
層
部
に
は
権
利
者
の
商
業
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
の
地
区
も
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
割
合
が
事
業
前
の
二
倍
と
な
り
、
建
物
が
高
層
化
し
、
周
辺
市
街
地
と
は
建
物
規
模

や
機
能
集
積
の
異
な
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
区
が
形
成
さ
れ
た
。

　

駅
北
地
区
、
大
原
地
区
と
も
、
そ
れ
ま
で
地
区
内
の
土
地
建
物
に
権
利
を
持
っ
て
い
た
人
（
駅
北
地
区
二
九
九
人
、
大
原
地
区

二
一
七
人
）
の
権
利
を
新
た
な
再
開
発
ビ
ル
に
移
し
替
え
る
権
利
変
換
方
式
に
よ
る
事
業
で
あ
り
、
権
利
分
以
上
に
開
発
し
た
床

（
保
留
床
）
の
売
却
益
を
事
業
費
に
あ
て
る
仕
組
み
で
あ
る
。
こ
の
た
め
事
業
が
長
期
化
す
る
と
、
そ
の
間
の
社
会
経
済
動
向
の
影

響
を
う
け
や
す
い
。
駅
北
地
区
は
、
不
動
産
価
格
が
急
騰
し
た
バ
ブ
ル
経
済
期
に
完
成
し
た
た
め
、
有
利
な
投
資
物
件
と
し
て
保
留

床
が
処
分
で
き
、
計
画
ど
お
り
に
事
業
が
完
了
で
き
た
。
一
方
、
大
原
地
区
は
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
不
況
期
に
ビ
ル
が
完
成
し

た
た
め
、
当
初
の
資
金
計
画
の
見
込
み
価
格
で
は
売
却
で
き
ず
、
事
業
完
了
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

　

本
市
施
行
で
整
備
し
た
ラ
・
モ
ー
ル
芦
屋
に
つ
い
て
は
、
住
戸
分
譲
が
進
ま
な
い
な
か
で
震
災
に
あ
い
、
市
外
の
自
治
体
か
ら
の

震
災
復
興
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
人
々
の
一
時
的
な
宿
舎
に
使
用
し
、
そ
の
後
、
当
初
の
販
売
価
格
か
ら
大
き
く
価
格
を
下
げ
て
完

売
を
図
っ
た
こ
と
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
長
い
時
間
を
か
け
た
事
業
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
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抱
え
な
が
ら
も
、
駅
前
広
場
整
備
や
道
路
整
備
な
ど
の
公
共
施
設
と
再
開
発
ビ
ル
群
に
よ
っ
て
新
し
い
芦
屋
の
「
顔
」
づ
く
り
が
完

了
し
た
。

　

震
災
復
興
に
よ
る
安
全
な
都
市
空
間　
　

古
く
か
ら
市
街
化
し
た
地
域
に
は
木
造
建
物
が
密
集
し
た
用
途
混
在
地
が
あ
り
、
都
市

空
間
の
安
全
性
や
商
業
機
能
の
更
新
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
地
区
が
あ
っ
た
。J
R
芦
屋
駅
南
側
や
阪
神
芦
屋
駅
北
側
の
商
業

集
積
地
の
再
開
発
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
襲
わ
れ
た
。

　

震
災
復
興
は
、
都
市
構
造
の
整
備
の
契
機
と
も
な
っ
た
。
山
手
幹
線
道
路
整
備
の
ほ
か
、
稲
荷
山
線
、
川
西
線
、
川
東
線
の
南
北

幹
線
道
路
の
整
備
が
促
進
さ
れ
た
。
南
芦
屋
浜
の
埋
立
護
岸
の
耐
震
化
な
ど
、
緊
急
時
に
お
け
る
都
市
基
盤
の
役
割
が
見
直
さ
れ
て

い
る
。

　

市
街
地
に
つ
い
て
も
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
（
芦
屋
中
央
地
区
・
芦
屋
西
部
第
一
地
区
・
第
二
地
区
）、
若
宮
地
区
住
環

境
整
備
事
業
が
施
行
さ
れ
、
市
街
地
の
安
全
性
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
各
地
区
と
も
、
既
存
の
道
路
配
置
を
引
き
継
ぐ
街

区
整
備
と
幹
線
道
路
整
備
、
日
常
の
生
活
環
境
の
快
適
性
を
高
め
る
と
と
も
に
緊
急
時
に
は
避
難
や
延
焼
防
止
に
対
応
で
き
る
公
園

の
整
備
に
よ
り
、
地
域
構
造
を
改
善
し
、
暮
ら
し
の
安
全
性
を
高
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
個
々
の
住
宅
の
建
て
替
え
を
進
め
、
住
宅
の
耐
震
性
や
耐
火
性
能
を
高
め
る
こ
と
が
、
全
体
と
し
て
の
市
街
地
の
安
全
性

を
高
め
る
こ
と
に
も
な
る
。
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
を
中
心
に
、
周
辺
地
域
も
含
め
て
住
宅
市
街
地
整
備
総
合
支
援
事
業
地

区
と
し
て
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
特
に
中
央
地
区
で
は
、
こ
の
事
業
に
よ
り
復
興
事
業
区
域
以
外
の
エ
リ
ア
で
の
身
近
な
公
園

整
備
や
住
宅
再
建
の
支
援
が
図
ら
れ
た
。

三
二
二

第
四
章

住
宅
都
市
づ
く
り　

み
ど
り
豊
か
な
都
市
建
設



　

都
市
の
安
全
性
能
が
、
市
街
地
整
備
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
た
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン　
　

平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
り
、「
市
町
村
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本

的
な
方
針
」（
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
の
策
定
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
本
市
は
阪
神
間
都
市
計
画
区
域
の
一
部
で
あ
り
、
こ
う

し
た
広
域
都
市
計
画
区
域
内
の
自
治
体
に
と
っ
て
は
、
市
域
に
つ
い
て
独
自
の
都
市
像
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
示
す
仕
組
み

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
震
災
に
よ
り
策
定
作
業
が
中
断
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
十
七
年
に
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
が
策
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、「
美
、
快
、
悠
の
ま
ち
芦
屋
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
に
、
緑
豊
か
な
高
質
な
都
市
空
間
を
実
現
し
、
人
に
も

環
境
に
も
優
し
く
、
文
化
を
育
む
活
力
あ
る
国
際
文
化
住
宅
都
市
を
め
ざ
し
、
芦
屋
ブ
ラ
ン
ド
の
再
構
築
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
や
事
業
者
と
協
働
で
進
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。
こ
の
時
計
画
の
フ
レ
ー
ム
と
な
る
将
来
人
口
は
、
計
画
検
討
当
初
の

基
準
年
（
平
成
十
二
年
）
か
ら
の
推
計
で
平
成
二
十
二
年
の
約
八
万
六
〇
〇
〇
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
す
る
と
設
定
さ
れ
て
い
た
が
、

震
災
後
、
住
宅
戸
数
が
増
加
し
平
成
十
七
年
に
は
九
万
人
を
超
え
た
こ
と
か
ら
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
体
構
想
に
基
づ
く
土
地
利
用
、
都
市
施
設
整
備
、
環
境
形
成
、
都
市
景
観
形
成
、
市
街
地
整
備
、
都
市
防
災
と
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
整
備
方
針
を
示
す
と
と
も
に
、
市
域
を
北
部
地
域
（
市
街
化
調
整
区
域
）、
山
手
地
域
（
阪
急
神
戸
線
以
北
の
市

街
化
地
域
）、
中
央
地
域
（
阪
急
神
戸
線
か
ら
防
潮
堤
線
）、
浜
地
域
（
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
）、
南
芦
屋
浜
地
域
に
区
分
し
、
北
部

「
あ
ふ
れ
る
緑
の
下
、
自
然
の
息
吹
を
感
じ
る
地
域
」、
山
手
「
快
適
環
境
の
下
、
芦
屋
ら
し
さ
の
再
発
見
す
る
地
域
」、
中
央
「
潤

い
と
に
ぎ
わ
い
の
な
か
で
都
市
回
遊
を
楽
し
む
地
域
」、
浜
「
海
と
緑
に
恵
ま
れ
た
住
環
境
の
な
か
、
新
し
い
交
流
文
化
を
育
む
地

三
二
三

第
三
節
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都
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域
」、
南
芦
屋
浜
「
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
た
多
世
代
循
環
型
の
交
流
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
地
域
」
と
い
う
将
来
像
を
描
い
て
い
る
。

　

震
災
後
、
社
会
経
済
の
変
化
や
高
齢
化
の
進
展
な
ど
、
都
市
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
本
市
の
基
本
で
あ
る
緑
豊
か
な
住
宅
都
市

の
保
全
と
創
造
が
持
続
可
能
な
環
境
に
つ
な
が
る
。

　
　

第
四
節　

交　

通

一
． 

交
通
施
策

　

人
と
ク
ル
マ
の
動
き
の
変
遷　
　

都
市
に
お
い
て
は
、
鉄
道
、
バ
ス
、
自
転
車
、
自
家
用
車
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
手
段

を
使
い
分
け
て
移
動
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
交
通
手
段
ご
と
に
集
計
し
た
の
で
は
都
市
交
通
の
全
体
像
を
捉
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
日
常
に
お
け
る
人
の
動
き
を
把
握
す
る
た
め
に
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
と
い
う
概
念
が
導
入
さ
れ
た
。

あ
る
目
的
を
持
っ
て
施
設
間
を
移
動
す
る
こ
と
を
ト
リ
ッ
プ
と
定
義
し
、
個
人
の
一
日
の
移
動
状
況
を
時
間
経
過
と
と
も
に
記
録
す

る
調
査
方
法
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
複
数
の
交
通
手
段
に
ま
た
が
る
交
通
需
要
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
本
市
が
含
ま
れ
る
京
阪
神
都
市
圏
に
お
い
て
は
、
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
を
第
一
回
と
し
て
昭
和
五
十
五
年
、
平
成
二

（
一
九
九
〇
）
年
、
平
成
十
二
年
と
十
年
ご
と
に
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
み
る
こ

と
に
よ
っ
て
人
の
動
き
に
関
す
る
変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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交
通
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
派
生
的
需
要
で
あ
り
、
移
動
先
で
何
ら
か
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
人
は
移
動
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
交
通
が
生
じ
る
。
移
動
先
で
は
た

そ
う
と
す
る
目
的
が
交
通
目
的
で
あ
り
、
出
勤
、
登
校
、
自
由
、
業
務
、
帰
宅
と

い
っ
た
分
類
が
行
な
わ
れ
、
自
由
目
的
や
業
務
目
的
は
さ
ら
に
小
分
類
が
行
な
わ
れ

る
。
京
阪
神
都
市
圏
で
の
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
に
お
け
る
交
通
目
的
構
成
の
推
移
を

示
し
た
の
が
4
‐
14
で
あ
る
。
昭
和
四
十
五
か
ら
平
成
十
二
年
に
か
け
て
の
特
徴
的

な
変
化
と
し
て
、
登
校
目
的
の
ト
リ
ッ
プ
の
推
移
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
昭
和

四
十
五
か
ら
五
十
五
年
に
か
け
て
登
校
目
的
の
割
合
は
増
加
し
た
が
、
平
成
二
年
、

十
二
年
と
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
就
学
年
齢
人
口
が
減
少
し
た
結
果
で
あ
り
、
少

子
化
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
出
勤
目
的
は
や
や
増
加
し
た
が
、
女
性
の
社
会
進

出
が
理
由
に
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
業
務
目
的
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
情
報
通

信
技
術
の
発
達
と
の
関
連
が
伺
え
る
。
自
由
目
的
は
平
成
二
か
ら
十
二
年
に
か
け
て

大
き
く
増
え
て
お
り
、
年
齢
構
成
の
変
化
や
余
暇
時
間
の
増
加
が
そ
の
要
因
と
考
え

ら
れ
る
。　

　

移
動
に
際
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
手
段
が
用
い
ら
れ
、
複
数
の
手
段
が
使
用
さ

れ
る
こ
と
も
多
い
。
そ
こ
で
鉄
道
や
バ
ス
、
自
動
車
、
徒
歩
と
い
っ
た
交
通
手
段
に

14.7

14.8

12.8

12.7

6.8

8.7

9.5

8.2

26.7

22.3

22.7

23.7

11.7

13.5

13.8

13.2

40.1

41.1

42.2

40.7

0%　　　10%　　　20%　　　30%　　　40%　　　50%　　　60%　　　70%　　　80%　　　90%　  100%
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出勤 登校 自由 業務 帰宅

4-14　パーソントリップの目的別構成の推移
（出典）「京阪神都市圏パーソントリップ調査」　京阪神都市圏交通計画協議会
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関
し
、
都
市
交
通
と
し
て
の
重
要
性
の
観
点
か
ら
公
共
交
通
を
優
先
し
た
順
序
づ
け

が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
つ
の
ト
リ
ッ
プ
で
用
い
た
最
上
位
の
手
段
を
代
表

交
通
手
段
と
呼
ん
で
ト
リ
ッ
プ
の
交
通
手
段
の
分
類
に
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
代
表

交
通
手
段
で
み
た
交
通
手
段
別
構
成
の
推
移
は
4
‐
15
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
傾

向
的
変
動
と
し
て
明
ら
か
な
の
は
、
自
動
車
と
二
輪
の
増
加
、
バ
ス
と
徒
歩
の
減
少

で
あ
る
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
自
動
車
を
利
用
す
る
機
会
が
増
加

し
た
結
果
で
あ
り
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
利
用
も
増
加
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
徒
歩

で
済
ま
さ
れ
て
い
た
移
動
が
二
輪
や
自
動
車
利
用
に
転
換
し
た
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
行
動
範
囲
の
拡
大
が
伺
え
る
。
一
方
で
、
自
動
車
の
保
有
者
は
比
較
的
近
距
離

で
も
歩
か
な
く
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
生
ゴ
ミ
を
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
運

ぶ
だ
け
の
目
的
で
自
家
用
車
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
見
受
け
ら
れ
、
行
き
過
ぎ
た
自

家
用
車
利
用
の
例
と
い
え
よ
う
。

　

鉄
道
利
用
の
割
合
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
昭
和
四
十
五
年
か
ら
の
三
十
年
間
に

は
大
阪
、
神
戸
、
京
都
に
お
け
る
地
下
鉄
整
備
等
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
鉄
道
利
用
の
減
少
傾
向
を
補
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
バ
ス
の
利

用
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
地
下
鉄
整
備
が
行
な
わ
れ
た
大
都
市
中
心
部
で
バ
ス

18.9

20.0

18.6

19.5

2.8

3.3

4.4

6.7

31.7

26.1

19.8

15.5

22.1

21.6

19.6

9.2

24.4
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48.8

0.1

0.1

0.1
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4-15　パーソントリップの代表交通手段別構成の推移
（出典）「京阪神都市圏パーソントリップ調査」　京阪神都市圏交通計画協議会
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か
ら
鉄
道
へ
転
換
し
た
こ
と
も
一
つ
の
要
因
で
あ
る
。
ま
た
バ
ス
は
鉄
道
駅
ま
で
の

端
末
交
通
手
段
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
交
通
手
段
構
成
の
推
移
を
示
し

た
の
が
4
‐
16
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
端
末
交
通
手
段
と
し
て
の

バ
ス
利
用
も
減
少
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
鉄
道
、
バ
ス
と
い
っ
た
公
共
交
通
全
体
と

し
て
は
、
利
用
者
が
離
反
し
て
ゆ
く
問
題
に
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。

　

本
市
に
お
け
る
人
の
移
動
に
関
し
て
も
、
大
き
な
傾
向
は
京
阪
神
都
市
圏
全
体
と

変
わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
鉄
道
や
バ
ス
か
ら
自
動
車
、
二
輪
車
へ
と
い
う
流
れ

で
あ
る
。
増
加
す
る
自
動
車
交
通
へ
対
応
す
る
街
路
整
備
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、

誰
も
が
利
用
で
き
る
身
近
な
公
共
交
通
で
あ
る
バ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
こ
と

が
大
き
な
課
題
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

国
勢
調
査
に
お
い
て
本
市
と
市
域
外
と
の
通
勤
・
通
学
に
よ
る
流
出
入
の
推
移
を

示
し
た
の
が
4
‐
17
と
4
‐
18
で
あ
り
（
昭
和
五
十
年
は
府
県
の
内
訳
が
不
明
で
あ

り
、
昭
和
六
十
年
は
和
歌
山
県
が
区
分
さ
れ
て
い
な
い
。）、
住
宅
都
市
で
あ
る
本
市

は
流
入
者
数
よ
り
も
流
出
者
数
が
多
い
。
平
成
七
年
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
る

特
異
な
状
況
で
あ
り
、
流
入
が
急
増
す
る
一
方
で
流
出
が
急
減
し
て
い
る
。
ま
た
平

9.6

10.9

13.5

14.3

3.6

3.3

3.0

2.4

13.2

13.5

9.3

73.6

72.3

74.2

81.0

0

0

0.1

0.12.1

バス 自動車 二輪 徒歩 その他
0%　　　10%　　　20%　　　30%　　　40%　　　50%　　　60%　　　70%　　　80%　　　90%　  100%

12

H2

55

S45

4-16　パーソントリップの鉄道端末交通手段別構成の推移
（出典）「京阪神都市圏パーソントリップ調査」　京阪神都市圏交通計画協議会
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神戸市

その他
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京都府
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（上）4-17　通勤・通学による流入者数の推移
（下）4-18　通勤・通学による流出者数の推移
（資料）「国勢調査結果概要」
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成
七
年
を
境
と
し
て
流
入
は
そ
の
増
加
傾
向
が
止
ま
り
、
平
成
十
二
か
ら
十
七
年
の
間
に
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
流
出
に

関
し
て
は
、
平
成
七
年
に
落
ち
込
ん
だ
が
、
平
成
十
二
年
、
平
成
十
七
年
と
再
び
増
加
を
続
け
て
い
る
。
地
域
別
に
み
る
と
、
流
入

が
多
い
の
は
神
戸
市
、
西
宮
市
、
大
阪
府
か
ら
で
あ
り
、
人
口
の
伸
び
が
大
き
い
西
宮
市
や
三
田
市
か
ら
の
流
入
が
増
え
て
い
る
。

流
出
先
で
多
い
の
も
大
阪
府
、
神
戸
市
、
西
宮
市
で
あ
り
、
市
単
位
で
み
た
時
に
は
大
阪
市
へ
の
流
出
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

主
要
交
通
施
策　
　

個
々
の
施
策
に
つ
い
て
は
二
に
お
い
て
道
路
関
係
、
三
に
お
い
て
公
共
交
通
に
関
し
て
記
述
し
、
こ
こ
で
は

主
要
な
交
通
施
策
に
関
し
て
概
観
す
る
。
昭
和
四
十
年
代
に
ま
ず
必
要
と
さ
れ
た
交
通
施
策
は
増
大
す
る
自
動
車
交
通
へ
の
対
応
で

あ
っ
た
。
都
市
間
を
結
ぶ
阪
神
高
速
道
路
や
国
道
四
三
号
の
よ
う
な
広
域
幹
線
道
路
ば
か
り
で
な
く
、
市
内
の
移
動
を
担
う
幹
線
街

路
、
住
宅
が
直
接
に
面
す
る
区
画
道
路
に
至
る
ま
で
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
。
自
動
車
を
走
ら
せ
る
た
め
に
は
道
路
の
舗
装
が
重

要
で
あ
り
、「
路
地
裏
ま
で
の
街
路
舗
装
」
が
め
ざ
さ
れ
、
昭
和
四
十
八
年
度
に
は
舗
装
率
九
八
％
を
達
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
側
溝

の
補
修
・
整
備
も
行
な
わ
れ
た
。

　

自
動
車
を
走
行
さ
せ
る
た
め
の
道
路
整
備
が
一
段
落
す
る
と
、
自
動
車
交
通
に
よ
る
周
辺
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
施
策
に
目
が
向

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
狭

き
ょ
う
あ
い隘
道
路
の
拡
幅
整
備
な
ど
は
引
き
続
き
行
な
わ
れ
る
が
、
緑
地
帯
の
設
置
や
停
車
帯
の
拡
幅
も
行
な

わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
自
動
車
交
通
量
の
増
加
は
交
通
事
故
の
増
加
に
も
つ
な
が
り
、
事
故
対
策
も
必
要
と
さ
れ
た
。
歩
道
の
設

置
の
ほ
か
、
歩
道
橋
に
よ
っ
て
歩
行
者
を
分
離
す
る
施
策
が
積
極
的
に
行
な
わ
れ
た
時
期
も
あ
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
が
重
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
歩
道
段
差
の
解
消
や
歩
道
幅
員
の
確
保
も
課
題
と
さ
れ
た
。

　

自
転
車
利
用
者
の
増
加
は
駅
周
辺
で
の
放
置
自
転
車
問
題
を
引
き
起
こ
し
、
駐
輪
場
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自

三
二
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転
車
利
用
は
徒
歩
や
バ
ス
か
ら
の
転
換
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
自
転
車
利
用
環
境
を
整
え

る
こ
と
は
バ
ス
利
用
者
の
減
少
を
促
進
す
る
面
も
あ
っ
た
。
バ
ス
利
用
者
が
大
き
く
減
少

す
れ
ば
バ
ス
路
線
サ
ー
ビ
ス
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
り
、
利
用
の
減
少

と
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
悪
循
環
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。
市
民
の
足
と
し
て
公
共
交
通
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
り
、
高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
地
域
交
通
の
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
き
た
た
め
、
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
購
入
補
助
が
行
な
わ
れ
た
。

二
． 

道
路
交
通

　

自
動
車
保
有
台
数　
　

自
動
車
保
有
の
増
大
が
道
路
に
対
す
る
交
通
需
要
が
増
加
す
る

最
大
の
要
因
で
あ
る
。「
市
統
計
書
」
に
よ
る
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
度
以
降
の

本
市
に
お
け
る
自
動
車
保
有
台
数
を
人
口
と
と
も
に
示
す
と
4
‐
19
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
間
に
お
け
る
自
動
車
保
有
台
数
は
人
口
の
伸
び
を
上
回
る
増
加
が
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
全
国
的
な
傾
向
と
同
様
で
あ
る
。
車
種
別
に
み
る
と
、
乗
用
車
は
全
体
と
し
て

増
え
続
け
て
い
る
が
、
平
成
に
な
っ
て
か
ら
は
普
通
乗
用
車
の
伸
び
が
著
し
く
、
平
成

十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
度
以
降
は
小
型
乗
用
車
の
保
有
台
数
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。

普
通
乗
用
車
が
多
い
こ
と
は
本
市
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
軽
自
動
車
の
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4-19　本市における自動車保有台数　（資料）「統計あしや」「市統計書」
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割
合
は
比
較
的
少
な
く
、
台
数
は
わ
ず
か
な
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
原

動
機
付
自
転
車
は
昭
和
五
十
九
年
度
に
増
加
か
ら
減
少
に
転
じ
、
特
に
平
成
九
年
度
に
は

一
六
％
の
減
少
を
記
録
し
た
が
、
そ
の
後
は
保
有
台
数
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

　

広
域
幹
線
道
路
の
整
備
と
自
動
車
交
通
量　
　

昭
和
三
十
八
（
一
九
六
三
）
年
一
月
六

日
に
国
道
四
三
号
が
一
〇
車
線
で
開
通
し
て
以
来
、
本
市
を
東
西
に
貫
く
幹
線
道
路
に
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
阪
神
高
速
道
路
の
完
成
で
あ
る
。
神
戸
西
宮
線
で
は
昭
和

四
十
五
年
二
月
二
十
三
日
に
摩
耶
か
ら
西
宮
I
C
間
（
一
三
・
一
キ
ロ
）
が
完
成
し
、
名

神
高
速
道
路
か
ら
神
戸
へ
と
つ
な
が
る
経
路
が
で
き
た
。
昭
和
五
十
六
年
六
月
二
十
七
日

に
は
西
宮
I
C
か
ら
西
本
町
間
（
一
四
・
三
キ
ロ
）
が
完
成
し
、
都
市
間
高
速
道
路
に

よ
っ
て
阪
神
間
が
結
ば
れ
た
。
さ
ら
に
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
四
月
二
日
に
は
湾
岸
線

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
北
か
ら
中
島
間
（
一
五
・
〇
キ
ロ
）
が
完
成
し
、
市
街
地
か
ら
離
れ
た

湾
岸
部
を
経
る
新
た
な
阪
神
間
の
幹
線
道
路
が
で
き
あ
が
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
般
道

路
で
は
国
道
二
号
と
国
道
四
三
号
、
阪
神
高
速
道
路
神
戸
線
と
湾
岸
線
か
ら
な
る
道
路
体

系
に
よ
っ
て
阪
神
間
の
交
通
需
要
に
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

市
域
を
東
西
に
貫
く
主
要
道
路
に
お
け
る
交
通
量
の
推
移
は
4
‐
20
に
示
す
と
お
り
で

あ
る
。
昭
和
四
十
八
年
度
以
降
に
お
い
て
国
道
二
号
の
交
通
量
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、
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（年度）国道43号 阪神高速 国道2号 5号湾岸線

往復（台/日）

4-20　主要道路の交通量の推移　（資料）都市環境部環境課資料
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一
日
あ
た
り
四
万
台
程
度
で
推
移
し
て
き
た
。
国
道
四
三
号
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
る
影
響
を
除
け
ば
、
お
お
む
ね
一
日
あ
た

り
七
万
か
ら
八
万
台
で
あ
る
。
阪
神
高
速
道
路
神
戸
線
は
、
昭
和
四
十
八
か
ら
平
成
四
年
度
に
か
け
て
一
日
あ
た
り
約
五
万
台
の
交

通
量
が
増
加
し
て
い
る
。
平
成
六
年
四
月
に
阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
の
中
島
か
ら
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
北
間
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り

神
戸
線
の
交
通
量
は
一
日
あ
た
り
約
九
万
台
に
減
少
し
、
湾
岸
線
は
一
日
あ
た
り
約
四
万
台
と
な
っ
て
い
る
。

4-21　広域幹線道路以外の街路整備
（資料）「主要施策の成果報告書」

年　　度 路線・地区等 整備内容
昭和40年度 宮川線 岩園町　160m

昭和43年度
宮川線 国鉄立体交差工事完工
芦屋山麓線 朝日ケ丘線から、苦楽園行バス通りまで貫通、完了
朝日ケ丘線 全長1,536mの舗装完了

昭和45年度 山手線 全長600mのうち480mが完工
昭和48年度 中央線 植樹帯および自転車道整備
昭和51年度 稲荷山線 国道43号以南工事延長238mが完了

昭和53年度
防潮堤線 宮川架橋下部工を含めて延長625m施工
駅前広場西線 擁壁工事延長149m施工
芦屋浜住宅団地 埋立1号、2号線延長2,736m施工

昭和55年度

防潮堤線 事業認可区間完了
朝日ケ丘線 舗装改良と緑地帯の設置
翠ケ丘町、親王
塚町、岩園町 道路改良

阪急芦屋川
右岸線 バス停車帯拡幅工事完成

昭和57年度 防潮堤線 既設区間から江尻川の間215.5mを整備

昭和58年度 生活道路 楠町の国道2号から国鉄までの区間約150mに
緑地帯を設け、市民の憩いの場として環境改善

昭和59年度
生活道路 江尻川周辺環境整備事業がほぼ完了
芦屋川右岸線 国道2号から月若橋までの道路改良

昭和62年度 鳴尾御影線 開通
平成03年度 駅前広場西線 道路舗装工事
平成09年度 川西線 JR芦屋第3跨線橋「白橋」の架け替え工事完成

平成10年度
芦屋中央線 JR神戸線との立体交差工事が完成、10月

10日供用開始
山手幹線 東工区事業着手

平成11年度 山手幹線 約70％の用地買収

平成12年度
川西線 JR神戸線以北の道路整備工事完成
狭隘道路整備 道路拡幅整備5件、用地取得1件、助成金交付2件

平成13年度 狭隘道路整備 道路拡幅3件、助成金交付7件

平成14年度
南芦屋浜地区 幹線道路約120mを供用開始
狭隘道路整備 道路拡幅整備4件、助成金交付4件

平成15年度 山手幹線 用地取得約93％

平成16年度
狭隘道路整備 整備工事6件および、支障物件除去助成等8件

南芦屋浜地区 陽光涼風線、涼風線、涼風南浜線の延長
692mを整備
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街
路
の
整
備　
　

各
年
度
の
「
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
」
で
記
述
さ

れ
て
い
る
広
域
幹
線
道
路
以
外
の
街
路
整
備
に
関
す
る
事
項
を
ま
と
め
た

の
が
4
‐
21
で
あ
る
。
用
地
買
収
を
伴
う
道
路
拡
幅
な
ど
の
整
備
は
容
易

で
は
な
く
、
長
期
間
を
要
す
る
も
の
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
道
路
整
備

の
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、「
主
要
施
策
の
成
果
報
告
」

に
あ
げ
ら
れ
る
項
目
に
よ
っ
て
、
重
点
を
お
か
れ
て
い
た
整
備
内
容
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
舗
装
、
植
樹
帯
、
自
転
車
道
、
緑
地
帯

の
整
備
、
バ
ス
停
車
帯
、
生
活
道
路
、
狭
隘
道
路
整
備
と
い
っ
た
言
葉
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

公
共
駐
車
場　
　

公
共
駐
車
場
と
し
て
J
R
芦
屋
駅
駐
車
場
が
整
備

さ
れ
た
。
七
〇
〇
台
を
収
容
可
能
で
あ
り
、
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
十

月
に
一
部
が
完
成
し
供
用
開
始
さ
れ
た
。J
R
芦
屋
駅
駐
車
場
の
一
日
平

均
利
用
台
数
は
4
‐
22
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
平
成
八
年
十
月
に
供
用

開
始
さ
れ
て
か
ら
利
用
は
減
少
し
て
き
た
が
、
平
成
十
二
年
を
境
に
増
加

に
転
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

二
輪
車
交
通　
　

気
軽
に
利
用
で
き
る
自
転
車
は
、
鉄
道
を
利
用
す
る

480
461

421 402 401 413

503
546

581

0

100

200

300

400

500

600

700

H8　　　　9　　　　10　　　　11　　　　12　　　　13　　　　14　　　　15　　　　16

4-22　JR 芦屋駅駐車場の日平均利用台数　（資料）「市事務報告書」
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際
の
駅
ま
で
の
端
末
交
通
手
段
と
し
て
便
利
で
あ
る
。
し
か
し
通
勤
・
通
学
を
目
的
と
す
る
場
合
は
出
勤
・
登
校
時
か
ら
帰
宅
時
ま

で
駅
周
辺
に
自
転
車
を
置
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
駐
輪
場
す
な
わ
ち
自
転
車
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
自
転

車
の
利
用
が
控
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
駅
周
辺
に
多
数
の
放
置
自
転
車
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
放
置
自
転
車
は
景
観
を
害
す

る
だ
け
で
な
く
歩
行
者
の
安
全
を
も
脅
か
す
こ
と
に
な
る
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
と
っ
て
は
特
に
危
険
な
存
在
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
放
置
自
転
車
問
題
に
対
し
、
平
成
元
年
四
月
一
日
に
「
芦
屋
市
自
転
車
駐
車
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
」、「
芦
屋
市
自
転
車
等
の
駐
車
秩
序
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
た
。
駐
輪
場
（
自
転
車
駐
車
場
）
は
4
‐
23
に
示
す
よ
う
に

整
備
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
自
転
車
・
原
動
機
付
自
転
車
放
置

禁
止
区
域
も
平
成
元
年
五
月
一
日
に
阪
神
打
出
駅
周
辺
、
平
成
二
年
四
月
一

日
に
阪
急
芦
屋
川
駅
周
辺
、
同
九
月
一
日
に
阪
神
芦
屋
駅
西
周
辺
、
平
成
五

年
八
月
一
日
J
R
芦
屋
駅
南
周
辺
、
平
成
六
年
十
一
月
一
日
に
J
R
芦
屋

駅
北
周
辺
に
お
い
て
指
定
さ
れ
た
。

　

平
成
四
年
度
か
ら
十
四
年
度
に
お
け
る
駅
周
辺
へ
集
中
す
る
自
転
車
な

ど
の
台
数
は
4
‐
24
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
平
成
七
年
度
に
急
増
し
て

い
る
の
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。
乗
降
客
数
が
多

い
J
R
芦
屋
駅
に
お
け
る
集
中
台
数
が
最
も
多
く
、
阪
神
芦
屋
駅
が
そ
の

次
に
多
い
。
駅
南
側
の
自
転
車
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
た
平
成
十
一
年
度
以
降

4-23　自転車駐車場の整備
（資料）都市環境部道路課

年　　度 駐輪場整備箇所 収容台数
昭和63年 阪急芦屋川駅北自転車駐車場 594
平成元年 阪神打出駅前自転車駐車場 461

平成02年
阪神芦屋駅西自転車駐車場 556
月若公園自転車駐車場 86
松ノ内自転車駐車場 223

平成05年 芦屋モータープール駐輪駐車場 1280

平成06年
阪神芦屋駅南自転車駐車場 1272
JR 芦屋駅北自転車駐車場 1316

平成09年 モンテメール駐車場 460

平成10年
JR 芦屋駅南自転車駐車場 1 141
JR 芦屋駅南自転車駐車場 2 132

平成18年 JR 芦屋駅南自転車駐車場 3 400
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に
J
R
芦
屋
駅
周
辺

へ
の
集
中
台
数
が
増
加

傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
一
方
、
駅
周
辺

へ
集
中
す
る
自
転
車
な

ど
を
駐
車
場
所
で
分
類

し
た
の
が
4
‐
25
で
あ

る
。
こ
の
図
か
ら
は
震

災
直
後
を
除
け
ば
自
転

車
駐
車
場
に
置
か
れ
る

自
転
車
が
増
加
し
、
放

置
さ
れ
る
割
合
が
減
少

し
て
き
た
こ
と
が
わ
か

り
、
自
転
車
駐
車
場
の

整
備
が
効
果
を
あ
げ
て

い
る
と
い
え
る
。
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7,000
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H4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　9　　　10　　　11　　　12　　　13　　　14
（年度）

駅
周
辺
集
中
台
数
（
台
）

打出駅 阪神芦屋駅 阪急芦屋川駅 JR芦屋駅

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

H4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　9　　　10　　　11　　　12　　　13　　　14
（年度）

二
輪
車
台
数
（
台
）

自転車駐車場内 買い物客自転車置き場 駅周辺放置自転車等

（上）4-24　駅周辺自転車等集中台数
（下）4-25　駅周辺における自転車等の駐車場所
（資料）「駅周辺自転車等集中台数比較表」都市環境部道路課
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交
通
安
全　
　

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
伴
っ
て
交
通
事
故
が

増
加
し
、「
交
通
戦
争
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
た
。
4
‐
26
に
死
傷
者
数

と
と
も
に
示
す
よ
う
に
、
本
市
内
に
お
け
る
交
通
事
故
は
昭
和
四
十
年
に

は
五
九
五
件
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
四
年
の
一
五
三
八
件
ま
で
増
加
を

続
け
た
。
そ
の
後
は
減
少
に
転
じ
、
昭
和
五
十
二
年
に
は
七
四
五
件
に
半

減
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら
は
再
び
増
加
を
続
け
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
あ
っ
た
平
成
七
年
に
は
二
九
一
八
件
と
最
多
を
記
録
し

た
。
近
年
は
二
三
〇
〇
件
前
後
と
な
っ
て
い
る
。

　

負
傷
者
数
に
関
し
て
も
事
故
件
数
と
同
様
の
傾
向
が
示
さ
れ
て
お
り
、

昭
和
四
十
四
年
の
九
五
九
人
が
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
昭
和
四
十
四

年
は
昭
和
四
十
年
と
並
び
、
死
者
数
も
一
一
人
で
最
多
で
あ
る
。
負
傷

者
数
は
昭
和
五
十
三
年
以
降
に
も
増
加
が
み
ら
れ
る
が
、
事
故
件
数
と
比

較
す
れ
ば
緩
や
か
な
増
加
で
あ
り
、
六
〇
〇
か
ら
七
〇
〇
人
前
後
で
推
移

し
て
い
る
。
こ
の
結
果
と
し
て
、
昭
和
四
十
四
年
に
は
交
通
事
故
一
件
あ

た
り
の
負
傷
者
数
が
〇
・
六
二
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
十
六
年
に
は

〇
・
二
六
人
の
負
傷
者
が
出
て
お
り
、
一
件
あ
た
り
の
負
傷
者
数
は
減
少

116
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4-26　本市内の交通事故件数（物損を含む）および死傷者数
（資料）「兵庫県警　交通年鑑」
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し
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
間
の
動
向
を
全
国
と
比
較
し
た
の

が
4
‐
27
で
あ
る
。
本
市
と
全
国
と
は
負

傷
者
数
と
死
者
数
の
大
ま
か
な
変
化
に
関

し
て
大
差
な
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、
本

市
に
お
け
る
事
故
件
数
は
大
き
く
増
加
し

て
い
る
。
昭
和
四
十
年
を
基
準
と
し
て
平

成
十
八
年
の
事
故
件
数
を
み
る
と
、
全
国

は
一
五
六
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
本
市
で

は
二
一
〇
％
で
あ
り
、
そ
の
差
は
顕
著
で

あ
る
。
こ
れ
は
市
内
に
お
け
る
物
損
事
故

の
増
加
が
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
4
‐
28
の
よ
う
に
、
事
故
件
数
の

内
訳
が
こ
の
間
に
お
い
て
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
交
通
事
故
の
増
加
に
対
し
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事
故
件
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・
死
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数
・
負
傷
者
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比
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昭
和
40
年
を
1
0
0
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全国事故件数 全国負傷者数 全国死者数
芦屋市事故件数 芦屋市負傷者数 芦屋市死者数

交通事故件数

物損事故

平成18年

人身事故

昭和40年

279
316

586

1,654

（上）4-27　本市内および全国の交通事故件数・死者数・負傷者数
（下）4-28　本市における交通事故件数の内訳
（資料）「兵庫県警　交通年鑑」
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て
昭
和
四
十
年
度
か
ら
は
安
全
都
市
推
進
協
議
会
で
防
犯
と
と
も
に
交
通
安
全
運
動

が
行
な
わ
れ
た
。
さ
ら
に
交
通
安
全
対
策
と
し
て
歩
道
新
設
舗
装
工
事
、
歩
道
橋
増

設
工
事
、
踏
切
構
造
改
良
工
事
、
防
護
柵
設
置
工
事
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

　

歩
道
の
新
設
な
ど
は
継
続
し
て
実
施
さ
れ
た
が
、
昭
和
五
十
年
度
に
は
公
益
灯

（
街
灯
）
の
新
設
・
改
修
や
身
体
障
が
い
者
対
策
と
し
て
の
歩
道
段
差
切
下
げ
工
事

が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
街
路
に
お
い
て
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
考
え
方
が

導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
で
あ
る
。
昭
和
五
十
六
年
度
に
は
山
手
線
（
東
山

町
地
内
）
の
歩
道
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
五
十
七
年
度
に
は
、
市
道
一
四
六
号
線
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
（
打
出
小
槌

町
地
内
の
図
書
館
前
道
路
で
、
国
道
二
号
か
ら
鳴
尾
御
影
線
の
間
）
が
整
備
さ
れ

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
は
歩
車
共
存
道
路
と
も
よ
ば
れ
、
歩
車
道
の
形
態
を
多
様
化
す
る
こ
と
に
よ
り
自
動
車
交
通
量
と
速
度
を

抑
制
し
、
歩
行
者
の
安
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
歩
行
者
優
先
道
路
で
あ
る
（
4
‐
29
）。
こ
れ
は
ま
た
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
の
環
境
改
善
に
も
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
． 

公
共
交
通

　

鉄
道　
　

本
市
内
に
駅
を
持
つ
鉄
道
は
J
R
神
戸
線
、
阪
急
神
戸
線
、
阪
神
本
線
で
あ
り
、
J
R
に
は
芦
屋
駅
、
阪
急
に
は
芦

4-29　コミュニティ道路（打出小槌町）
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屋
川
駅
、
阪
神
に
は
打
出
駅
、
芦
屋
駅
の
計
四
駅
が
あ
る
。
国
道
二
号
に
は
阪
神

電
鉄
国
道
線
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
十
七
日
に
芦
屋
市
内
を
含
む
上

甲
子
園
～
西
灘
間
が
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
各
駅
停
車
以
外
の
種
別
の

電
車
が
停
車
す
る
の
は
J
R
芦
屋
駅
と
阪
神
芦
屋
駅
で
あ
り
、
時
間
短
縮
な
ど

サ
ー
ビ
ス
の
変
化
が
著
し
か
っ
た
の
は
民
営
化
後
の
J
R
で
あ
っ
た
。

　

国
鉄
時
代
の
東
海
道
本
線
に
新
快
速
が
設
け
ら
れ
た
時
、
大
阪
‐
三
ノ
宮
間
の

途
中
駅
に
は
停
車
し
な
か
っ
た
た
め
、
新
快
速
は
本
市
民
が
利
用
で
き
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
昭
和
六
十
二
年
四
月
に
J
R
西
日
本
が
発
足
し
て
以
降
は
ダ
イ

ヤ
改
正
が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
二
年
三
月
、
芦
屋
駅
に
新
快

速
が
停
車
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
本
市
か
ら
大
阪
・
神
戸
へ
の
鉄
道
の
利

便
性
を
代
表
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
新
快
速
の
運
転
を
中
心
に
国
鉄
・
J
R

の
主
要
な
ダ
イ
ヤ
改
正
を
ま
と
め
る
と
、
4
‐
30
の
よ
う
に
な
る
。

　

公
共
交
通
は
す
べ
て
の
人
々
が
等
し
く
利
用
可
能
な
交
通
機
関
で
あ
り
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
に
と
っ
て
も
公
共
交
通
は
貴
重
な
移
動
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
既
存
の
鉄
道
駅
は
こ
れ
ら
の
利
用
者
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
が
な
さ
れ
て

い
た
と
は
い
え
ず
、
必
ず
し
も
使
い
や
す
い
駅
施
設
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た

4-30　JR のダイヤ改正

年月日 ダイヤ改正内容
昭和45年10月1日 新快速運転開始（芦屋駅通過）

昭和61年11月1日 新快速が急行線（外側線）に移り時間短縮（大阪－三ノ宮間 23 分）、各
駅停車増発（日中における吹田－甲子園口の運行が高槻－神戸間に拡大）

平成元年3月11日 朝の通勤時間帯に新快速運転開始
平成2年3月10日 昼間時に芦屋駅に新快速停車、115km/h 運転
平成3年3月16日 新快速、日中 120km/h 運転
平成7年4月1日 新快速、朝の通勤時間帯に 8 分間隔運転

平成7年9月1日 平日の朝夕の通勤時間帯を除いて新快速が芦屋駅に終日停車平日の夕
方のラッシュ時に新快速 7.5 分間隔運転

平成9年3月8日 JR 東西線が開通、各駅停車が学研都市線に直通、新快速が尼崎に停車
平成9年9月1日 早朝・深夜に新快速を増発
平成11年5月10日 新快速、朝ラッシュ時のみ 130km/h 運転
平成12年3月11日 新快速、終日130km/h 運転
平成15年12月1日 新快速、終日芦屋駅に停車
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め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
阪
急
芦
屋

川
駅
に
は
平
成
五
年
四
月
お
よ
び
平
成
六
年
三
月
に
上
り
ホ
ー
ム
と
下
り
ホ
ー
ム

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
平
成
十
年
三
月
に
は
J
R
芦
屋
駅
南
口
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
一
基
が
設
置
さ
れ
、
平
成
十
一
年
八
月
に
は
J
R
芦
屋
駅
構
内

の
改
札
口
か
ら
上
り
・
下
り
ホ
ー
ム
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
平
成
十
九
年
四
月
に
阪
神
打
出
駅
、
平
成
二
十
年
四
月
に
阪
神
芦
屋
駅
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。

　

本
市
内
の
鉄
道
駅
に
お
け
る
乗
降
客
数
の
推
移
は
4
‐
31
に
示
す
と
お
り
で
あ

る
。
国
鉄
は
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
に
民
営
化
さ
れ
て
J
R
西
日
本
が
発
足

し
た
が
、
J
R
芦
屋
駅
に
な
っ
て
か
ら
は
乗
降
客
数
の
伸
び
は
著
し
い
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
直
後
に
は
一
時
的
な
増
加
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
除
い
て
も
国
鉄
時

代
の
一
日
約
四
万
人
が
平
成
十
七
年
度
に
は
約
六
万
人
近
く
に
ま
で
な
っ
て
い

る
。
平
成
二
年
に
新
快
速
が
昼
間
時
に
芦
屋
駅
に
停
車
す
る
よ
う
に
な
り
、
平
成

七
年
に
は
平
日
朝
夕
以
外
は
終
日
停
車
、
平
成
十
五
年
に
終
日
停
車
と
な
る
に
し

た
が
っ
て
J
R
芦
屋
駅
の
乗
降
客
数
は
増
加
し
た
と
い
え
る
。
そ
の
影
響
を
受

け
た
阪
神
、
阪
急
は
そ
れ
以
前
の
乗
降
客
数
が
一
日
三
万
人
前
後
で
あ
っ
た
も
の

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

年度

国鉄芦屋／JR芦屋 阪急芦屋川 阪神芦屋 阪神打出

乗
降
客
数
（
人
）

S40  42　44　46　48　50　52　54　56　58　60　62　H元　3　　5　　7　　9 　11　13　15　17

4-31　鉄道駅乗降客数　（資料）都市環境部環境課
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が
二
万
人
前
後
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
年
か
ら
平
成
十
七
年
の
間
に

市
内
に
お
け
る
鉄
道
駅
の
利
用
構
造
は
大
き
く
変
化
し
た
と
い
え
る
。
な
お
、
阪

神
打
出
駅
の
乗
降
客
数
に
は
大
き
な
変
化
は
な
い
。

　

バ
ス　
　

本
市
内
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
は
阪
急
バ
ス
に
よ
る
芦
屋
市
内
線
お

よ
び
芦
屋
有
馬
線
、
阪
神
バ
ス
に
よ
る
尼
崎
芦
屋
線
と
西
宮
神
戸
線
が
あ
る
。
芦

屋
市
内
線
に
お
い
て
は
経
由
地
点
の
相
違
や
起
終
点
の
違
い
に
よ
っ
て
多
く
の
系

統
に
分
か
れ
て
い
る
。
バ
ス
に
対
す
る
需
要
の
多
く
は
鉄
道
利
用
者
が
駅
ま
で
の

ア
ク
セ
ス
と
し
て
用
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
内
の
各
地
域
か
ら
阪
神
芦

屋
駅
、
J
R
芦
屋
駅
、
阪
急
芦
屋
川
駅
の
そ
れ
ぞ
れ
を
結
ぶ
よ
う
に
意
図
さ
れ
た

路
線
と
な
っ
て
い
る
。

　

バ
ス
に
お
い
て
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
都
市
部
に

お
い
て
は
低
床
式
の
バ
ス
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

平
成
十
二
年
度
に
は
市
は
阪
急
バ
ス
に
対
し
て
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
購
入
経
費

の
一
部
を
補
助
し
た
。

　

シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
線
を
含
む
芦
屋
市
内
線
お
よ
び
芦
屋
有
馬
線
の
輸
送
人
員

は
4
‐
32
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
芦
屋
市
内
線
の
輸
送
人
員
は
昭
和
五
十
一
年
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4-32　芦屋市内線、芦屋有馬線の輸送人員と走行キロ
（資料）阪急バス株式会社より提供
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を
境
に
増
加
に
転
じ
た
が
、
平
成
四
年
以
降
は
再
び
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
間
に
バ
ス
走
行
キ
ロ
は
増
や
さ
れ
て
お
り
、
走
行

キ
ロ
あ
た
り
の
輸
送
人
員
の
数
値
は
減
少
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
四
年
に
は
走
行
キ
ロ
あ
た
り
九
・
四
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成

十
六
年
に
は
走
行
キ
ロ
あ
た
り
三
・
六
人
に
ま
で
低
下
し
て
お
り
、
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
上
で
の
課
題
が
生
じ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
芦
屋
有
馬
線
に
お
い
て
も
輸
送
人
員
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
芦
屋
市
内
線
ほ
ど
の
大
き
な
変
化
で
は
な
い
。

　
　

第
五
節　

住
環
境
を
守
り
育
て
る

一
． 

開
発
指
導
か
ら
ま
ち
づ
く
り
条
例
へ

　

良
好
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
民
間
開
発
の
誘
導　
　

埋
立
地
の
開
発
を
残
し
、
高
度
成
長
期
の
宅
地
需
要
に
対
応
す
る
市
域
で
の

市
街
地
整
備
が
一
段
落
し
始
め
た
頃
、「
緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」（
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年
）
が
制
定
さ
れ

た
。
こ
の
条
例
で
は
、
市
民
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
の
た
め
、
環
境
美
の
維
持
向
上
と
総
合
計
画
の
基
盤
と
な
る
良
好
な
生
活
空

間
の
創
造
を
目
的
（
第
一
条
）
と
し
、
緑
の
ま
ち
づ
く
り
、
清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
基
本
を
決
め

て
い
る
。

　

緑
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
庭
の
植
栽
な
ど
市
民
の
緑
化
義
務
を
示
す
と
と
も
に
、
緑
化
推
進
区
域
、
緑
の
保
全
地
域
、
保
護
樹
・

保
護
樹
林
の
指
定
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。
清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
環
境
美
化
を
目
標
に
、
人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
で
ゴ
ミ
の
投
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棄
を
さ
せ
な
い
措
置
、
空
地
の
適
正
な
管
理
、
不
法
投
棄
の
禁
止
な
ど
を
決
め
て
い
る
。
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
騒
音
・
日

照
障
害
・
ペ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
近
隣
へ
の
迷
惑
行
為
の
防
止
を
求
め
て
い
る
。
環
境
美
は
、
自
然
と
先
人
の
努
力
の
集
積
に
よ
り
形

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
自
然
と
人
間
の
新
た
な
調
和
に
よ
る
美
し
い
環
境
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
こ
の
条
例

は
、
当
初
、
三
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
を
示
す
包
括
的
内
容
の
条
例
で
あ
っ
た
が
、
平
成
十
一
年
に
全
面
改
正
さ
れ
、
地
球
環
境

問
題
、
公
害
対
策
、
自
然
・
生
物
の
保
護
な
ど
、
環
境
施
策
に
重
点
を
お
い
た
内
容
と
な
っ
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
に
は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
宅
地
開
発
に
対
し
て
、
宅
地
開
発
に
伴
う
公
共
施
設
整
備
と
良
好
な
都
市
環
境
の
形

成
を
求
め
る
「
芦
屋
市
宅
地
開
発
等
指
導
要
綱
」（
昭
和
四
十
九
年
）、
良
質
な
住
環
境
形
成
の
た
め
の
「
芦
屋
市
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
指
導
要
綱
」（
昭
和
五
十
三
年
）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　

芦
屋
市
宅
地
開
発
等
指
導
要
綱
で
は
、
居
住
空
間
を
守
り
、
採
光
・
通
風
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
の
保
護
の
た
め
、
行
政
指
導
に

よ
り
、
宅
地
規
模
基
準
と
公
共
施
設
整
備
の
合
理
的
負
担
を
事
業
者
に
求
め
る
と
と
も
に
、
地
域
で
の
事
前
協
議
や
事
前
に
開
発
計

画
の
内
容
を
知
ら
せ
る
標
識
の
設
置
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

芦
屋
市
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
指
導
要
綱
で
は
、
建
築
行
為
に
お
け
る
隣
接
地
か
ら
の
外
壁
後
退
（
〇
・
七
メ
ー
ト
ル

以
上
）、
分
筆
に
お
け
る
敷
地
面
積
規
制
（
第
一
種
住
専
一
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
第
二
種
住
専
一
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）、
駐
車
場

付
置
義
務
（
集
合
住
宅
の
場
合
二
戸
に
一
台
以
上
）
な
ど
の
開
発
基
準
を
決
め
る
と
と
も
に
、
近
隣
協
議
（
共
同
住
宅
な
ど
の
建
設

時
に
は
近
隣
と
協
議
す
る
こ
と
）
や
事
前
公
開
制
度
を
位
置
づ
け
、
開
発
が
周
辺
地
域
住
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
を
求
め
た
。

　

こ
の
ほ
か
「
芦
屋
市
日
照
障
害
等
の
防
止
に
関
す
る
指
導
要
綱
」（
昭
和
四
十
九
年
）
を
定
め
、
早
く
か
ら
日
照
保
護
を
図
っ
て
き
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て
い
る
。
こ
の
要
綱
は
、
中
高
層
建
築
物
の
み
で
な
く
低
層
建
築
物
も
規
制
対
象
と
し
、
日
影
に
よ
る
規
制
と
し
て
建
築
基
準
法
改

正
の
趣
旨
に
沿
っ
た
基
準
値
な
ど
を
採
用
し
、
ま
た
、
木
造
低
層
住
宅
に
お
い
て
も
敷
地
内
で
日
照
を
担
保
す
る
義
務
を
精
神
規
定

と
し
て
位
置
づ
け
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
日
影
規
制
の
法
制
化
（
昭
和
五
十
三
年
）
に
よ
り
要
綱
は
廃
止
さ
れ
、
法
定
の
日
影

規
制
に
移
行
し
た
が
、
敷
地
境
界
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
に
は
規
制
が
か
か
ら
な
い
こ
と
や
複
数
の
敷
地
の
建
築
物
に
よ
る
複
合
日

影
に
つ
い
て
の
規
制
が
な
い
こ
と
が
、
現
在
、
住
環
境
に
関
す
る
紛
争
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
開
発
に
相
隣
関
係
へ
の
配
慮
を
求
め
、
早
く
か
ら
、
地
域
の
自
然
と
呼
応
す
る
個
々
の
敷
地
で
の
住
ま
い
づ
く
り
が

住
宅
都
市
の
質
を
決
め
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
く
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
き
た
。

　

要
綱
か
ら
ま
ち
づ
く
り
条
例
へ　
　

こ
の
よ
う
に
一
九
七
〇
年
代
か
ら
指
導
要
綱
に
よ
り
、
積
極
的
に
開
発
協
議
を
行
な
っ
て
き

た
が
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
の
行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
い
手
続
き
の
透
明
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、

芦
屋
市
宅
地
開
発
等
指
導
要
綱
と
芦
屋
市
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
指
導
要
綱
を
一
本
化
し
、「
芦
屋
市
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
と
し
て
条
例
化
（
平
成
十
二
年
）
し
た
。

　

こ
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
お
い
て
は
、
特
に
共
同
住
宅
の
計
画
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
要
綱
の
規
定
で
あ
っ
た
接
道
要
件
に
対
応
す

る
道
路
整
備
、
戸
数
に
応
じ
た
公
園
整
備
や
駐
車
場
・
駐
輪
場
の
付
置
、
外
壁
の
後
退
距
離
、
緑
地
保
全
や
ゴ
ミ
置
き
場
な
ど
の
基

準
を
定
め
、
あ
わ
せ
て
最
低
敷
地
面
積
を
新
た
に
規
定
し
た
。

　

ま
た
、
民
間
確
認
機
関
に
よ
る
建
築
確
認
（
平
成
十
年
よ
り
）
が
増
加
し
て
い
る
が
、
市
の
要
綱
お
よ
び
条
例
の
規
定
に
基
づ
く

建
築
確
認
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
確
認
機
関
へ
の
規
定
の
周
知
な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
き
て
い
る
。
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こ
う
し
た
独
自
の
規
定
に
よ
り
、
本
市
ら
し
い
住
環
境
の
形
成
を
図
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
敷
地
間
の
関
係
性
が
現
れ
る
相
隣

環
境
や
ま
ち
な
み
な
ど
に
つ
い
て
は
、
個
別
敷
地
単
位
を
基
本
と
す
る
建
築
行
為
の
基
準
で
は
十
分
誘
導
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ

れ
が
共
同
住
宅
建
設
に
伴
う
紛
争
と
な
っ
て
現
れ
て
き
た
。
住
宅
着
工
統
計
に
よ
る
と
、
震
災
直
後
か
ら
平
成
十
二
年
、
十
三
年
ま

で
は
、
年
間
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
戸
数
が
七
〇
〇
戸
程
度
と
戸
建
住
宅
戸
数
の
約
二
倍
が
供
給
さ
れ
た
が
、
近
年
は
、
年
度
に

よ
る
ば
ら
つ
き
も
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
同
程
度
の
戸
数
と
な
り
年
間
約
三
〇
〇
戸
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
ち
づ

く
り
条
例
施
行
後
、
平
成
十
六
年
度
ま
で
の
五
年
間
で
戸
数
五
以
上
の
共
同
住
宅
は
九
八
件
計
画
申
請
が
あ
り
、
う
ち
一
〇
件
で
紛

争
調
停
が
行
な
わ
れ
た
。

　

共
同
住
宅
と
共
存
す
る
仕
組
み
づ
く
り　
　

も
と
も
と
、
主
に
戸
建
住
宅
に
よ
る
低
層
の
落
ち
つ
い
た
市
街
地
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
建
物
規
模
や
暮
ら
し
方
が
異
な
る
共
同
住
宅
の
建
設
に
伴
う
紛
争
が
起
こ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
紛
争
に
は
大
き
く
二
タ
イ
プ

が
み
ら
れ
る
。

　

一
つ
は
共
同
住
宅
の
建
て
方
に
よ
る
住
環
境
阻
害
で
あ
り
、
違
法
で
は
な
い
が
周
辺
の
住
環
境
へ
の
配
慮
が
な
い
経
済
合
理
性
に

基
づ
く
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
が
、
圧
迫
感
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
日
照
・
通
風
の
阻
害
、
緑
化
や
ま
ち
な
み
な
ど
周
辺
環
境
と
の
不

調
和
を
発
生
さ
せ
、
近
隣
住
民
と
の
間
で
紛
争
を
起
こ
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
居
住
者
の
住
環

境
に
関
す
る
価
値
観
の
違
い
な
ど
に
起
因
す
る
も
の
が
あ
る
。
ゴ
ミ
出
し
な
ど
の
生
活
作
法
へ
の
懸
念
や
居
住
者
が
短
期
で
入
れ
替

わ
る
こ
と
へ
の
不
安
に
基
づ
く
紛
争
が
発
生
す
る
。

　

本
市
で
は
高
度
地
区
の
指
定
に
よ
り
、
国
道
二
号
・
四
三
号
の
沿
道
お
よ
び
商
業
地
域
以
外
で
は
、
一
〇
メ
ー
ト
ル
ま
た
は
一
五
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メ
ー
ト
ル
の
高
さ
規
制
が
あ
る
た
め
、
五
階
を
超
え
る
よ
う
な
高
層
の
建
物
が
建
つ
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
共
同
住
宅
の
場

合
、
同
じ
容
積
率
規
制
で
あ
っ
て
も
ほ
か
の
用
途
の
建
物
と
比
べ
て
大
規
模
化
し
や
す
い
。
特
に
震
災
後
に
共
同
住
宅
が
増
加
し
、

相
隣
関
係
の
問
題
が
紛
争
と
し
て
顕
在
化
し
た
こ
と
か
ら
、
緊
急
に
対
応
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
平
成
十
八
年
に
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
条
例
の
改
正
を
行
な
い
、
開
発
規
制
を
強
化
し
た
。

　

改
正
で
は
、
ま
ず
相
隣
関
係
に
お
け
る
問
題
発
生
を
で
き
る
だ
け
回
避
す
る
よ
う
に
、
隣
接
地
間
に
空
地
を
確
保
し
、
壁
面
の
圧

迫
感
な
ど
を
抑
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
窓
先
空
地
の
確
保
と
敷
地
境
界
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
以
内
の
緑
地
を
割
り
増
し
評
価
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
窓
先
空
地
と
は
、
道
路
に
直
接
面
し
な
い
窓
先
に
確
保
す
る
空
地
（
幅
・
奥
行
二
メ
ー
ト
ル
以
上
）
の
こ
と
で
あ

り
、
窓
先
空
地
は
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
幅
の
あ
る
空
地
で
道
路
や
公
園
な
ど
と
つ
な
ぐ
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
敷

地
面
積
に
対
す
る
緑
化
率
（
低
層
住
居
専
用
地
域
で
は
敷
地
面
積
の
三
〇
％
以
上
、
第
一
・
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
、
住
居
地

域
で
は
二
〇
％
以
上
）
や
植
栽
本
数
な
ど
の
緑
化
基
準
を
高
め
、
緑
豊
か
な
景
観
や
生
活
環
境
の
形
成
を
図
っ
て
い
る
。
居
住
環
境

に
貢
献
す
る
緑
を
評
価
す
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
観
点
か
ら
は
、
規
模
が
小
さ
く
て
も
公

園
整
備
協
力
金
に
代
え
る
の
で
は
な
く
、
可
能
な
限
り
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
開
発
公
園
の
整
備
を
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
規
模
開
発
を
行
な
う
敷
地
の
前
面
だ
け
を
道
路
拡
幅
す
る
の
で
は
な
く
、
敷
地
が
交
差
点
に
接
し
な
い
場
合
は
最
寄
り

の
交
差
点
ま
で
必
要
な
道
路
幅
員
を
確
保
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
街
区
内
部
で
の
共
同
住
宅
の
開
発
が
困
難
に
な

る
こ
と
か
ら
、
あ
る
種
の
立
地
規
制
と
も
い
え
る
。

　

改
正
は
直
接
的
に
は
近
隣
調
整
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
基
準
は
、
立
地
や
敷
地
内
の
建
物
の
配
置
を
規
制
し
、
敷
き
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際
の
緑
化
を
促
進
す
る
な
ど
、
ま
ち
の
景
観
形
成
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
住
宅
地
環
境
は
景
観
に
現
れ
る
。

二
． 
都
市
景
観
の
保
全
・
形
成
と
景
観
ま
ち
づ
く
り

　

大
規
模
建
築
物
の
景
観
協
議　
　

本
市
の
大
規
模
建
築
物
の
届
出
制
で
は
、
専
門
家
、
行
政
、
事
業
者
、
設
計
者
が
計
画
に
つ
い

て
検
討
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
に
特
徴
が
あ
る
。
条
例
に
よ
り
大
規
模
建
築
物
な
ど
の
届
出
を
義
務
づ
け
、
特
に
周
辺
へ
の
影
響

の
大
き
い
計
画
に
つ
い
て
は
、
建
築
確
認
申
請
に
先
立
ち
、
開
発
協
議
と
並
行
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
を
開
催
し
、
大
規
模
建

築
物
等
指
導
基
準
に
基
づ
く
指
導
・
助
言
が
行
な
わ
れ
る
。
大
部
分
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
対
象
と
な
っ
た
。

　

平
成
八
（
一
九
九
六
）
か
ら
十
六
年
度
ま
で
に
建
築
確
認
申
請
が
出
さ
れ
た
共
同
住
宅
は
五
四
五
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
大
規
模
建

築
物
の
届
出
制
の
対
象
と
な
っ
た
の
が
二
二
五
件
、
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
に
お
け
る
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
一
一
六
件
で

確
認
申
請
件
数
の
約
二
割
に
あ
た
る
。
敷
地
面
積
が
二
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
は
、
七
割
以
上
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
に
か

け
ら
れ
て
い
る
。

　

景
観
の
指
導
基
準
は
建
築
物
の
位
置
・
規
模
、
意
匠
、
材
料
、
色
彩
、
緑
化
、
駐
車
場
、
接
道
部
分
な
ど
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
示
し
て
は
い
る
が
定
性
的
な
基
準
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
あ
る
程
度
計
画
が
確
定
し
た
段
階
で
届
出
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
合
法
で
あ
る
建
築
計
画
に
対
し
て
、
よ
り
望
ま
し
い
景
観
形
成
に
向
け
て
の
指
導
を
行
な
っ
て
い
る

が
計
画
変
更
を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
た
め
、
必
ず
し
も
地
域
の
人
々
が
望
む
よ
う
な
協
議
調
整
が
十
分
で
き
る
と
は
い
え

な
い
。
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平
成
八
か
ら
十
六
年
ま
で
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
の
記
録
を
み
る
と
、
事
業
者
に
調
整
・
改
善
を
求
め
た
事
項
の
な
か
で
、
最

も
指
摘
頻
度
が
高
い
項
目
は
、
車
路
の
「
仕
上
げ
を
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
等
に
す
る
」（
二
六
・
七
％
）
だ
っ
た
。
駐
車
場
の
床
の

「
仕
上
げ
を
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
等
、
グ
レ
ー
ド
を
あ
げ
る
」（
一
七
・
二
％
）
と
い
う
指
摘
も
多
い
。
建
物
の
配
置
や
規
模
な
ど

の
計
画
変
更
が
難
し
い
な
か
、
通
り
か
ら
み
た
時
に
大
き
な
面
積
を
占
め
る
場
所
の
床
仕
上
げ
の
グ
レ
ー
ド
を
高
め
る
な
ど
、
可
能

で
効
果
的
な
調
整
を
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
敷
地
内
に
あ
る
既
存
の
「
植
栽
を
残
す
」（
二
三
・
三
％
）、「
塀
や
生
垣
を

残
す
」（
一
九
・
八
％
）
と
い
っ
た
指
摘
も
多
い
。
震
災
後
、
売
却
さ
れ
た
屋
敷
跡

で
の
開
発
が
増
加
し
、
地
域
イ
メ
ー
ジ
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
通

り
景
観
を
特
徴
づ
け
て
い
た
門
構
え
や
塀
、
生
垣
や
庭
の
樹
木
な
ど
の
資
源
を
残

す
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
継
承
の
た
め
保
全
を
求
め
て
も
、
経
済

性
か
ら
配
置
計
画
の
変
更
が
で
き
な
い
、
工
事
の
支
障
と
な
る
、
擁
壁
・
石
積
み

の
安
全
性
に
問
題
が
あ
る
な
ど
を
理
由
に
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い

（
4
‐
33
）。

　

景
観
ま
ち
づ
く
り　
　

震
災
後
、
景
観
条
例
の
運
用
が
始
ま
り
、
大
規
模
建
築

物
の
景
観
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
た
が
、
住
宅
の
再
建
に
よ
る
震
災
後
の
ま
ち
な
み

は
大
き
く
変
化
し
た
。
本
市
で
は
、
生
垣
助
成
の
交
付
限
度
を
工
事
費
の
二
分
の

4-33　残された石垣・生垣
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一
か
ら
三
分
の
二
に
拡
大
し
、
限
度
額
も
二
〇
万
か
ら
四
〇
万
円
に
し
、
復
興
初
期
の
緑
景
観
の
再
生
を
支
援
し
た
。
住
宅
都
市
で

は
、
個
々
の
住
ま
い
の
デ
ザ
イ
ン
が
景
観
の
質
を
左
右
す
る
。
震
災
か
ら
五
年
で
震
災
前
の
敷
地
の
五
割
で
建
物
が
建
て
変
わ
っ
て

い
る
。
住
ま
い
の
変
化
と
ま
ち
な
み
を
つ
な
ぐ
た
め
、
生
垣
助
成
の
拡
大
と
と
も
に
、
敷
き
際
（
敷
地
の
道
路
と
の
境
界
部
分
）
の

植
栽
や
門
構
え
、
カ
ー
ポ
ー
ト
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
工
夫
す
る
配
慮
集
「
ふ
た
た
び
緑
豊
か
な
美
し
い
芦
屋
の
景
観
を
め
ざ
し
て
」

を
作
成
し
配
布
し
た
。

　

庭
園
都
市
宣
言
（
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
）
は
、「
今
あ
る
自
然
を
大
切
に
守
り
育
て
、
人
と
緑
の
調
和
」
を
め
ざ
し
、「
花
と

緑
い
っ
ぱ
い
の
美
し
く
潤
い
の
あ
る
ま
ち
」
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
宣
言
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
震
災
後
、
五
年
で
半
分
の
人
口
が
入

れ
替
わ
り
（
住
民
基
本
台
帳
：
街
の
復
興
カ
ル
テ
）、
ま
ち
な
み
も
変
化
し
た
時
に
、
震
災
で
失
っ
た
緑
を
再
生
し
、
国
際
文
化
住

宅
都
市
の
緑
豊
か
な
美
し
い
姿
を
市
民
の
力
で
描
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

震
災
復
興
で
は
、
再
建
以
外
に
も
新
た
な
開
発
が
誘
発
さ
れ
た
。
世
代
交
代
な
ど
に
よ
り
土
地
が
流
動
化
し
た
。
国
の
重
要
文
化

財
指
定
の
あ
る
ヨ
ド
コ
ウ
迎
賓
館
（
旧
山
邑
邸
）
の
裏
山
の
開
発
計
画
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
裏
山
の
緑
が
消
え
れ
ば
邸
宅
の
風
景

は
な
く
な
る
。
裏
山
の
緑
を
守
る
た
め
、
必
要
な
土
地
の
取
得
を
実
施
し
た
。
迅
速
な
判
断
と
、
そ
れ
を
議
会
・
市
民
が
支
持
し
た

こ
と
が
住
宅
都
市
の
風
景
を
守
っ
た
（
第
五
章
第
四
節
参
照
）。
し
か
し
絵
に
も
描
か
れ
浜
手
の
風
景
を
特
徴
づ
け
る
景
観
資
源
で

あ
っ
た
洋
館
を
壊
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
に
す
る
開
発
計
画
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
芦
屋
川
の
風
景
を
彩
る
仏
教
会

館
は
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
道
路
拡
幅
区
間
に
位
置
し
て
い
た
が
、
曳
家
に
よ
り
保
全
さ
れ
た
（
第
五
章
第
四
節
参
照
）。
少

し
ず
つ
景
観
資
源
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
景
観
は
社
会
経
済
動
向
に
影
響
さ
れ
て
建
て
替
え
や
開
発
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
時

に
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
の
な
か
に
芦
屋
ら
し
さ
を
創
出
す
る
し
つ
ら
え
を
継
承
し
、
地
域
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
変
化
を
求
め
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
景
観
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
動
き
が
地
区
計
画
の
策
定
な
ど
に
発

展
し
て
い
っ
た
。

三
． 

地
区
レ
ベ
ル
の
ま
ち
づ
く
り
：
地
区
計
画

　

共
同
住
宅
と
共
存
す
る　
　

こ
れ
ま
で
本
市
の
都
市
環
境
は
、
住
民
そ
れ
ぞ
れ
が
暮
ら
し
の
作
法
を
守
る
暗
黙
の
規
範
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
た
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
と
の
近
隣
紛
争
な
ど
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
自
治
会
な
ど
地
域
レ
ベ
ル
で
生
活
環
境
を
守
り
育

て
る
た
め
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
各
地
で
地
区
計
画
が
策
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
活
動
に
よ
る
最
初
の

地
区
計
画
は
、
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
の
楠
町
西
地
区
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
ま
ち
づ
く
り
の
発
端
は
、
社
員
寮
跡
地
で
の
五
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画
（
平
成
十
二
年
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
地
域
の
人
々
は
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
設
立
（
平
成
十
三
年
）
し
、
低
層
の
落
ち
つ
い
た
住
宅
地
イ
メ
ー
ジ
の
保
全
を
目
的
に

ル
ー
ル
づ
く
り
の
議
論
を
始
め
た
。
そ
こ
で
の
主
な
論
点
は
、
高
さ
一
三
メ
ー
ト
ル
規
制
と
住
宅
以
外
の
用
途
規
制
の
考
え
方
で

あ
っ
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
へ
の
対
応
を
急
ぎ
つ
つ
集
中
的
な
議
論
に
よ
り
地
区
計
画
を
策
定
し
た
。
地
区
を
北
か
ら
中
低
層
住
宅

地
区
、
低
層
住
宅
地
区
、
国
道
二
号
沿
道
地
区
に
区
分
し
、
沿
道
地
区
以
外
は
建
物
高
さ
を
一
三
メ
ー
ト
ル
に
制
限
し
、
低
層
住
宅

地
区
で
は
住
宅
用
途
以
外
の
用
途
に
つ
い
て
細
か
く
制
限
し
て
い
る
。
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開
発
計
画
を
進
め
て
い
た
マ
ン
シ
ョ
ン
事
業
者
も
地
区
計
画
の
意
図
に
理
解
を
示
し
た
。
地
区
計
画
で
独
自
の
ル
ー
ル
を
決
め
て

も
、
建
物
高
さ
な
ど
の
数
値
基
準
は
建
築
条
例
（
芦
屋
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
）
に
よ
り

建
築
確
認
の
対
象
と
な
る
の
で
規
制
で
き
る
が
、
材
料
や
意
匠
な
ど
の
定
性
的
な
基
準
は
も
っ
と
き
ち
ん
と
対
応
し
な
い
と
機
能
し

な
い
と
い
う
声
が
で
て
い
る
。

　

平
成
二
十
年
ま
で
に
一
四
地
区
で
地
区
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
楠
町
西
地
区
の
よ
う
に
地
区
の
課
題

に
対
応
し
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
と
ル
ー
ル
を
決
め
る
「
ま
ち
づ
く
り
型
」
六
地
区
（
楠
町
西
、
業
平
、
若
宮
、
奥
池
、
奥
池
南
、
六

麓
荘
）、
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
内
で
の
「
建
築
協
定
か
ら
地
区
計
画
へ
の
移
行
型
」
五
地
区
（
潮
見
町
南
、
緑
町
西
、
新
浜
住
宅
、

浜
風
町
第
二
、
浜
風
南
）、
開
発
を
誘
導
す
る
た
め
に
市
が
決
定
し
た
「
計
画
先
行
型
」
二
地
区
（
南
芦
屋
浜
地
区
、
高
浜
南
地

区
）、
お
よ
び
山
手
幹
線
沿
道
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
応
す
る
「
公
共
整
備
連
動
型
」
一
地
区
（
松
ノ
内
町
）
で
あ
る
（
4
‐
34
）。
山

手
幹
線
沿
道
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
ご
と
に
順
次
、
地
区
計
画
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

地
区
レ
ベ
ル
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
何
か
き
っ
か
け
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
新
し
い
人
が
多
く
移
り
住
む
よ
う
に
な

る
と
、
地
区
計
画
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
は
地
域
の
人
々
が
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
成
り
立
ち
や
生
活
文
化
を
学
ぶ
プ
ロ
セ
ス
と

な
る
。
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特
徴
的
な
生
活
環
境
の
保
全
・
創
造　
　

ま
ち
づ
く
り
型
の
地
区
計
画
の
な
か
で
、
奥
池
・
奥
池
南
地
区
、
六
麓
荘
地
区
は
、
良

好
な
環
境
保
全
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
か
ら
開
発
さ
れ
た
六
麓
荘
は
、
当
初
か
ら
自
動
車
の
通
行
を
見
込
ん
で
道
路
幅
員
は
六
メ
ー
ト
ル
以

上
あ
り
、
ガ
ス
・
水
道
・
電
話
線
の
す
べ
て
を
道
路
地
下
に
埋
設
し
て
い
る
。
三
〇
〇
か
ら
三
五
〇
坪
く
ら
い
の
区
画
が
多
く
、

一
九
七
区
画
が
開
発
さ
れ
た
。
道
路
や
地
区
内
を
流
れ
る
水
路
や
そ
れ
に
架
か
る
橋
な
ど
も
地
区
の
共
用
施
設
で
あ
り
、
町
内
会
が

株
式
会
社
六
麓
荘
と
し
て
所
有
し
一
体
管
理
し
て
き
た
。
町
内
会
の
規
約
に
示
さ
れ
る
建
築
協
定
な
ど
に
よ
り
、
良
好
な
住
環
境
が

形
成
保
全
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
特
に
震
災
後
、
空
地
が
増
え
、
相
続
な
ど
に
よ
る
建
て
替
え
や
土
地
の
流
動
化
が
起
こ
り
、
町
内
会
に
よ
る
建
築
協
定

で
は
規
制
し
き
れ
な
い
状
況
が
発
生
し
た
。
緑
豊
か
な
住
環
境
を
保
全
し
て
い
く
た
め
に
は
法
的
根
拠
の
あ
る
ル
ー
ル
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
、
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
に
六
麓
荘
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
設
立
し
、
地
区
計
画
の
検
討
を
始
め
た
。
地
区
住
民

や
地
区
内
外
の
権
利
者
の
意
向
調
査
を
実
施
し
、
平
成
十
八
年
に
地
区
計
画
の
住
民
案
を
決
定
し
、
市
長
に
地
区
計
画
策
定
の
要
望

書
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
、
低
層
の
戸
建
住
宅
を
主
体
と
す
る
自
然
と
調
和
し
た
良
好
な
住
環
境
を
保
全
育
成
す
る
た
め
の

地
区
計
画
が
検
討
さ
れ
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
町
内
会
の
建
築
協
定
も
引
き
続
き
残
し
な
が
ら
、
そ
の
な
か
の
建
築
物
に
関
す
る
制
限
を
地
区
計
画
で
法
定
化
し

た
。
用
途
は
一
戸
建
住
宅
に
限
り
、
容
積
率
八
〇
％
、
建
ぺ
い
率
三
〇
％
（
一
部
四
〇
％
）、
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
四
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
、
壁
面
位
置
の
後
退
距
離
は
道
路
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
以
上
、
隣
地
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
軒
高
七
メ
ー
ト
ル
で
高

三
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さ
は
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
と
し
、
緑
化
率
を
四
〇
％
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
こ
れ

ま
で
も
町
内
会
規
約
に
書
い
て
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
色
お
よ
び
門
扉
・
擁
壁
、
自

動
車
の
出
入
口
の
ル
ー
ル
、
敷
地
の
囲
い
は
生
垣
ま
た
は
フ
ェ
ン
ス
（
見
通
し
の
あ
る
も

の
）
と
す
る
こ
と
な
ど
も
同
様
に
建
築
協
定
と
整
合
す
る
よ
う
に
決
め
て
い
る
（
4
‐
35
）。

　

し
か
し
、
す
べ
て
を
地
区
計
画
に
ま
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
建
築
協
定
を
残
す
こ
と
で
、

町
内
会
で
の
協
議
な
ど
地
区
が
主
体
的
に
地
域
の
管
理
を
続
け
る
こ
と
を
選
択
し
て
い
る
こ

と
に
特
徴
が
あ
る
。
奥
池
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
憲
章
に
も
主
体
的
な
取
り
組
み
の
思
い
が
現

れ
て
い
る
。　

　

建
築
協
定
か
ら
地
区
計
画　
　

芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
の
戸
建
住
宅
地
区
で
は
、
分

譲
に
あ
わ
せ
て
決
め
て
い
る
建
築
協
定
を
守
っ
て
住
宅
が
建
て
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
地
区
ご
と
の
個
性
あ
る
、
良
好
な
低
層
住

宅
地
の
環
境
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
時
点
で
は
、
戸
建
住
宅
地
区
に
は
す
べ
て
建
築
協
定
（
一
〇
地

区
）
が
あ
り
、
一
区
画
一
戸
建
の
専
用
住
宅
に
限
る
こ
と
、
階
数
は
二
、
高
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
（
軒
高
七
メ
ー
ト
ル
以
下
）、

外
壁
後
退
一
メ
ー
ト
ル
以
上
な
ど
が
決
め
ら
れ
、
容
積
率
八
〇
％
、
建
ぺ
い
率
四
〇
％
が
基
本
で
、
共
同
住
宅
隣
接
地
で
は
都
市
計

画
で
決
め
ら
れ
て
い
る
容
積
率
よ
り
低
い
。
ま
た
、
門
扉
や
車
の
出
入
口
、
地
盤
の
変
更
を
規
制
し
、
道
路
際
は
生
垣
ま
た
は
フ
ェ

ン
ス
（
見
通
し
の
あ
る
も
の
）
で
高
さ
は
一
メ
ー
ト
ル
以
下
に
制
限
し
て
い
る
。

　

建
築
協
定
は
、
協
定
地
区
内
に
運
営
委
員
会
を
設
置
し
自
主
管
理
と
な
る
こ
と
、
十
年
ご
と
に
更
新
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
こ

4-35　六麓荘町のまちなみ
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と
な
ど
か
ら
、
高
齢
化
や
住
民
の
入
れ
替
わ
り
に

よ
り
運
営
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
建
築
協
定

の
更
新
時
期
に
あ
わ
せ
て
、
市
へ
の
届
出
と
な
る

地
区
計
画
へ
の
移
行
が
選
択
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

建
築
協
定
の
内
容
を
引
き
継
ぐ
か
た
ち
で
、
緑

町
西
（
平
成
十
四
年
）、
浜
風
町
南
（
平
成
十
四

年
）、
潮
見
町
南
（
平
成
十
五
年
）、
浜
風
町
第
二

（
平
成
十
六
年
）
の
地
区
計
画
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
緑
町
西
地
区
と
潮
見
町
南
地
区
の
一

部
で
は
、
建
築
協
定
も
引
き
続
き
運
用
し
て
い
る

（
4
‐
36
）。

　

新
浜
住
宅
地
区
は
、
建
築
協
定
と
と
も
に
住
宅

管
理
組
合
規
約
に
基
づ
き
車
庫
の
あ
る
共
有
敷
地

を
共
同
管
理
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に

よ
る
景
観
形
成
が
図
ら
れ
て
き
た
。
地
区
計
画
に

4-36　芦屋シーサイドタウンの建築協定　（資料）都市環境部都市計画課

建築協定 地区計画当初 再協定・廃止
地区名 許可年月日 協定期限 地区名 許可年月日 協定期限 地区名 決定日

芦屋浜シーサイドタ
ウン浜風町第2地区 S59.3.6 H16.3.5 廃止 浜風町第

2地区 H16.6.25
芦屋浜シーサイドタ
ウン緑町第1地区 S58.10.18 H15.10.17

芦屋浜シーサイドタ
ウン緑町西地区 H15.10.18 H25.10.17

（H35.10.17） 緑町西地区 H15.10.17芦屋浜シーサイドタ
ウン緑町第3地区 H12.3.14 H15.10.18

廃止

芦屋浜シーサイドタ
ウン緑町第2地区・
潮見町第3地区

S60.1.30 H17.1.29
廃止

潮見町南
地区 H15.10.17

芦屋浜シーサイドタ
ウン潮見町第2地区 S59.2.1 H16.1.31 廃止
芦屋浜シーサイドタ
ウン潮見町第4地区 S63.6.17 H20.6.16 廃止
芦屋浜シーサイドタ
ウン潮見町第5地区 H11.7.16 H21.7.15 廃止
芦屋市潮見町第1
地区 S56.3.5 H13.3.4 芦屋市潮見町第1

地区 H14.3.26 H24.3.25
（H34.3.25）

潮見町第6地区 H15.12.10 H20.6.16 廃止
芦屋浜シーサイドタ
ウン新浜町地区 S62.2.17 H19.2.16 廃止 新浜住宅

地区 H18.12.1

芦屋浜シーサイドタ
ウン浜風町地区 S57.7.17 H14.7.16

芦屋浜シーサイドタ
ウン浜風町1街区 H14.7.17 H24.7.16

廃止 浜風町南
地区 H14.11.25
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建
築
協
定
の
内
容
を
移
行
さ
せ
る
と
と
も
に
、
管
理
組
合
規
約
に
共
有
地
内
の
建
物
制
限
は
委
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

計
画
的
開
発
地
区
は
建
築
協
定
や
地
区
計
画
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
示
し
て
い
る
が
、
古
く
か
ら
の
市
街
地
に
つ
い
て

は
、
景
観
や
緑
環
境
か
ら
居
住
環
境
の
改
善
・
保
全
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
が
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
。

　
　

第
六
節　

新
た
な
都
市
づ
く
り
の
課
題

一
． 

震
災
復
興
に
学
ぶ

　

地
域
に
暮
ら
す　
　

震
災
に
よ
り
地
域
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
多
く
を
考
え
、
住
宅
復
興
に
お
い
て
、
高
齢
社
会
な
ど
新
た
な
課
題

に
対
す
る
新
し
い
住
ま
い
方
の
提
案
も
行
な
わ
れ
た
。

　

ま
ず
、
震
災
後
の
住
宅
再
建
で
は
、
共
同
住
宅
が
増
え
、
建
て
替
え
ら
れ
た
住
宅
か
ら
庭
木
が
少
な
く
な
り
、
木
造
瓦
屋
根
に
か

わ
り
工
業
製
品
の
素
材
を
使
う
家
が
増
え
た
。
こ
う
し
た
変
化
に
直
面
し
て
、
住
宅
都
市
の
環
境
は
一
つ
ひ
と
つ
の
住
ま
い
の
か
た

ち
が
そ
の
質
や
特
徴
を
つ
く
る
こ
と
を
知
り
、
景
観
条
例
や
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
な
ど
住
宅
都
市
芦
屋
の
た
め
の
ル
ー
ル
づ

く
り
が
行
な
わ
れ
た
。
住
宅
地
の
緑
は
、
道
路
の
街
路
樹
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
敷
地
の
な
か
の
庭
木
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
草
花
に

よ
る
の
で
あ
る
。
市
民
の
暮
ら
し
が
環
境
の
芦
屋
ら
し
さ
を
つ
く
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
生
活
の
場
で
あ
る
「
ま
ち
」
が
住
ま
い
の
文

化
を
育
む
生
活
の
基
盤
と
し
て
重
要
と
な
る
。
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こ
れ
は
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち
を
離
れ
多
く
の
人
が
集
ま
り
住
む
こ
と
に
な
っ
た
復
興

公
営
住
宅
で
の
暮
ら
し
の
課
題
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
ま
だ
生
活
施
設
が
な
か
っ
た

南
芦
屋
浜
に
市
営
四
〇
〇
戸
（
こ
の
う
ち
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
一
四
四
戸
）、
県
営

四
一
四
戸
（
同
一
二
〇
戸
）
の
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
お
互
い
に
見
知
ら
ぬ
人
々
が
新
た

に
地
域
関
係
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
本
市
で
は
、

知
り
合
い
に
な
る
き
っ
か
け
と
し
て
入
居
前
に
開
催
し
た
暮
ら
し
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
入
居
者
の
共
同
作
業
を
う
な
が
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
住
棟
間
に
つ
く
っ
た
だ
ん
だ
ん
畑
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
い
る
世

帯
を
支
え
る
二
四
時
間
常
駐
の
L
S
A
（
ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
ト
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

サ
ー
ビ
ス
（
4
‐
37
）
と
い
っ
た
新
し
い
試
み
を
行
な
っ
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
ま
ち
で
は
、
変
化
に
応
じ
た
住
ま
い
の
か
た
ち
が
求
め
ら
れ
る
。
共
用
の
キ
ッ
チ
ン
や
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム

を
持
ち
複
数
の
家
族
が
住
む
共
同
住
宅
の
か
た
ち
と
し
て
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
が
提
案
さ
れ
た
。
ま
た
、
南
芦
屋
浜
の

L
S
A
サ
ー
ビ
ス
は
、
隣
接
す
る
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
に
あ
る
福
祉
施
設
と
連
携
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
、
福
祉

や
教
育
な
ど
と
連
携
し
た
住
ま
い
や
ま
ち
づ
く
り
と
一
緒
に
考
え
る
住
宅
な
ど
他
分
野
と
連
携
し
た
住
宅
政
策
の
必
要
を
震
災
の
経

験
を
通
し
て
学
ん
だ
。

　

持
続
的
変
化
の
ま
ち
づ
く
り
（
若
宮
地
区
）　　

宮
川
の
東
で
阪
神
線
と
国
道
四
三
号
に
挟
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
若
宮
町

4-37　LSA（ライフサポートアドバイザー）
の常駐場所
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は
震
災
で
大
き
な
被
害
を
う
け
た
。
宮
川
に
近
い
四
街
区
は
長
屋
や
文
化
住
宅
な
ど
の
木
造
賃
貸
と
古
い
木
造
戸
建
住
宅
が
密
集
す

る
と
こ
ろ
で
、
路
地
に
面
す
る
住
宅
が
多
く
、
被
災
後
の
再
建
が
困
難
な
地
区
で
あ
っ
た
。
本
市
は
、
被
災
後
す
ぐ
に
住
環
境
整
備

事
業
（
地
区
改
良
事
業
）
の
適
用
と
再
建
案
を
提
示
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
空
間
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、
行
政
と
住
民
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
設
立
し
、
住
民
も
案
を
検
討
す
る
こ
と
に

し
た
。

　

地
区
内
の
地
権
者
の
意
向
も
、
売
却
希
望
や
地
区
外
代
替
地
を
望
む
人
も
あ
れ
ば
、
現
在
地
で
の
再
建
、
地
区
内
代
替
地
で
の
再

建
を
望
む
人
も
あ
っ
た
。
す
べ
て
を
取
り
払
っ
て
再
開
発
す
る
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
の
意
向
を
反
映
で
き
る
計
画
が
検

討
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
か
ら
行
政
に
要
望
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。
本
市
は
こ
れ
を
う
け
、
地
区
改
良
事
業
の
仕
組
み
を
最
大

限
活
用
し
、
市
営
住
宅
の
供
給
と
地
区
内
で
の
住
宅
再
建
を
可
能
と
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。

　

建
物
が
老
朽
化
し
、
高
密
で
市
街
地
環
境
の
安
全
性
か
ら
も
、
い
ず
れ
改
善
が
求
め
ら
れ
る
地
区
で
は
あ
っ
た
。
そ
れ
が
震
災
に

よ
り
ほ
ぼ
全
半
壊
し
、
一
斉
に
更
新
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
社
会
経
済
的
事
情
に
応
じ
た
個
々
の
意
思
の
積
み
重
ね
と
し

て
ま
ち
は
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
た
と
え
震
災
で
地
区
全
体
が
被
災
し
た
と
し
て
も
、
個
々
の
暮
ら
し
を
ど
の
よ
う
に
再
建
し
て

い
き
た
い
の
か
に
応
じ
る
こ
と
で
、
建
物
が
変
わ
っ
て
も
地
域
で
の
暮
ら
し
が
続
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
が
、
公

園
の
自
主
管
理
や
、
た
と
え
狭
小
で
あ
っ
て
も
家
の
周
り
の
花
や
植
栽
の
豊
か
さ
と
な
っ
て
、
ま
ち
が
再
生
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
若

宮
の
ま
ち
づ
く
り
は
教
え
て
く
れ
る
。

　

ま
た
、
空
間
的
に
も
、
若
宮
地
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
戸
建
住
宅
の
大
き
さ
を
継
承
す
る
市
営
住
宅
が
構
想
さ
れ
、
隣
接
す
る
住
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宅
と
協
調
で
き
る
共
同
住
宅
と
な
っ
て
い
る
。
民
間
の
経
済
合
理
性
に
基
づ
く
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
と
は
異
な
り
、
市
営
住
宅
だ
か
ら

こ
そ
実
現
で
き
た
地
域
環
境
で
は
あ
る
が
、
逆
に
い
え
ば
、
地
域
の
生
活
環
境
の
基
本
を
持
続
さ
せ
な
が
ら
建
て
替
え
や
市
街
地
の

更
新
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
都
市
計
画
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

若
宮
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
の
生
活
環
境
は
、
地
域
の
人
々
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
守
り

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

二
． 

住
ま
い
ま
ち
づ
く
り
へ

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会　
　

戦
前
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
化
は
ま
さ
に
新
た
な
郊
外
居
住
の
文
化
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
よ
う
に
、
住
宅

都
市
・
芦
屋
の
環
境
は
芦
屋
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
が
つ
く
り
出
し
て
き
た
。
二
十
世
紀
の
後
半
に
は
古
く
か
ら
の
市
街
地
で
住
宅

の
建
て
替
え
や
共
同
住
宅
の
供
給
が
進
み
、
よ
り
多
様
な
人
々
が
集
ま
り
住
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
震
災
が
そ
う
し
た
動
き
を

促
進
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
生
活
環
境
に
つ
い
て
地
域
の
人
々
が
問
題
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し

た
最
初
の
取
り
組
み
が
東
芦
屋
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
あ
っ
た
。

　

東
芦
屋
地
区
（
八
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で
は
、
都
市
計
画
道
路
・
山
手
線
の
整
備
を
ど
う
す
る
か
を
考
え
る
こ
と
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
東
芦
屋
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
を
設
立
（
平
成
五
年
）
し
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
始
め
た
。
阪
急
芦
屋
川
駅

に
隣
接
す
る
山
裾
に
位
置
し
、
便
利
で
は
あ
る
が
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
住
宅
地
で
あ
る
。
山
手
線
な
ど
の
公
共
整
備
が
地

域
環
境
を
安
全
で
良
好
な
住
環
境
を
実
現
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
住
民
と
行
政
が
協
働
で
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取
り
組
む
こ
と
を
求
め
、
ま
ち
づ
く
り
提
案
を
策
定
し
て
市
に
提
出
す
る
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
約
三
八
〇
世
帯
）
を
発

足
さ
せ
た
（
平
成
八
年
）。

　

こ
う
し
た
地
域
が
主
体
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
は
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
震
災
後
の
市
街
地
復

興
の
過
程
で
、
低
層
市
街
地
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
多
く
建
つ
よ
う
に
な
り
、
合
法
的
な
建
築
行
為
が
地
域
の
生
活
環
境
を
大
き
く
変

え
る
状
況
に
対
し
、
住
民
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
最
初
が
楠
町
西
地
区
（
二
・
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
で
あ
っ
た
。
平
成
十
二
年
か
ら
「
環
境
を
考
え
る
会
」
の
活
動
が
始
ま
り
、
平
成
十
三
年
に
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
地
権
者

一
九
八
）
と
し
て
地
区
計
画
の
検
討
に
取
り
組
み
、
都
市
計
画
決
定
手
続
き
の
要
請
を
す
る
に
至
っ
た
（
平
成
十
四
年
）。

　

そ
の
後
、
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
や
幹
線
道
路
の
整
備
な
ど
、
地
域
環
境
に
何
ら
か
の
影
響
が
大
き
い
で
き
ご
と
を
き
っ
か
け
に
、
ま

ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

地
域
主
体
の
多
様
化　
　

市
民
が
主
体
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
構
想
や
提
案
づ
く

り
、
そ
れ
に
基
づ
く
地
区
計
画
や
建
築
協
定
な
ど
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
目
標
と
す
る
地
域
方
の
ま
ち
づ
く
り
だ
け
で
は
な
く
、
緑
化

や
花
壇
づ
く
り
な
ど
緑
・
花
か
ら
の
ま
ち
な
み
づ
く
り
、
芦
屋
川
の
清
掃
や
環
境
へ
の
取
り
組
み
、
景
観
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
な

ど
、
テ
ー
マ
を
共
有
す
る
地
域
主
体
に
よ
る
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　

芦
屋
街
づ
く
り
連
絡
会
・
グ
リ
ー
ン
マ
ン
ト
の
会
も
、
マ
ン
シ
ョ
ン
反
対
か
ら
始
ま
り
、
緑
を
育
て
る
人
づ
く
り
か
ら
ま
ち
づ
く

り
へ
と
展
開
し
た
例
で
あ
る
。
そ
う
し
た
テ
ー
マ
型
の
取
り
組
み
の
主
体
の
一
つ
と
し
て
N
P
O
法
人
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
活
動
を
地
域
で
持
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
技
術
・
財
源
・
情
報
交
流
な
ど
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
の
仕
組
み
を
市
民
と
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行
政
が
協
働
で
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

住
宅
都
市
の
景
観
や
地
域
環
境
は
、
市
民
の
暮
ら
し
の
表
現
で
あ
る
。
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